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　一章　猛火もうかの獅子と薄弱の王














　いつの世も勝者は正義。

　そんなことは分かっていた。

　だから俺は体を鍛え、剣を振るい、常に先陣を切る獅子となった。










　すべては己が正義であるため。

　それを手放す時は、己が死す時だけだと信じていた。










　――なぜ俺は生きて敗者となった？

　背に土をつけて無様に捕らわれたあの日から、俺の頭は現実を拒み、強張こわばったままだ。










　　　◇　◇　◇










「出ろ、イメルド」

　久しぶりに名を呼ばれたが、すぐに俺の体は動かない。

　やっとこの日が来たか……待ちわびたぞ。牢から出して俺を嬲なぶり殺す気だろ？　なあ、ディルワム。

　ゆっくりと頭を上げ、俺を馬上ばじょうから落として無慈悲に捕らえた敵将を見る。

　俺も大男の部類に入るがこの男はさらに背丈があり、胸板は分厚く、腕や脚も筋肉の鎧をより多く重ねてまとっている。何度も戦場で相まみえたその顔は、歴戦を生き抜いた証を刻むように傷跡がいくつもあった。それが誇りだと言わんばかりに、恥じるどころか堂々と前を向いている。

　鷲鼻がよく目立つ、無骨で野蛮さすら覚える顔がにやけていた。

「俺の手で連れていって欲しいのか？　甘え盛りのガキと同じだな」

　ディルワムは牢の鍵を開けて中へ入ると、俺の胸倉を掴み、強引に立ち上がらせる。

　そして「ついて来い」と俺を引きずり、外へ出た。

　突然光の下へ惨めな身を晒さらし、俺は顔をしかめる。

　薄汚れてボロ布と化した服。そこから覗く手足は、負けを知らぬ頃と同じ勇ましい肉付きのまま。しかし、いかなる敵も蹴散らしてやろうという覇気は消え失せてしまった。

　ずっと胸倉を引っ張られながら、俺はディルワムによって歩かされ続ける。

　うな垂だれた頭を起こす気も起きない。大きさが疎まばららな淡い緋色の石を敷き詰めた道と、己おのれの足だけが視界に入る。

　ああ、やっと俺は死ねるのか。

　思わず口元が緩む。勝者の手でこの身と命を砕かれるならば、敗者の散り方としては上等だ。

　だが連れられてきたのは死刑場ではなく、寂れた離宮だった。

　周囲に植えられた草木は手入れが行き届かず、まとまりなく枝や蔦などが好き勝手に伸びた宮殿。白亜の建物もどこかくすみ、何十人もの召使いが出入りしていてもおかしくないほどの大きさなのに、異様なほど静まり返っていた。

　中へ入ると、がらんとした広間の奥から一人の少女が小走りに現れる。

　どこかオドオドとした、顔が冴えない娘。背中まである甘栗色の髪は腰がなくしんなりとし、一重まぶたの地味な顔と同じく控えめなものだった。

　ディルワムは彼女に向けて俺を突き出した。

「ネフ姫よ、すでに話は聞いているな？　その者にここでの立場としきたりを、しっかりと叩き込め」

「は、はい、心得ました」

　ネフが頭を下げる中、ディルワムは早々に俺を置いて立ち去ってしまう。

　いったい何がどうなっているんだ？

　訳が分からず戸惑っていると、隣から視線を感じる。おもむろに目を向ければ、小柄なネフが顔を青くして俺を見上げていた。

　何か言おうと彼女の口はまごつくが、一向に言葉は出てこない。

「おい、ここはどこだ？」

　俺が尋ねると、ようやくネフは声を出した。それはひどく申し訳なさそうな声色で。

「我が王の……後宮です、イメルド様」

　ネフの短い説明に俺は目を瞬かせる。

　後宮とは、こんなに人気がないものなのか？　そもそも男で敵国の将である俺には無縁の場所ではないのか？

　理解できずに思わず首を傾げてしまう。

「なぜ俺が後宮に？」

「王の伽とぎに選ばれたから、です」

　俺が王の伽に？　俺が？　なんの冗談だ？

　さっきから端的で分かりやすい説明をされているのに、内容がまるで頭の中へ入って来ない。

　後宮に男が召し上げられる、というのは珍しいことだが前例はある。ただしそれは花のごとく可憐な少年や、女性と見紛うばかりに見目麗しい者。そういった存在を愛でるというなら分からなくもないが、俺は可憐からほど遠い人間だ。

　大きな背に鍛えられた筋肉。赤髪を振り乱しながら勇猛に戦う俺の姿は、祖国では猛火の獅子と謳うたわれたほどだ。

　そんな俺を伽に――気は確かか？　と言ってやりたい。

「どうぞこちらへ。身を清められている間に、お召し物をご用意いたします」

　ネフはそう言って俺に目配せし、足先を離宮の奥へと向ける。

　か弱い少女がただひとり。俺を見張る兵どころか、侍女すら見当たらない。

　あまりに不用心。剣などなくとも、この身さえ自由ならば容易たやすく戦えるというのに。この国は王が大切ではないのか？

　まるで後宮に獣を放ち、王の首に歯を立てて命を奪って欲しいと願っているのかとさえ思ってしまう。

　まあ俺を後宮に入れるぐらいだ。ロクな王ではないのだろう。

　顔を拝んでから拳を叩きつけ、兵士が駆け付けて俺を仕留めるまで殴り続けてやろうか。

　戦場に出た時から、既に命は惜しくない。猛火の獅子らしく火の粉のように鮮血を飛び散らせ、果てられるなら本望だ。

　歩きながら心の中で覚悟を決めつつ、せめて身支度ぐらいはしようと、俺は大人しく浴場まで案内されてやる。

　そして湯浴みをし、上等の長布を使った足首まである腰巻を身に着ける。

　上体は肌が透けるほど薄い、劣情を煽る布をネフに巻かされかけたが、いっそ裸のほうがマシだと拒んだ。

　そして俺は王の寝所へ連れられた。

　まだ昼間。享楽の相手に俺を選ぶ時点で、狂王の気が計り知れるというもの。

　俺がため息をついていると、ネフが細腕で重厚感ある扉をゆっくりと開いた。

「イメルド様、どうぞ中へ。陛下がお待ちしております」

　促されるまま中へ入れば、なんとも薄暗く、湿気を含んだ空気に顔を歪める。

　王の寝所だというのに、俺がいた牢と似た空気。訝しく思いながら部屋の最奥にある寝台へ近づくと、おもむろに小柄な体が起き上がる。

　血の気を感じさせない青白い肌。艶のない肩まで伸びた金髪。整った目鼻立ちだが頬はやつれ、精気はまったくない。

　目前のあまりに儚い存在に、俺の殺伐とした覚悟が白紙になった。

「ごめんなさい……こんな形しか取れなくて」

　高めの声に、あどけない顔立ち。俺の国を獰猛どうもうに攻めてきた敵国の王が、こんなにもひ弱な少年だと思いもせず、俺は目を丸くする。

　しかもなぜ謝る？　勝者は敗者に何をしても許されるもの。王なら尚更だ。

　呆然となる俺へ、幼き王が首を垂れた。

「ディルワム将軍が貴方を見せしめに恥辱ちじょくの限りを尽くし、後に処刑すると談笑しているのを聞いてしまい、見過ごせず……伽を理由にこちらへ呼ばせて頂きました」

　あの男なら当然そうするだろう。心から嫌悪するが、これも戦の常。負けて辱めを受けるのは当然だ。

　だからこそ若王の行動が分からない。

「俺を助けた、のか？　なぜだ？」

「敵国とはいえ、これ以上民の心を傷つけ、怒りを深く刻む行いをすることが耐えられなかったのです。猛火の獅子と称えられた貴方は国の誇り。その誇りを容赦なく穢されたとなれば、どれほどの怒りがあることか……」

　敵国の民を、我が民でも語るように若王が顔を歪める。

「戦は双方に傷を作る……分かっています。しかし過ぎた怒りは遺恨を生む……ゴホッ……住む土地が違うだけで、いがみ合い、永遠に戦い続けるなんて……ぅ……ケフッ――」

　何度も若王は咳き込み、話が途絶えてしまう。

　必死に咳を抑え、荒さが増した呼吸を整えようとする若王を、俺は冷え切った目で見つめる。

　言わんとすることは分かった。つまり俺は、この甘ったるい王の情けを受けたということ。

　腹の底が怒りで熱くなった。

「ふざけるな、若王。国の誇りを穢した俺が敵国の王に囲われ、のうのうと生きることを民が望むと思うか？　笑止。最期まで恥辱の限りを受けても、死の間際まで獅子のごとき気高さを貫くことを望むはずだ」

「そんな……」

「俺をディルワムに引き渡せ。馬上から落とされ、組み敷かれたあの瞬間から覚悟は決めた。子供の甘言になど付き合っていられるか」

　若王の顔が歪む。しかし首を横に振るばかりで、俺の覚悟を無駄にする。

　ゴフッ、ゴホッ、と若王の咳が治まらなくなる。今にも精気をすべて吐き出しそうなほどの激しさだ。

　人を呼ぶべきかと躊躇ちゅうちょしていると、

「マクウス陛下！」

　外で控えていたであろうネフが、血相を変えて部屋に飛び込んできた。その手には軟膏薬が入っているであろう貝の薬入れがあった。

　ネフが若王――マクウス王の胸元を開き、軟膏を塗っていく。寝間着から覗く貧相な体が今の俺には腹立たしい。

　敗者は勝者に逆らえない。

　負けた俺は、この目の前にいる虚弱の王よりも弱いのだ。

　いっそ命尽きるまで暴れ、若王を殺し、目につくものすべてを壊すことができれば、どれだけ心が救われるだろうか――。

　腹の底で、負けた己への憤怒が溜まっていく。

　そんな俺が向けている怒りの矛先など知る由もなく、マクウス王は俺に微笑んだ。

「貴方の怒りはごもっともです。しかし、こうは考えられませんか？　貴方は恥を忍んで敵国の王から話を聞き出し、いつか祖国の平和と繁栄に繋がるものを見出す機会を得た、と」

　考えもしなかったことを言われ、俺のこめかみがピクリと動く。

「だから大人しく若王に囲われろ、と言いたいのか？」

「……決して貴方の誇りをあざけり、踏みにじることはしません。ですから、どうか私のつたない甘言に、しばらく付き合って頂けませんか？」

　この薄弱の王、体が弱いだけで中身はそうでもないらしい。

　少し興味を覚え始めた俺に、マクウス王は視線を合わせてきた。

「イメルド殿、これから伽をお願いできませんか？　貴方の国の話を、たくさん聞かせて下さい」

　……そっちの伽か。

　勝者の望みに頭の片隅で安堵を覚えながら、俺は寝台の脇にある椅子へ腰かけた。










　他愛のない国の風習や、戦場を駆ける馬のこと、民の食事――請われるまま話していく内に、マクウス王は寝息を立てる。

　あまりに安らかで無防備過ぎる寝顔を見下ろしながら、俺はため息をつく。

　幼い薄弱の王。彼に真っ当な執政ができるとは思えない。

　あまりにも人気のない後宮。貧相で華のない、侍女代わりの側室。生かさず殺さず、弱いままに育てようとしているのが露骨に分かる。

　王が弱いことを良しと思う者――おそらく代理で執政を行っている権力者が、完全に国の中枢を掌握し、我が物顔でのさばっているのだろう。

　他国の俺でもきな臭い事情を察することはできるが、だからといって何もすることはできない。

　俺の命運は、いつ死んでもおかしくなさそうな若王の命が尽きるまで。

　恥辱の限りを受ける機会が先に伸びただけ。その日を迎えるまでの時間潰しだと思うと、この酔狂でおかしな状況に身を置いてもいい気はした。牢よりは退屈しない。

　それにしても……これから俺はどうすればいい？　伽の相手らしく、添い寝でもしたほうがいいのか？

　マクウス王の寝顔を眺めながら困惑していると、

「お務めご苦労様でした。どうぞこちらへ」

　扉から顔を覗かせたネフが手招きをする。

　助かったと内心胸を撫で下ろしながら席を立ち、寝所を後にする間際、俺は若王へ振り向く。

　憐れみの仕返しに、儚き王へ憐憫れんびんの眼差しを送ってやった。










　王の寝所を出てネフに案内された場所は、敗者の将へあてがうには、いささか華美で洗練された部屋だった。

　この体躯には少し狭さを覚える大きさだが、柱や調度品に刻まれた細かな模様は素晴らしく、さぞ名のある職人が施したのだろう。女性用の寝台が俺を支えられるかという心配はあるが、少なくともこんな後宮にそぐわぬ屈強な男を歓迎していることは分かった。

「ここがイメルド様のお部屋になります。食事は日に三度、決められた時間にここへお持ちします」

「そうか……この部屋、本当に俺が使ってもいいのか？」

「ええ、どこも空き放題ですから」

　困ったように苦笑してからネフはうつむいた。

「一昨年、先王陛下が崩御されて幼いマクウス陛下が玉座へ就いたのですが、病弱で先がないと誰もここへ入りたがらないのです。しかも密やかに不治の疫病にかかられていると噂され、城の侍女たちさえも来たがりません」

「だから側室であるお前が侍女の代わりをしているのか」

「その通りです。マクウス陛下が望まれたなら、嫌がる者でも強制的に後宮へ入れることも、侍女を呼びつけることもできますが、陛下は強要したくないと迎え入れようとはしませんから……だからここはずっと寂れたままなのです」

　自分がいつ崩御してもおかしくないからと、なるべく人を巻き込まないよう心を配っているのだろう。あの優しく聡さとい若王らしい。

　俺がここに置かれたのは、敗者の辱めを受けさせないため。

　ではネフは？　俺とは違い、望めばここを離れることもできるだろうに。

　少し気になり、俺から話を切り出す。

「しかしお前はここにいるのだな。侍女すら寄りつかぬこの後宮に」

　細い目を見開いた後、ネフは困ったように笑った。

「私はマクウス陛下が物心つく頃から遊び相手として呼ばれ、その縁でここにおります。どこにも出せぬほど器量が悪いので、一族から後宮へ入るよう強く言われてしまったこともありますが」

　言うほどネフの器量が悪いとは思えないが、王侯貴族に好まれる華がないのは否めない。

　全体的に顔も体も醜く崩れた所はない。しかし何もかも貧相で、内面から滲み出る性格や感情といったものすら薄い。どうやらこの娘は足掻あがくことを早々に諦め、与えられた役目を受け入れているらしい。

　悪い娘ではなさそうだが、弱者はあまり好きにはなれない。

　俺が「そうか」と短く答えて話を切り上げると、ネフはスカートの端を摘まんで軽く会釈した。

「私はこれで失礼しますが、何かございましたらいつでも声をかけて下さい。それでは」

　ネフが部屋を離れた後、俺は身の内に溜まった苛立ちをため息とともに吐き出す。

　敗者であり、望まぬとはいえ匿かくまわれた身。俺はこの現状に付き合うことしかできない。

　薄弱の王と余り者の貧相な姫が、辛うじて形だけ残している寂れた後宮。

　あまりにも心もとない居場所。なんとも落ち着かず、自分ではどうしようもできない立場がもどかしい。

　しかし、今は彼らに怒りを感じない。そもそも俺が負けなければ、こんなことにはならなかった。

　腹立たしいのは俺自身。

　こうしてひとりになると、あの時こうしていれば良かったという後悔が次々と浮かび、俺にのしかかってくる。

　もっと鍛えて強くなっていれば。

　ディルワムの攻撃を読み、少しでも早く剣を突き出していれば。

　一騎打ちよりも、視野を広げて他の隊が活きることを優先していれば――。

　……ああ苦しい。

　体への苦痛があれば、ここまで心が苦しくならないのに。

　傍から見ればそっちのほうが酷いだろうと思われる道を選びたい自分に、この優しい檻から抜け出したがっていることを自覚する。

　猛火の獅子と呼んでくれる民の声を失えば、こんなに俺は弱かったのか。

　己の未熟さが自分の中で際限なく浮かび上がる。俺は拳を固く握り、体を震わせるしかなかった。







　　　◇　◇　◇







　後宮での生活は自由だった。

　マクウス王に呼ばれなければ後宮内で何をしても構わず、俺は庭で体術の鍛錬をするのが日課だった。人のいない後宮。若王はあまり部屋から出ることはなく、ネフは用事がなければ俺に近づかない。結果、じっくりと己の体と向き合い、鍛えることができた。

　夜になるとマクウス王は俺に伽を命じた。日を空けることなく俺を毎日寝所へ招き、眠りにつくまで俺の話を聞きたがった。よほど話し相手に飢えていたらしい。庭の雑草に小さな花が咲いていた、という話にすら若王は食いつき、嬉しそうに話を聴いてくれた。

　連日の伽など正常な後宮なら大層な寵愛ぶりだが、中身は俺の話に夢中なだけ。享楽からは程遠い、後宮という場においては不健全な日々。

　別に組み敷かれたい訳ではないが、死ぬより酷い目に遭っても構わないと覚悟していた俺には受け入れ難かった。この拍子抜けの日々へ、どうしても心のどこかで苛立ちを覚えてしまう。

　人の誇りと覚悟をからかわれたような気分。しかし、

「イメルド殿の声は良いですね。力強く鮮明で、芯の通った声……聞いているだけで耳から力を貰えます」

　寝台に横たわりながら、マクウス王は心底嬉しそうに目を細め、俺の声を褒めてくれる。たかが声といえど、認められて悪い気はしない。

　そしてどんな内容でも興味を持ち、話を聞きたがる若王の反応は気分が良かった。

　好意的な態度に少しは情が湧いてくる。だからこの王と同じく、脆弱な後宮を暴れて壊そうという気は完全に失せた。










　不本意ながらも後宮の生活に慣れてきたある日。

　庭で片腕立て伏せをしている俺に、ヌッと黒い影が覆い被さってきた。

「少し見ぬ間に丸くなったな、猛火の獅子よ」

　嘲笑交じりの低い声。俺の眉間にシワが寄る。

　顔を上げればディルワムが腕を組み、上半身の肌を晒して汗を流す俺をニヤニヤと眺めていた。

「後宮になんの用だ、ディルワム？」

　俺が体を起こし睨みつけて尋ねると、ディルワムは一笑した。

「お前の顔を見に来た、と言ったら？」

「屈辱に顔を歪める俺を嘲笑いに来たか。期待に応えられず悪いな」

「いや、どんな顔でも見たかった。俺が捕らえた獅子……それをあの弱王は……」

　ディルワムの顔が一瞬忌々いまいましげに歪む。

　そして屈強で無骨な手を俺へ伸ばし、首を掴んできた。

「グッ……」

「案外とあの王と肌が合うようだな。敗者と弱者、通じるものがあるのか？」

　人の心をわざと逆撫でるようなことを言われ、思わず俺は歯を剥き出し、怒りの眼差しをぶつける。

「憂さ晴らしをしたければするがいい。その弱者に獲物を奪われたお前は、どれだけ狭量きょうりょうで矮小わいしょうな人間だろうな」

「言うではないか、王の慰み者が。そのよく啼く口を閉じさせてやろう」

　不敵に笑ったと思えば、ディルワムは近くの木に俺を押し付け、顔を近づけてくる。

　奴の腕を掴んで抗あらがっていると、

「ディルワム、やめて下さい！」

　離れた所から慌てた声が聞こえると思ったら、俺たちの間に人が割って入る。

　そして俺を庇うように細い腕を大きく広げ、彼はディルワムを見上げた。

「貴方がどれだけの力を持っていたとしても、ここは我が後宮。勝手は謹んで頂きたい」

「これはこれは……マクウス陛下、失礼した」

　不本意そうに答えてから、ディルワムは俺から手を離す。

　内心出て行けと願っていたが、立ち去らずにディルワムが嘲笑を浮かべる。

「随分とその獅子を気に入っておりますな。しかし、ゆめゆめ忘れないで頂きたい。獅子は強き者でなければ従えられぬことを」

　肩で息をしていたマクウス王が動きを止める。

「陛下は雑草と見間違えそうな地味な花すら、手折ることができぬのですから。背伸びなされないほうが御身のためですぞ」

　地味な花――ネフのことを言っているのだろう。

　俺も彼女も後宮にいる以上は王が所有するもの。それを臣下に貶されてさぞ腹立たしいだろう。

　明らかに王を侮辱する内容を、臣下があけすけに言うなど信じられない。しかし真実でもある。すぐに反論できないところを見ると、本人もよく理解しているらしい。

　それでもマクウス王は俺を守ろうと腕を広げ続け、ディルワムから顔を逸らさない。

「確かに私は力がありません。でもネフもイメルド殿も人――たとえ力があったとしても、強引に手折りたくはありません」

「そういうお考えだから貴方の周りには人がいないのだ。奪わぬ王が、得を貪る者どもに何を分け与えることができる？　心が幼きままでは、傀儡くぐつの王のままですぞ」

「……っ……それでも私は……」

　容赦なく真実をぶつけられてマクウス王は言葉を詰まらせ、小さな身を震わせる。それでも顔を下げることはなかった。

　興が醒めたと言いたげにディルワムは鼻を鳴らし、「失礼する」と背を向け、去っていく。

　マクウス王は何も言わずうつむき、固く拳を握って体を戦慄わななかせるばかり。悔しくてたまらないのだろう。かすかに嗚咽を堪える気配がした。

　屈辱を受けると分かりながら、俺を守るために駆け付けたのか。

　貧弱な身の中に、強くありたいという切望に燃えている気配が伝わってくる。

　だから自然と俺の口から言葉が出た。

「強くなりたいのか？」

「はい……国を守る王が何も守れないなんて……っ。こんな体でなければ……」

「その意地があるなら足掻あがいてみるか？」

「え？」

「頼んだ訳ではないが、俺は王に何度も守られている。その借りを返すために俺が王を鍛えよう」

　マクウス王が俺を見上げる。

　その目は幼い顔に不吊り合いなギラつきがあった。







　　　◇　◇　◇







　お飾りとはいえ一国の王と、情けで後宮に匿われた敵国の敗将。

　立場は天と地の差。しかしマクウス王は素直に俺が提案した、地味で退屈な鍛錬を文句ひとつ言わずにこなしていった。

　力量に合わないことをしても潰れるだけ。

　動くには邪魔な髪を短くし、最初はなるべく体を起こす時間や歩く機会を増やしたり、簡単な鍛錬をさせた。

　そして鍛えるだけでなく、食事や体の状態にも気を配った。

　ただ高級であればいいという偏った料理ではなく、その時の体調に合った食材と味付けをネフに指示し、料理番へ作らせた。

　他にも俺は伽の時間に王の体をさすり、歪みを見つけては矯正した。良い筋肉を育むためには体の歪みは障害となる。弱い体に負担がかからぬよう、背中を押す強さはできる限りに加減し、全身をくまなく柔らかな手つきでゆっくりとさする――俺がこの体を身に着けるためにされてきたことより、何倍も繊細で優しい刺激をマクウス王へ施し続けた。

「イメルド殿は博識ですね。医術や食にも通じていらっしゃるなんて……うっ」

「矯正している最中に喋るもんじゃない。舌を噛むぞ」

　グッ、と背中を下から順に押しながら俺は声をかける。胃の後ろ辺りから、押す度にポキ、と小さく背骨が鳴る音が連続した。

「体を作るためにしてもらっていたら覚えただけで、詳しく学んだ訳ではない。過信はしないでくれ」

　マクウス王の背骨を往復して押した後、今度は気になる部分を軽めの力で揉み解し、さすっていく。

　まだ十二だというのに体の歪みが酷い。整えても数日の内に歪んでしまう。原因は筋肉の未発達と普段の姿勢。

　俺は息をつきながら若王から手を離す。

「さあ今日はこれで終わりだ。だが、どれだけ整えても普段を変えねば意味がないからな」

　ゆっくりと体を起こしながら、マクウス王が俺を覗き込む。

「普段を、ですか？」

「いつも気づけば下を向いているからな。それを直せ。仮にも王なのだ、もっと胸を張れ」

　途端にマクウス王の大きな青い瞳が潤み、申し訳なさそうに睫毛を伏せる。

「しかし私は……胸を張れるような人間ではありません」

　細っこい自身の体を見回してから、マクウスは俺の腕へそっと触れた。

「日常のことですら、ままならぬ身。そのせいで公務もこなせず、皆に迷惑をかけております。こんな足手まといの王が、胸を張るなど……イメルド殿のような体であれば、どれだけ良かったことか――」

「それを言い出せば終わりがないぞ。確かに強靭な体があればできることも多い。周りからの不遇も少なからず改善されるだろう。だが、ないものを探すな。今あるものを数えて誇れ」

　俺の言葉が意外だったのか、マクウス王の目が丸くなる。

「私の、今あるもの……」

「少しはあるだろ？　まずはそれを誇って前を向け。そしてないものを継ぎ足していけばいい。なければ作ればいいだけだ。今ないことを恥じるな」

　これは俺が子供の頃、現役の将軍だった父が教えてくれたこと。

　誰でも最初は無力な赤子から始まる。

　そこからできることを増やし、成長していくのだ。

　何事もできないことが当たり前だと思えば、できた時の喜びも大きい。それを糧にして、また新たにできないことへ挑み、できることを増やしていった幼かった自分を思い出す。

　振り返れば、いいように父の手の平で転がされていた気はする。だが、それで成長できたのだから父に感謝している。

　まだ若王は幼き身。見込みは充分にある。

　今はとにかく心身ともにうつむかず前を見てもらうことが、マクウス王を弱者の沼から引き上げる大事な術だと思う。

　マクウス王の顔から悲痛さが消え、晴れやかな笑みが浮かんだ。

「ありがとうございます。イメルド殿の言葉を胸に、これから姿勢を正していこうと思います」

　素直な反応に俺が口元を綻ほころばせていると、

「このまま鍛えていけば、いつかイメルド殿のような体になれるでしょうか？　この逞しい腕、憧れます」

　マクウス王がペタペタと俺の腕に親しく触れてくる。

　この若王が、俺並みの体躯になる？

　……どう見積もっても、細身で引き締まった筋肉の優男ぐらいだ。戦士の体にはなれないだろう。悲しいかな、骨格が物語っている。

　しかし、ここで無慈悲な現実を突きつけても気力が萎えるだけ。俺は小さく頷いた。

「道は険しいが、諦めなければ可能性がある」

　これは嘘ではなく事実。この先の未来など誰にも分からないのだから――砂漠の中で砂金を一粒見つけるほどの難しさではあるが。

「はい、頑張ります！」

　マクウス王が血色の良くなった顔を破顔させる。

　まだ体の肉付きは変わっていないが、明らかに鍛え始める前よりも表情が輝いている。

　精気溢れる王になってくれるならば、俺がここに囲われている甲斐もある。

　このまま無事に育てばいいが、この若王が元気になって困る者もいるのではないか？

　ふと嫌な考えは浮かんだが、顔に出さず微笑を返した。
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　この後宮へ出入りする者は、かなり限定された。

　その中でも毎日足を運ぶ者はただ一人――ヒョロリと背が高い、眼鏡をかけた文官のみだった。

「ご機嫌いかがですかな、イメルド殿？」

　いつもは庭で鍛錬する俺を見かけても通り過ぎるだけの文官が、今日は珍しく声をかけてきた。首の中ほどで毛先が外へ跳ねた甘栗色の髪も、明瞭な声も、ただの文官というには軽やかだ。こういう輩はあまり好きになれない。

　後宮内で見つけた、余裕で子供一人が入りそうな水瓶にたっぷりと水を汲んだもの。それを手に持って何度もゆっくりと上げ下げしていた俺は、横目で文官を見やってから立ち上がる。そしてあからさまに怪訝な顔を見せた。

　俺の反応はごもっともと言わんばかりに、文官は肩をすくめて苦笑する。

「これは失礼。鍛錬を邪魔してしまいましたか……私はアグイロス。陛下の教育係をさせて頂いております。ご挨拶が遅くなり申し訳ない」

「俺に何か用か？」

「具体的な用事はありませんが、一度イメルド殿と話をしてみたかったのです」

　へらり、と愛想笑いを見せた後、アグイロスは辺りを見渡してから俺に近づき、声を潜ませる。

「どこで誰が聞いているか分からぬゆえ、貴方の部屋で話を……」

　辺りに人の気配はないが、用心に越したことはない。慎重なアグイロスの提案に俺は短く頷いた。

「分かった。ついて来い」

　近くの木にかけていた汗拭き用の布を手に取ると、俺は踵を返して自室へ向かう。

　部屋に入るとアグイロスはしっかりと扉を閉めてから、大きく息をついた。

「猛火の獅子は人の姿をしただけの野獣だという噂を聞いておりましたが、知性のある冷静なお人で良かったです」

「侮るな。暴れるだけの馬鹿は死に急ぐだけだ……わざわざ俺に近づく目的はなんだ？」

「貴方の意思を確認したくて声をかけたのですよ。イメルド殿は陛下をどのように思っていますか？」

　微笑を浮かべたままアグイロスが尋ねてくる。

　俺を見定めようとしているのだろうが、この男の本心が掴めない。腹の探り合いは苦手だ。

　少し考えを巡らせ、この国の人間ではない俺個人の意見など、なんの価値もなければ影響もないという結論を出す。影響がなければ、表向きの言葉を作る必要もない。

　俺は取り繕わずに本心を語った。

「王らしくない王だとは思っている。まだ子供だということもあるが、国を統べる者としては優し過ぎる。そして脆弱……だが、心根と頭は悪くない」

「フフ、教育係として誇らしい意見ですね」

　嬉しそうに目を細めてからアグイロスが俺に近づく。

　そして顔を近づけて囁いた。

「陛下を鍛える姿を外に晒さないほうがいい。陛下が真っ当な王になると困るお方がいるので」

「フン。大方、現在大きな顔をして好き勝手やっている宰相あたりか？」

「ええ。宰相エケミル様……最近陛下を注視していますよ。貴方を含めて、ね」

　アグイロスから笑みが消え、やけに冷ややかで人形のような顔を見せる。この男の素顔はこれなのだろう。

　いつでも反撃できるよう身構える俺へ、アグイロスはかすかに首を振る。

「何もしませんよ。私はただ陛下に、宰相閣下と競えるだけの力を身につけてもらいたいだけです」

「言い方に含みがあるな。完全に若王の肩を持つ訳ではないのだな」

「どちらが私へ利を与えてくれるか――競う者がいなければ、私のような末端の人間に美味い汁は回ってきませんから。今の陛下では相手にならない。もっと対抗できる力を育てたいのですよ」

　損得で動いていることを隠さないところをみると、どうやらコイツなりに腹を割っているようだ。

　同情という甘っちょろい考えではなくて良かったと思いつつ、俺はアグイロスと視線を合わせる。

「忠告は分かった。まあ用心しておく」

「くれぐれも陛下が強くなったと思われないように。今は弱者を装い、力を蓄える時期。もし陛下が研いだ爪を出そうとするなら、どうか引き止めて頂きたい」

　俺の返事を待たずにアグイロスは体を離すと、元のにこやかな仮面を被った。

「勉学を教えている最中、陛下がイメルド殿の話題をよくするので、一度お話したかったのですよ。念願が叶い、嬉しく思います。これからもよろしくお願いしますね」

　わざとらしく大きな声を出したと思えば、さっさと踵を返して扉の取っ手を掴む。

「私も陛下が夢中になっている、イメルド殿の伽を受けてみたいものです。きっと身も心も癒されることでしょう」

　大いに誤解を招くようなことを言いやがって。この男、悪趣味だ。

　タチが悪い男だと思いながら、俺は手を払う。

「俺は若王の体しか触らん。癒しは他をあたれ」

「つれないですね、残念です。では失礼を……」

　互いに茶番を演じ、秘めた駆け引きを匂わせつつアグイロスが退出する。

　用心深い男だ。こんなほぼ人の出入りがない後宮ですら、気を抜かず演技をするとは――。

　――実はそれが必要なのか、ここは？

　王を鍛えてはいるが、受けた恩を返しているだけ。命を捧げてまで尽くす気はない。だから権力争いという面倒な厄介事に巻き込まれるのはご免だ。

　なんて息苦しい場所なんだと息をつくしかなかった。
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　アグイロスから忠告らしきものをされてから、マクウス王の鍛錬は主に寝所で行うことにした。

　夜の伽とは時間を別にしてやるせいで、必然的に若王との接点は増え、やり取りも密なものになっていく。

　異性であるネフとはどうしても壁があり、共通の話題は限られてくる。教育係のアグイロスは気を許せない。それ以外の人間は、そもそも後宮へ滅多に立ち寄らない。マクウス王も俺も、この後宮でまともに話し合えるのはお互いだけだった。

　後宮の生活が長くなるほど、会話がしたくなるもので。二人だけの会話は始めのほうこそ必要なやり取りばかりだったが、気づけば鍛錬しながら雑談することが増えた。

　話している間に当初の予定よりも回数を多くことなすことが多々あり、マクウス王をより強くすることができた。雑談など無駄だと思っていたが、有効性があると分かった後からは、より積極的に俺からも話を振るようにした。

　王らしくない控えめな性格ではあるが、まだ子供。力がついて常に顔を輝かせるようになった。

　好ましい傾向ではあったが、危うくもあった。

　それは虚弱の王が望まぬ状況に抗う術を、手に入れつつある証なのだから――。










　異変に気づいたのは、いつものように夕食が運ばれてきた時。

　前菜に汁物、主菜は肉と魚の二種が用意され、数種類のパンに芋料理、山のように積まれた食後の果物――俺の立場を思えば豪華過ぎる料理。マクウス王の計らいは嬉しいが、これは行き過ぎだ。

　今度控えて頂きたい旨を伝えようと思いながら、手近な汁物を口に運ぶ。

　すり潰した豆の香ばしい匂いに混じり、わずかに花の香りらしきものが鼻へ届く。

　本当にわずかな違和感。慎重に舌先へ薄くつけてみれば、幼い頃に教え込まれた毒草の味がした。

「う……っ」

　すぐ唾と一緒に吐き出してから、俺は腕を組んで唸る。

　どうやらマクウス王が元気になり始めて、都合が悪くなってきたらしい。

　アグイロスの忠告を受ける前から、俺が庭で王を鍛えている姿を確認していたのだろう。あの教育係が慎重になっていた理由を痛感する。本当にどこで誰の目が光り、耳があるか分からない。

　取り敢えず俺は他の料理を毒見してみる。

　今回は汁物だけで、他は問題がなさそうだった。

　寝台に接している壁側の窓へ行くと、俺はそこから汁物を捨て、他の料理を食べてしまう。

　その後いつものようにマクウス王の寝室へ行くと、寝台で苦悶の表情で横たわる若王と、枕元で看病するネフの姿があった。

「どうした、風邪でも引いたか？」

　濡れた布でマクウス王の汗を拭いてから、ネフは静かに首を振る。

「いえ……陛下は定期的に、食事されると高熱を出して苦しまれることがあるのです」

　胃が食物を受け付けないのか？　厄介な体質だな。

　――と一度考えてから今日の料理を思い出し、俺は舌打ちする。

「定期的に毒を盛られているのか」

　ネフが息を詰めてうな垂れる。返事を聞かずとも、その態度が答えを物語っていた。

「それが分かっていながら、何も手を打っていないのか？」

「……命を、奪う毒ではないので……」

　押し黙るネフに代わり、熱で朦朧もうろうとするマクウス王が答える。

「拒めば、料理を作った者が……責任を取らされます」

「取らせればいいだろう。そんな同情心で、敢えて毒を口にするなど――」

「何も知らない国の民を、死なせる訳にはいきません……」

　ぞくり、と背筋が凍える。

　宰相エケミルが民を人質にして、自国の王を封じているとは……権力どころか、いつか王座すら乗っ取るつもりなのかもしれない。

　ああ、腹立たしいことこの上ない――宰相はもちろん、この若王も。

　俺はネフの肩へ手を置き、顔をこちらへ向かせた。

「俺が看病する。ネフは休んでくれ」

「え？　あ、ありがとうございます。でも――」

「敵襲を警戒し、寝ずに過ごすことも珍しくなかったからな。激戦の時は部下の手当てや看病もしていたから、こういうことには慣れているし、俺のほうが体力もある。だから遠慮しなくていい、休める時に休め」

　言葉は穏やかにしつつ、少しだけ圧を漂わせる。

　戦場と無縁の少女はそれだけで委縮し、「は、はい」とぎこちなく立ち上がり、俺に椅子を譲ってくれた。

「お言葉に甘えて、少し休ませて頂きます。すぐに戻りますので」

　そう言ってネフが退出したのを目で確かめてから、俺は声を潜めて若王に囁く。

「まったく、こんなに人を馬鹿にしていると感じるのは初めてだ」

「イメルド殿……私のことを、怒ってますか？」

「当然だ。強くなるために鍛えているのに、自分からわざわざ弱くなることをされたんだ。強くなりたいと願った当の本人に壊されて、無駄にされて、怒らないほうがどうかしている」

　話しながら俺は足元に置かれた水入りの手桶に布を浸し、固く絞ってマクウス王の額に載せる。真新しい冷たさに顔をキュッとさせた後、若王は眉を下げて申し訳なさそうに俺を見上げる。

　そんな顔をするくらいなら毒を受け入れるな、と怒鳴りつけたくてたまらない。だが一番苦しい時に怯えさせる訳にもいかないと自分に言い聞かせつつ、俺はマクウス王に尋ねた。

「マクウス王……こんな馬鹿げた真似を死ぬまで続ける気か？」

　苛立ちが滲む俺の声に、マクウス王が泣きそうに目を細める。

「それで、助かる命があるなら――」

「心底そう思うなら、なぜ強くなりたいと望む？　この状況を変えたいからではないのか？」

　真に強さを求めるなら、弱体を招くことは突っぱねるべきだ。ましてや王だ。目先の犠牲に捕らわれず、大局の犠牲を生まない道を選ぶべきだ。

　俺が眼差しを強めて非難をぶつければ、若王の目に涙が溢れた。

「変えたい、です……っ……でも私には何もない……力はおろか、人も、知恵も、物も、何もかも……っ」

　ずっと押さえていた本音がマクウス王から漏れる。

　他国の人間でも、この国が二年ほど前に先王が亡くなり、今の王になったことは知っている。

　幼いという理由で宰相に多くを取り上げられ、王の肩書きがあるだけのひ弱な子供。

　ただ何も考えない愚者だったならば、どれだけ楽だろうか。なまじ賢いだけに現状を理解し、苦しみ、諦め切れないでいる。

　ふと俺の手をマクウス王が掴む。

「不甲斐なくて、ごめんなさい。もっと強くなりますから。こんな毒くらい、背負えるように」

　か細い声には不似合いなことを言われ、俺の目が丸くなる。

　この王は、賢い愚か者だ。

　だが、ここまでしても若王の心は手折れない。

　心根の強さに俺の口端が引き上がる。

「ならば俺が陛下の力となろう」

「イメルド、殿……？」

「これより、どうか呼び捨てにして頂こうか。敬語も不要。匿いの客人ではなく、臣下として扱って欲しい」

　俺の手を掴んだままの細い手に、俺は戦いに暮れた手を重ねる。

「マクウス王。俺は……いえ、私はこれより陛下へ忠誠を誓います。この国ではなく、陛下のみに――」

「なぜ、私などに……」

「陛下はお強い。その一点に尽きます」

　今まで若王がしてきたことは、幼く、拙く、甘いもの。評価に値しない。

　しかし幼き王の意地は俺の心に響いた。

　小さな嗚咽が俺たちの間にしばらく響いた後、若王は俺の手に額を寄せた。

「ありがとう、イメルド……貴方の力を貰う」


















　二章　雛の目覚め














　忠誠を誓ったその日から、俺は本腰を入れてマクウス王のために動いた。

　若王いわく、ネフは味方だと断言していたが、宰相側に情報が筒抜けの現状を考えると、彼女のことも疑わざるを得ない。もし裏がなくとも、身を護る手段のないネフが脅されて情報を吐かされる可能性もある。

　何も知らないほうが彼女の安全に繋がると理由を付け、マクウス王に俺たちの間で取り決めたことは口外しないよう頼んだ。

　当座の目的は、弱いフリを演じながら王は力をつけること。

　そして俺は力が鈍らないよう鍛えつつ、王を守ること。

　表向きは不健康さを装うため、王には自室や寝所以外は敢えて姿勢を悪くし、うつむくようにしてもらった。

　後宮の外では、なるべく遊ぶ姿を見せつけるように振る舞った。木陰で盤上の遊戯や取り寄せた絵物語に夢中なフリ。

　弱いままで力など諦めた――その演技を始めてからは、毒を与えられることはなくなった。

　後宮にいる間は、マクウス王と常に行動を共にした。

　適度に外で過ごし、疲れたフリをした王が室内で休みたいと口にした時からが本番。より丹念に陛下を鍛えていった。

　体を鍛える他に、戦い方も教えた。

　武器や拳を振り回すことだけが戦いではない。目線、表情、声、仕草……体のすべてを意識し、戦う術にすることを身に着けさせた。

　念のために武で相手を抑える術も教えたが、未熟な体である以上、非力なのはどうしようもできず、使いものにはならなかった。

　しかし生来の賢さから自分の牙を上手く隠し、相手の牙を見抜く力は思いのほか伸びた。










　俺たちの関係が変わってからひと月ほど経った頃。目ざとくそれに気づいた者がいた。

「腹を括られたようですね、イメルド殿」

　昼食を終え、腹ごなしに中庭で体術の型を何度も繰り返していた俺へ、アグイロスが声をかけてきた。

「なんのことだ？」

「他の者には隠せても、私には分かりますからね。今の陛下はひとつひとつの動きを意識し、意味ある行動を取っていらっしゃる」

　ニコニコと笑いながらアグイロスは俺に近づき、小声で語る。

「貴方が陛下の味方になられて嬉しいですよ。陛下とは付き合いが長いので、これでも情があるんですよね」

「ほう。だが味方にはならんのだな」

「私は中立。得になる人の味方ですから」

　悪びれもなく言うと、アグイロスは俺を覗き込む。

「陛下の育成は、このまま私たちが行えば良いでしょう。しかし個の力だけでは意味がない。陛下には人脈が圧倒的に不足している」

「ほぼ後宮から出ていないのだから当然だな」

「本来は相手から王と人脈を作ろうと近づくものですが、薄弱の陛下は皆に見限られておられる。そこで――」

　ピッ、とアグイロスが俺を指差した。

「イメルド殿、これから陛下に代わって人脈を広げませんか？」

　無茶な話を振られて、俺は思わず固まる。

「待て。俺は王のものになったとはいえ元は敵国の人間。人脈を作るどころか、反発を食らうだろうが」

「ご安心を。手始めに貴方を歓迎するお方と繋がれば、徐々に他の者も受け入れてくれますから」

「陛下が匿わなければディルワムに嬲られ、殺されていたんだぞ？　俺を歓迎する者などいるものか」

「それがいるんですよ。歓迎というよりは、自分が狩った獲物を取り戻したい、といったところですが」

　ここまで言われて、アグイロスが俺を誰に繋げたがっているか理解し、俺は頬を引きつらせた。

「ま、さか……」

「ええ。ディルワム殿は軍の中でも有数の実力者。陛下の遠縁で、権力者との繋がりも数多くあります。彼を味方につければ、陛下のお立場が大きく変わることでしょう」

　俺を力でねじ伏せたあの男と人脈を築く――背筋に悪寒が走り、思わず首を横に振る。

「あの男は駄目だ」

「なぜですか？」

「あの男の本質は戦狂い……戦えるならば誰が上でも構わないような人種だ。陛下の力になりはしまい」

「フフ、実際そうなのか確かめて下さいよ。戦いがお好きだからこそ、気分良く戦わせてくれる者を求めておいでですから」

　そう言うとアグイロスは手を振り、俺から離れていった。

　一人になり、俺は腕を組みながら低く唸る。

　敵対する相手となれば、ディルワムの強靭な肉体に豊富な経験はあまりに厄介だ。機転も利き、非常時でも視野が広く、俺は何度も戦場で苦しめられた。

　しかしマクウス王の後ろ盾になってくれるならば、確かに心強い相手。ましてや人脈もあるのなら尚更だ。

　俺としては顔も合わせたくない相手だが、わざわざアグイロスが言うぐらいだ。他の連中は見込みがないのだろう。

　俺から怪しまれず近づくには、どうすれば――。

　しばらく思案して、不意に一騎打ちの末に負けた時のことを思い出す。

　奴の馬は足腰が頑丈で、体に太い芯でも通ったような漆黒の名馬だった。

　ディルワムとも息が合い、敵ながら確かな絆に感心していた。あの馬の力も、俺が奴に負けてしまった要因のひとつだ。さぞ大切に育て、世話をしてきたのだろう。

　――王侯貴族にとって乗馬は欠かせないものだ。だが若王は未だ経験がない。

　ふと取っ掛かりが見えて、俺は小さく頷いた。
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　王の馬を選びたいという手紙をアグイロスに託し、ディルワムに渡すよう頼んでから数日後。

　取るに足らないと放置されることも視野に入れていたが、意外にもすぐに動きがあった。

「ちょうど若くていい馬がいる。今すぐついて来い」

　自室でマクウス王に勧められた本を読んでいる最中、突然ディルワムがドアを開け放って現れる。

　まさか本人が直接俺に言ってくるとは思わなかった。

「どうした？　お前から誘っておきながら、なぜそんな不快そうな顔をしている」

「勝手に入ってくるな、ドアぐらい叩け……なぜ直接お前が来た？　使いの者を寄こして、馬舎へ俺を連れて行けばいいだろうが」

　俺が怪訝に顔をしかめていると、ディルワムは不敵に笑う。

「ほう。お前が俺との接点を望んでいると読んだが、違ったか？」

　確かに繋がりが欲しかったところだが、素直に認める気になれず、俺は視線を逸らす。

　マクウス王のために接触を図ったが、俺を負かし、祖国を壊した男に、嘘でも良い顔などできない。

　好意的になれない俺に、ディルワムは背を向ける。

「これでも忙しい身だ。早く来い、イメルド」

「……分かった」

　何か裏があるかもしれないと思いつつ、俺はディルワムの後に続いた。










　後宮を離れて城を迂回し、辿り着いた先は兵士たちの訓練場だった。

　人は疎らだったが、俺を連れ立って現れたディルワムに周囲がざわつく。

　慌てたように隊の責任者らしき中年の男が、ディルワムへ駆け寄ってきた。

「ディルワム様、何か御用でしょうか？」

「馬を見に来ただけだ。俺に構わず訓練を続けろ」

「分かりました……ところで、そちらは――」

「陛下の獅子だ。思うところはあるだろうが受け入れろ」

　戦で何度も剣を交えた相手。互いに相手の兵をどれだけ斬り捨ててきたか分からない。

　ディルワムに言われて男は押し黙ると、敬礼して立ち去った。

　どうやら歓迎されていないらしい。当然だ。しかしもっと敵意を向けられてもおかしくないが、それよりは困惑の色が強い気がする。

　内心首を傾げながら歩き出そうとした時、

「お前が後宮に居ることは周知の事実だが、未だに信じていない者が多数だ。これから浅ましい妄想を抱いた目で見られるか、奇異の目でしか見られないことは覚悟しておけ」

　それはもう愉快そうにディルワムが教えてくれた。

　若王に忠誠を誓いはしたが、表向きの立場は後宮で王に囲われて寵愛を受ける者。実際の中身は皆が考えるようなものではないのだが、と頭が痛くなる。

　敵意や警戒に満ちた刺々しい空気のほうがマシだと思いながら、俺は馬舎へ連れられた。

　いくつか並んだ縦長の馬舎を通り過ぎ、一際広々とした円状の馬舎へディルワムが訪れる。

　俺も後に続いて中に入れば、嗅ぎ慣れた牧草のにおいに出迎えられた。

「イメルド、あそこの黒毛が言っていた馬だ。気性は割とおとなしめで扱いやすいと思う」

　ディルワムの指差す方へ俺は目を向ける。

　そこには優雅にくつろぐ美しい馬たちの中で、一際艶やかな漆黒の馬が佇んでいた。

「確かに良さそうだな。お前の愛馬の仔か？」

　俺が尋ねるとディルワムは腕を組み、心なしか胸を張る。

「分かるか。これでもまだ一歳馬。もう少し大きくなるだろう。小柄な陛下が扱うには、いささか難しいかもしれんがな」

　確かにまだ子供であるマクウス王の体には不釣り合いかもしれない。しかし双方の性格を考えると、相性は悪くないような――。

　考え込む俺の隣へディルワムが並ぶ。

　そしておもむろに人の腰へ手を回してきた。

「少し教えてもらおうか……お前が俺に関わりたがるなど、どういう風の吹き回しだ？」

「離せ。俺は――」

「あんな脆弱な王に、お前が心からかしずくとは思えない。あのうら寂しい後宮から、俺に連れ出してもらいたいのか？」

　逃れようと身じろぐが、ディルワムは手に力を込め、俺を自分の体へ強く押しつけてくる。

「俺の元へ来たいと言え。元々お前を嬲り殺す気はなかったんだ」

「なんの冗談だ？　俺を徹底的に嬲って、奴隷にでもしたかったのか？」

「イメルド……お前の強さは、剣を何度も交えてよく分かっている。奴隷に落とすなどもったいない。その身を組み敷き、心をへし折り、俺だけに従順な片腕として仕込む気でいた」

　……いっそ殺せと発狂する内容だな。

　ディルワムの狙いに俺は顔をしかめる。

「侮られたものだな。組み敷かれたぐらいで、俺がお前に屈服するなど――」

「試してみるか？　もし俺の元へ来るというならば、できる限り望みに応えてやる。陛下の味方につけと言うなら喜んで叶えよう。どうだ？」

　戯言ざれごとを、と一蹴しかけて俺は口をつぐむ。

　俺の身だけで若王の後ろ盾を得られるなら、出向く価値はある。

　敵国の将だった俺の存在価値など本来は皆無だ。ここまで匿ってくれたマクウス王の恩情へ報むくいるには、この取引は成立させたほうがいいかもしれない。

　惑う俺の顔を覗き込んでいたディルワムが、フン、と鼻を鳴らす。

「強者しか認めぬ誇り高き獅子が忠誠を誓うほどの何かが、あの王にはあるというのか？」

「……今は自力で立つことすら叶わぬ雛だが、いかなる凶事が降りかかろうとも心を折らぬ強さを持っている。化けるぞ、あのお方は」

「お前にそこまで言わせるとは……面白い。では今すぐ試してみるとするか」

　そう言うとディルワムは馬舎の出入り口へ振り向いた。

「そこにいるのは分かっておりますぞ。どうかお顔を拝見しながら話をさせて頂きたい」

　わずかな沈黙の後――ザッ。

　現れたその姿に、俺は思わず目を見張る。

　少しでも正体を隠そうとしたのだろう。その人は薄い生地の外套がいとうをまとい、フードを深々と被って顔を見えなくしていた。

　しかし小柄で細身な体格と、木の棒を握り締めた色白の手が、俺たちにその正体を暴露していた。

「陛下……なぜ、ここに？」

　顔を露にしながらマクウス王が歩み寄ってくる。

　そして俺へ向け、申し訳なさそうに眉をひそめた。

「ディルワムに連れられていくのを見て、もし襲われたら加勢して護らなければと……」

　俺の背に泥を着けさせたこの男を、そんな細腕と木の棒で……。

　この若王なら勇気と無謀は違うことを教えなくても分かっていると思っていた。気持ちは嬉しいが、あまりの無謀さに頭を抱えたくなる。

　若王の無謀さにディルワムも驚いたのか、いつもは眼光鋭い目を丸くし、そして吹き出した。

「威勢がいいですな陛下！　子供はそれぐらい勢いがあるほうが、私は好きですな」

　マクウス王はカッと顔を赤くしながら、木の棒を握り締めて先端をディルワムへ向ける。

「イメルドから離れて下さい」

「……それは王としての判断ですかな？」

「王としても、私個人としても、イメルドに対しての貴方の態度は目に余ります。どうか――」

「嫌だと断れば、私をどうするおつもりで？　肩書きはあれど力なき雛が何を囀さえずっても、それはただの鳴き声にすぎませんがな」

　わずかにディルワムから苛立ちが滲む。

　この男は弱者を好まない。それが自国の王であったとしても、見下した眼差しを隠そうとはしない。

　若王がささやかながら強さを身に着けたくらいでは、ディルワムは強くなったと認めないだろう。やはりこの男と繋がりを作るなど、今は考えるべきではなかった。

　俺はずっと人の腰を捕らえていた手を叩き、身をよじる。

「離れろ。陛下に対し、不敬で見苦しいものをさらし続けるな」

「見苦しい？　俺はただ、人からわざわざ取り上げた獲物を返されたから、心からの返品の歓迎を示しているだけだ」

　少しだけ体を離せたと思ったら、今度はディルワムに背中へ手を回されて抱き寄せられてしまう。ぞわり、と背筋に悪寒が走ってしまい、俺は思わず不快感で顔をしかめてしまった。

　さっきから――いや、捕らえられた時から、やけにディルワムの距離感が近い。

　考えないようにしていたが、どうもコイツの俺に対する扱いが異常だ。まるで落とした城から略奪した姫でも扱うかのような――。

　そんなあり得ない考えが頭を過った瞬間、俺の唇はディルワムに奪われていた。

「……っ！」

　咄嗟とっさに唇へ噛みついてやるが、すぐには離してはくれず、知りたくもなかった温もりが俺に染みついていく。

　ようやく顔を離したディルワムは、勝ち誇った笑みを浮かべ、血が滲んだ己の唇を舐めた。

「わざわざ陛下から遣わされた獅子……何も奪わずに返すほど、俺は無欲な聖人ではないぞ」

「ディルワム……っ、よりにもよって陛下の御前で！」

「これぐらいの対価で身の振り方を考えてやるんだ。ありがたく思え」

　怒りで震える俺をよそに、ディルワムは陛下へ顔を向ける。

　俺もつられて同じほうを見れば、いつになく目が据すわり、寒気を覚えるほど静かに俺たちを見つめるマクウス王がいた。

「さて陛下。私は正直、誰が上でもいい。我ら軍人の足を引っ張らぬならば……宰相閣下は戦に関しては我らに一任して下さり、大変ありがたい。だから道理の通らぬことも、ある程度は目をつむっているのですよ」

「だから私へ真に忠誠を誓っていない、と？」

「裏で画策されては気が散りますから。宰相殿はねちっこくて面倒だ。意に沿わぬ者が首を縦に振るまで、執拗に手を打ってくるような御仁。それを跳ねのけてまで、力なき王へ忠義を貫きたいとは思えませぬな」

　身の振り方を考えると言ったが、ディルワムの物言いは拒絶前提だ。非常に腹立たしい物言いだが、これがこの国に仕える者の総意なのは現状を見れば頷ける。

　若王が動き回るだけ迷惑――暗にそう言っているのだろう。

　厳しい現実にマクウス王は押し黙る。

　しかし青く聡明な目は揺らがない。

「……宰相は戦の責を負わないのですね」

　若王の一言にディルワムの眉がピクリと上がった。

「陛下ならいかがなされますかな？」

「私は……ともに戦います。戦場へ出られずとも状況を知り、少しでも後方からできることを考えます」

「それはつまり、前線で戦う我らが心もとなく、任せることはできぬと？」

「いえ。任せた上で、より確実で多くの兵と民を生かす道を探りたいです。できることなどないと高を括り、考えることを放棄したくありません」

　マクウス王の答えに迷いがない。おそらくは教育係のアグイロスが、薄弱の王に仕込んできた心構えなのだろう。

　王に当事者としての自覚を持ってもらうことは大切だ。

　若王の答えは綺麗すぎる気はするが、体を張って戦う兵たちの命を背負う覚悟を持っている。

　ただの幼い王ではない――それが分かったらしく、ディルワムは「面白い」と呟いた。

「心構えは立派ですな。しかし利口ではない者に口を出されては、現場が混乱するだけで非常に困る。ですから試させてもらいましょうか」

「何をすればいいのですか？」

「私と盤上の遊戯をして頂きたい。三度勝負して、一度でも私に勝てば陛下の勝ち。この身の振り方を変えると約束しましょう」

「もし一度も勝てなければ？」

「私が捕らえた獅子を返して頂き、その身にあった道を歩んでもらいましょうか……いかがですかな、陛下？」

　日頃から俺がマクウス王と盤上で行っていること。

　遊びと見せかけて、戦の流れを掴み、視野を広げる訓練をしているようなものだ。

　若王のスジは悪くない。しかし同じような年齢の者にしては、という条件がつく。

　きっと俺やディルワムが本気を出せば、手も足も出ないだろう。

　勝ち目は万にひとつ。

　これはマクウス王にとって厳しい選択だ。

　今まで俺と積み重ねてきたものを守るためには、ディルワムの申し出を受けるしかない。

　しかし挑んだとしても、力及ばずに今までの時間が無駄になる可能性が圧倒的に高い。

　若王との日々がなかったことになる――そう思った途端、俺の胸奥が重たくなった。

　いつの間にか俺がマクウス王から離れ難くなっていることを自覚する。

　この育ち始めた雛の王が、立派になる姿を間近で見たい。

　それが叶わなくなりそうで、俺はディルワムに悟られないよう奥歯を噛み締め、沸き上がる悔しさをやり過ごす。

　理不尽で奇跡に縋すがらなければいけない勝負。

　だがマクウス王は失う恐れを一切見せず、真顔でゆっくりと頷いた。

「分かりました、その申し出を呑みましょう」

　まるで勝ちを確信したような、揺るぎない声。

　幼くて女子と大差のない若王の高い声が、常勝の英雄が檄を飛ばすよりも頼もしく感じられた。

　ようやく俺から手を離したディルワムが、楽しげに口端を大きく引き上げた。

「良き覚悟ですな。興じる前から負けを考えているようでは……と心配しておりましたが、杞憂に終わって何より。では私の執務室へお出いで頂きましょうか」

　堂々とした歩みでディルワムが馬舎を出ようとする。

　俺も後へ続こうとした時、マクウス王が駆け寄り、手を握ってきた。

　明らかに俺とは手の大きさが違い過ぎて、若王の小さく華奢な手では力のこもった握手が難しい。

　それでも指に力をこめて俺を握ってくるその手は力強かった。

「どうか心配しないで欲しい。必ずイメルドは守るから……ディルワムの慰み者になどさせはしない」

「陛下……」

「イメルドだけは放さない。絶対に」

　俺を見上げる幼い目が、鋭く熱い。

　初めて見せる若王の気迫に、俺は息を呑むしかなかった。
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　城の東側にある部屋へ入ると、ディルワムは応接用に置かれた臙脂えんじ色のソファへ俺たちを座らせ、重厚な執務机の引き出しから遊戯用の盤と駒を取り出す。

　そして向かい側のソファへ腰かけ、飴色のテーブルへ盤を広げた。

「勝負は三回。一度でも私に勝てば、陛下の味方となりましょう」

「その言葉、違たがえませんか？」

「我が誇りにかけて誓いましょう」

　マクウス王を見据えながら、ディルワムは誠意を口にする。

　そして駒を開始の位置に並べると、「陛下、先にどうぞ」と譲ってくれた。

　先行が優位だと知った上での余裕溢れる態度。

　不快さを一切見せず、マクウス王は駒を動かした。

　馬や様々な兵士をかたどった駒たちが次第に盤上へ散らばっていき、戦いを繰り広げていく。

　やはり実戦で百戦錬磨のディルワムが明らかに強い。

　果敢に攻め、先行で始めたはずのマクウス王を後手に回し、陣地を奪っていく。

　一回目は明らかにディルワムの圧勝だった。

　そして二回目の勝利も奪われた。初戦よりも長く続いたが、ディルワムに主要な拠点を押さえられ、駒数も削られていき、ジワジワと嬲られる展開。横で見ているだけでも辛かった。

　次で勝つことができなければ――。

　嫌な汗が俺の肌へじっとりと滲む。

　陛下はさぞ動揺しているだろうと思い、俺は横目で隣を見る。

　意外にもその顔に失う怯えはなく、ただ盤上を一心に見つめ、口元を手で覆いながら何かを呟いていた。

「次で最後。よろしいですかな？」

「ええ。始めましょう」

　休憩を挟まずに、二人はすべてを決める遊戯を始めてしまう。

　息を呑んで成り行きを見守っていると、マクウス王が今までしなかった動きを駒にさせる。

　序盤は手堅く陣地を固めることが常だったのに、隅にある騎馬隊を真っ先に動かし、攻めの姿勢を見せてきた。

　若王の速攻にディルワムはすぐ対処する。

　そうすれば進軍が遅れ、その隙にマクウス王はディルワムの部隊の背後へ周り、強襲をかけた。

　判断が速い。二巡ほど動きが遅くても悪くない動きなのに、若王は無駄なく駒を動かし、ディルワムを追い詰めていく。

　温和な陛下らしからぬ熾烈な攻め方だった。

　ついさっきまでの圧勝が嘘のような展開。

　まさか手を抜いているのか？　と頭を上げれば、険しい表情で真剣に盤を見つめるディルワムの姿があった。

「……参った。降参しましょう」

　呻うめくようにディルワムが負けを口にすると、マクウス王は盛大に息を吐き出した。

「どうにか上手くいって良かった……」

　ソファの背もたれへ寄りかかる若王へ、ディルワムは驚きを残したままの眼差しを向ける。

「こんなに打ち方が変わるとは。始めの二戦は手を隠して、私を油断させる作戦でしたか？」

「いえ、貴方の手癖を少しでも知ろうと、必死になっていただけです」

「知っただけで勝てるものではありませんぞ？」

「私は経験があまりにも浅い……だから常勝の強者である貴方の手を知り、真似てみました」

　たった二度だけ見て、手癖を真似るなど普通はできない。

　まさか最初からそうする自信があった？　そんな強気な一面があったとは……。

　内心驚いていると、マクウス王はディルワムへ深々と頭を下げた。

「私に遊戯を通して教えて頂き、ありがとうございます」

「ほう、気づいていらっしゃいましたか。いつからお分かりで？」

　ニヤリと笑うディルワムへ、顔を上げた若王がおずおずと答える。

「二戦目の途中から……初戦とほぼ同じで攻め方が一辺倒でしたし、私がやり方を変えてもそのままでしたから。貴方が本気を出せば剛も柔も自在にできる――これがディルワムの本気だとは思っていません」

　陛下の言葉に俺はハッとする。

　言われてみれば確かにディルワムは三回とも攻め方が同じだった。同じ手を見せれば学習され、対策を打たれるというのに。意図的だったと気づくことができなかった自分に腹が立つ。

　ムッとなる俺を一瞥いちべつしてから、ディルワムは豪快に笑い出した。

「なるほど、イメルドが尽くしたくなる訳ですな！　育て甲斐がある」

　そう言うとディルワムはおもむろに立ち上がり、マクウス王の近くに寄る。そして緩慢かんまんな動きで跪ひざまずいた。

「マクウス王よ。約束通り陛下へ忠誠を誓いましょう。立派な王となられるよう、これより不忠な動きを排除して参りましょう」

「ありがとうございます、ディルワム。頼りにしています」

「陛下、臣下に敬語は不要ですぞ。これより先、王の威厳を出すためにその丁寧な言葉遣いは封印なさるべきですな」

「う、うむ。分かった」

「ハハ、素直で何より……これから定期的にこうして私めの経験を教えさせて頂きますぞ。気を緩められては困るゆえ、次回私に勝てなければイメルドを返してもらいますからな」

　陛下が油断せぬよう俺を利用するか。まったく、いいようにこの男の手の上で転がされているな。

　思いのほか厄介な男だと思っていると、ディルワムがギラついた視線を俺へ送ってくる。

　俺を陛下から奪い、組み敷くことを諦めていないのか。

　いくら陛下の側についたとはいえ、気を許せない相手だということがよく分かった。マクウス王も同じ気分らしく、顔を強張らせながらディルワムを見下ろす。

「しっかり学ばせてもらう。イメルドは絶対に渡さない」

　そう言って陛下が俺の袖をギュッと掴んでくる。子が親を取られまいとするような反応。王の寵愛がなければこの国で人扱いされないだろう俺にとって、マクウス王の態度は心から安堵を覚えるものだった。
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　日が傾き、間もなく夕食の時間となる頃に、俺はマクウス王を後宮の自室へと送り届ける。

　長時間気が抜けない状況だったせいか、若王は見るからに憔悴していた。しかし自分の足で最後まで歩き切り、確実に力をつけていることが見て取れた。

　今まで鍛錬した成果を実感し、密かに強くなったと感心する。

　しかし部屋へ着いた途端、陛下の膝が崩れた。

「陛下……っ」

　慌てて俺がしゃがみ込んで顔を覗くと、マクウス王は小さく笑った。

「イメルドと一緒に戻れたと思ったら、気が抜けてしまった……本当に良かった」

「陛下……俺は陛下を見くびっていました。ディルワムとあそこまで張り合えるとは――」

「イメルドを失いたくなくて必死だったから。私にとってイメルドは、戦の神や勝利の女神よりも、私の元にいて欲しい人だから」

　ジッと俺の目を見つめた後、疲れて気力が薄れていたマクウス王の瞳に熱がこもる。

「貴方が支えてくれるから、私はどうにか前へ進むことができる……本当は、近くにいてくれるだけで良かったのに。私の力になってくれて、毎日が嬉しくてたまらない」

　間近で好意をぶつけられ、俺は思わず目を逸らす。

　好意的に見てもらえて悪い気はしない。ただ、ここまで躊躇なく純粋な好意を向けられるのは初めてで、どんな顔をすればいいか分からない。

　マクウス王の頼みとはいえ、普段の鍛錬時には厳しく接している。それでも忠誠を誓った主から嫌われていないようで何よりだ。

　少しずつ幼い好意に慣れていると――。

　――ぎゅっ。

　マクウス王が俺の首に手を伸ばし、抱きついてきた。

「ずっと私は弱いままの現状に、抗いたくもあったけれど、どこか諦めもあった……私は何も得られず、何も成し得ないと――でも、猛火の獅子が捕らえられたと聞いて、胸がいつになく騒いで我慢できなかった」

　細腕に力が加わり、俺を確実に捕らえてくる。

「猛火の獅子の評判は、この寂れた後宮にも届いていた……獅子のごとく強さを誇る、私にないものを持った将。イメルドを招けば、少しでもその強さにあやかれると思って、ディルワムから奪ったんだ」

　初めて会った時にマクウス王から言われた内容と違い、俺は目を瞬かせる。

　酷い扱いを受けさせたくないと、同情から後宮へ招いたと聞いていた。陛下が同情ではなく、強い意思で俺そのものを欲し、手を伸ばしていたとは意外だ。

　そわ……。

　妙に背筋が落ち着かない。圧倒的な体格差があるのに、なぜか細く未熟な存在が、雛の皮を被った獣のように思えた。

「イメルドが初めてなんだ……自分から何かを強く欲しいと求めたのは。絶対に貴方を奪われたくない。誰が相手であったとしても――」

　さっきまでの疲れた様子からは考えられない、静かな熱量。俺はどう答えればいいか分からず、その場で固まる。

　臣下なら、身に余る光栄です、嬉しいです、と答えるべきなのだろうか？

　しかし軽々しくそんなことを口にしてはいけない。ここは戦場じゃない、後宮だ。マクウス王の真剣な熱を歓迎するということは――。

　俺が何も言えないことを読んでいたのだろう。若王は俺の言げんをまたずに、声なく自分の意志を伝えてきた。

　腕を離し、ぎこちなく俺の口へ押し付けてきた唇で。

「……っ……」

　わずかに俺は息を詰めてしまう。しかし、どうにか動揺をこの程度で抑え、陛下の様子を探る。

　緊張しているのか、幼い唇がとても硬い。

　健康になりつつある体で、毎度寝所へ呼んでいるのは俺ばかり。求める伽は、眠りの世界へ旅立つまでの会話だけ。そんな陛下が誰かと口づけを交わす機会を持とうとは、今まで考えなかったことだろう。

　きっと今まで誰とも交わしたことのない行為。

　初めてそうしたいと思い、なりふり構わず口付けた相手が俺。

　――なぜ俺なんだ？　駄目だ。陛下の事情は分かるのに、なぜこの行為に及んだのか理解できない。

　想定外の扱いに理解が追い付かなくなっていく俺へ、マクウス王は少し困ったような微笑を浮かべた。

「ディルワムに奪われたのが悔しかったから、奪い返してみた。嫌だったか？」

「あ、いや、別に嫌という訳では――」

「ハハ、困らせて悪かった。私のために色々動いてくれてありがとう……これからも今まで通りに頼む」

　今まで通り――それが許されるのか。

　笑って立ち上がったマクウス王の言葉に、俺は心の底から安堵する。陛下が今まで通りを求めるなら、俺にとっては一番ありがたい。

　俺のような戦いのみに生きてきた人間が、後宮に属する者として寵愛を受けるなど本来はあり得ないこと。

　若王と同じ年頃の子は、自分よりも強き者に憧れることが多い。ましてや間近にそんな相手がいて親密に接していれば、特別に見たいという気持ちになるのも当然だ。

　そして年を重ねて視野が広がっていけば、自おのずと憧れは憧れのままで終わっていくもの。目に入ってくるのは憧れの同性ではなく、仲良くなりたいと魅力を感じる異性へと変わっていく。

　これは今だけの特別な感極まったゆえの行動だ。そうに違いない。

　どうか無事に若王が成長し、意中の姫を娶めとる日が来るよう願うばかりだった。
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　ディルワムの後ろ盾を得た以降、マクウス王が不健康を演じなくても毒を盛られなくなった。

　まだ未熟な点は多々あるが、それでも今まで体を鍛え、知識と知恵を学んできた若王が演技を止めると、あどけない中にも王者の頼もしさが滲み出た。

　その姿に見る目を変える者は後を絶たなかった。

　いつ消えるか分からない薄弱の王から儚さが消え、地に足を着けた安定感を見せるようになると、やはりマクウス王は正当な王だと認める人間が増えてきた――そう前触れもなく俺の部屋に訪れたアグイロスが教えてくれた。

「ここまでは狙い通りですね。イメルド殿はディルワム殿にとって良き餌ですから」

　よりによって餌扱いか。

　腹立たしかったが、餌になるだけの価値があって何よりだと思うことにする。役に立たぬ塵よりマシだ。

　フン、と鼻を鳴らすだけの俺へ、アグイロスは人の悪い笑みを浮かべた。

「これからは貴方にも近づく者が現れるでしょうが、くれぐれも流されぬように。陛下の寵愛を裏切る真似は勘弁して頂きたい」

「言われなくともそのつもりだ。そもそも駆け引きをしたがる輩を好む趣味は、元々持ち合わせていない」

「ほう。どんな美姫が後宮に入られても、ですか？」

「陛下に忠義を尽くすと決めた以上、俺はもう他を欲する気はない」

　上辺の言葉ではない。俺は心底そう思っている。

　マクウス王が力をつけ、王道を歩んでいく姿を近くで見ることができる――これほど生き甲斐を覚え、心昂ることなど他にはない。陛下が俺を見る目のことを思うと怯んでしまうが、それ以外は主としてなんの問題もない。むしろもっと威張って欲しいほどだ。

　密かに俺が心で若王を誇っていると、

「両想いなようで何よりです。これからも仲睦まじくして頂きたいものです」

　……この男、陛下と俺の関係を分かって言ってるのか？

　からかい気味なアグイロスの言葉へ、俺は睨んで反発することしかできなかった。

　そんな俺の非難など気にせず、アグイロスは俺に注文をつけてくる。

「やっと王らしいことを陛下は行うことができます。これから可能ならば、できる限り陛下の護衛について頂きたい。どうか不幸な刃から陛下を守り抜いて下さい」

「言われずとも。本来の役目はそれだからな」

「頼もしい限りです。早速ですが、今度行われる新年の集い、よろしくお願い致します。数多の料理や美酒が振る舞われることになりますが、どうかイメルド殿は控えて下さいませ」

　そう言ってアグイロスは俺に手を振り、踵を返して部屋を出て行った。

　せめて新しい年を迎える時くらい、穏やかに迎えさせてもらいたいものだ。

　閉じた扉を見つめながら、俺は呆れた息をつく。不幸な刃など、安易に物騒な言葉が飛び出すほど、マクウス王の足元はまだまだ危ういのだろう。

　やっと身に着けた力を披露できる若王を、必ず護り抜かねば。

　戦場を離れてから随分と経つ。戦いの勘を研ぎ澄まさねばと、俺は軽く目を閉じ、以前までの居場所であった戦場をまぶたに映した。










　この国の新年は、俺の祖国よりも暖かく過ごしやすかった。

　雪は降らず、早朝に霜が降おりている時があるぐらい――凍てついた寒さを知らずに済むとは、なんて恵まれた国なのだと思わずにいられない。

　それでも一年の中では寒いらしく、マクウス王は王宮の大広間で行われる新年の集いに分厚い上着をまとって臨まれた。

　多くの王侯貴族が集まった広間では、緩やかな音楽が奏でられ、曲に合わせて踊ったり、談笑を楽しんだりしている。

　マクウス王も新年の挨拶を口にした後、始めは玉座で音楽に聴き入って楽しんでいた。

　しばらくして目鼻立ちが鋭い長髪の青年が現れ、マクウス王へ恭うやうやしく跪いた。

「陛下、新年を無事に迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます」

　玉座の脇に控えていた俺の耳は、若王の息が詰まった音を聞く。

　緊張した様子でマクウス王は口を開いた。

「ありがとうエケミル。今年もよろしく頼む」

　この男が宰相エケミル――もっと貫禄のある中年を想像していたが、見た目は若く見える。

　銀糸の髪は真っすぐに背中まで流れ、陛下と負けず劣らずの白い肌と涼やかな顔立ちが、作られたばかりの美しい人形のようだ。整い過ぎていて心を感じさせない容姿。ひとつひとつの動作が洗練され、力を見せつけていないにもかかわらず、強い威圧感を覚えてしまう。

　この男がマクウス王を抑え込んでいる張本人。俺は気を抜くと殴り掛かってしまいそうな心を抑え込む。

　エケミルは床へ膝をつけたまま顔を上げると、氷のような顔に微笑を浮かべた。

「例年ですと体調が優れず、すぐに後宮へお休みに戻られておりましたが、今年はお元気そうで嬉しい限りです。陛下、立派になられましたね」

「そう言ってもらえて私も嬉しい。今年は今までよりも公務に携われるよう頑張りたい」

　言葉だけ聞けば、穏やかな新年の挨拶。

　しかし事情を知る者が聞けば、穏やかさとは程遠い、顔が凍り付きそうなやり取り。

　平然と毒を盛ってきた相手に、健やかであることを喜ぶ宰相。まともにマクウス王が公務できない体にしていたのはお前だろ、と胸倉を掴んで怒鳴りつけてしまいたい。ああ、腹立たしいことこの上ない。

　だが、そんな宰相に怯むことなく、むしろ挑むように前へ踏み込む姿勢を見せるマクウス王の成長が見られて嬉しい。

　一体どう出るつもりなのかと成り行きを見守っていると、不意にエケミルは俺へ目を向けてきた。

「陛下、少しお願いしたいことがございます」

「お願い？」

「どうか陛下の獅子を、私に一刻ほど拝借させて頂きたく……」

　狙いは俺だと？

　不意を食らって息を引いていると、マクウス王があからさまに顔をしかめて嫌悪を示す。

「イメルドに用があるなら、私も同席したい。それで構わないのなら――」

「少々込み入った話になりますゆえ、陛下は退屈されるかと……あちらにディルワム殿がおりますから、声をおかけになられてはいかがですか？」

　やんわりと宰相がマクウス王へ遠慮を促す。どうやら俺と一緒に来られては困るらしい。

　どう考えても、ただ話をするだけでは済まないだろう。嫌な予感を陛下も覚えているようで、横目でチラリと俺を心配げに見てくる。

　宰相は少しでも若王に力をつけさせたくない。そのためなら、どんな些細なことでも王が浅慮せんりょだとこじつけ、まだまだ執政を任せることは出来ぬと言い出しかねない。

　自分の評価を下げてでも俺を引き止めそうな若王より早く、俺は一歩踏み出して口を開いた。

「どのようなご用件か聞かせて頂きたい」

「貴方の祖国のことで聞きたいことがあります。そう怖い顔をされないで下さい。尋問して牢に入れたい訳ではないのです。ただの好奇心……良い材料があれば、利用できればと思いますが」

　俺の国のことを聞きたい――それは他の誰かではなく、俺でなければいけないということ。

　マクウス王が玉座から立ち上がり、俺を庇おうと動きかける。

　すぐに俺は陛下と視線を合わせ、その必要はないと目だけで訴えて思い留まらせる。

　行くしかないかと腹を括り、俺は無言で頷いた。

　今まで知ることのなかった陛下の敵を知る良い機会だと、前向きに考えながら。










　人気のない廊下を歩き、外へ出るまでの間。俺は別の世界を歩いている気がして足元が落ち着かなかった。

　若王を追い詰める諸悪の根源と二人だけで歩く――しかも相手は無防備に背を向け、警戒する気配もなく前を歩いていく。

　しっかりと伸びた背筋、歩いても揺れない頭部。多少は武の覚えはあるようだが、肉付きは戦士のものではない。嗜たしなむ程度といったところだろう。個の力で考えれば、明らかに俺のほうが上だ。

　敢えて隙を見せて俺を試しているのか。それとも手は出さないだろうと高を括っているのか。とにかく油断はできない。

　俺より背が低く、細身の背中を凝視しながら歩き続ければ、いつの間にか王宮の庭園に辿り着いていた。

　春になれば美しい花々が咲き誇るのだろうが、新年の今はどの枝も眠っている。なんとも静かな中庭だ。

　凍り付くほどではないが、冴えた空気に体が冷えてくる。

　どこまで行くつもりなのだろうかと思っていると、

「さて、ここまで付き合って頂き、感謝します」

　エケミルが足を止めて俺に振り向く。

　王宮から零れる明かりに照らされた宰相の顔は、広間の時よりも柔らかく微笑んでいるように見えた。

「一体俺になんの用だ？　祖国の話を聞きたいと言っていたが、本当の目的は違うのだろ？」

「気づいておりましたか。報告にあった通り、力だけの御仁でなくて何より」

　その報告、アグイロスからか。

　この国で俺の中身を知る人間はあまりに少ない。そして声をかけられた時、似たようなことをアグイロスから言われた覚えがある。

　本人は中立と言っていた。宰相の陣営でマクウス王の近況を報告し、上手く立ち回っているのだろう。

　どこまで知っていると睨むばかりの俺へ、エケミルが手を差し出してきた。

「正式にご挨拶を。私はエケミル。成人を迎えておらぬ陛下に代わり、政を仕切らせて頂いております」

「……イメルドだ」

　嫌な相手とはいえ不興は買えない。俺は渋々エケミルと握手を交わす。

　グッ。すぐに離そうとした俺の手へ、細い指先が食い込んだ。

「獅子のごとき活躍、以前から耳にしておりましたよ。よくディルワム殿が貴方との一騎打ちを嬉々として語っておりました」

　ディルワムとは何度も戦場で顔を合わせたが、まさかその都度言っていたのか？

　変な誇張をしていたんじゃないかと嫌な予感を覚えつつ、俺は平静を装って応える。

「他国の者にも知られていたとは、真に光栄だ」

「私にはその才がありませぬゆえ、貴方がとても羨ましい。この手だけでも、強靭で頼もしい感触……素晴らしい」

　うっとりとした声で呟かれ、俺の背筋にゾワッと悪寒が広がる。

　突き飛ばしたい衝動を堪える俺へ、エケミルは追い打ちをかけてきた。

「ぜひ私の所へ来て頂きたい。そのためなら地位も領土も準備致しましょう。首を縦に振るだけで、王の側室という不本意な立場から離れることができるのですよ？」

　これがエケミルの狙いか。陛下から俺を取り上げ、元の無力な存在に戻したいのだろう。

　確かにその立場は不本意ではあるが――。

　俺は手をねじり、エケミルから手を離した。

「どれだけ財宝を目の前に積まれたとしても、陛下から離れる気はない。俺を配下にするのは諦めてもらおうか」

「そうですか……では、こちらへ来ないというならば、貴方の祖国に進軍し、新たに領土を奪いましょうか。先の戦からまだ立ち直っていませんからね。奪うのは容易いことです」

　今度は脅しか。しかも祖国を――それで俺を屈服させられると？

　俺は目を細めてエケミルを睨む。

「我が祖国に対し、賊がごとくの考えを持つ者に従える訳がないだろう。それに今まで通りのやり方が、これからも通じると？　陛下を見くびらないでもらいたい」

　マクウス王は確実に力をつけている。今なら望まぬ戦だと発言すれば、その考えを支持する者も出てくるだろう。特にディルワムは戦狂いではあるが、一方的に蹂躙じゅうりんするだけの戦は好まない。影響力のある将が若王に同調すれば、安易に戦いは始まらないだろう。

　まだ力不足とはいえ、若王は周囲が以前よりも無視できない存在になっている。こうして宰相が俺を引き抜こうとしているのが何よりの証だ。

　エケミルの微笑が消え、元の冷たい顔へ戻る。

「そうですか……己の利益に流される人間ではないだろうとは思っていましたが、残念ですね。陛下の件を抜きにしても、貴方を手元に置きたかったのですが――」

　抑揚のない声が終わらぬ間に、横から黒い影が飛び出し、俺へ迫ってきた。

　視界の脇で鋭利な鈍色をとらえる。

　咄嗟に俺はそれを――剣を両手で挟み、力ずくで動きを止める。

　そして黒い外套で姿を隠した襲撃者の腹を、今までの苛立ちを込めて蹴り上げた。

　ドッ、と鈍い音を立てながら襲撃者は吹っ飛ぶ。

　しかし空中で身を翻し、地を蹴って再び俺へ挑んでくる。

　明らかに身のこなしがただの賊ではない。しかしこの程度の輩、俺の敵ではない。

　俺から前に出て襲撃者を敢えて迎えてやる。突き出された剣を避けてそのまま懐へ入ると、俺はそいつの腕を捕らえ、勢いよく地面へ倒す。

　ガフッ、と低く吹き出す声。

　力が抜けた隙に剣を奪うと、俺は襲撃者を地に押しつけた。

「なびかぬ者は、すぐに始末する……これが宰相殿のやり方か」

「……失礼しました。この者は私の護衛。忠義者なのですが、それゆえに短気を起こしてしまう時があるのです」

　エケミルは小さく息をつきながら、襲撃者を見下ろす。出来の悪い猟犬に呆れるような表情。本当にここで襲わせる気はなかったらしい。

　再び俺を見た時、エケミルが妖艶に微笑んだ。

「今日は引き下がるとしましょう。私は私のやり方を、これからも続けていくだけです」

　そう言いながらエケミルが踵を返せば、襲撃者はわずかに力を抜いた俺の下から強引に抜け出して後を追う。

　追いついたそいつの頭を撫でてから、エケミルはぽつりと呟いた。

「私は貴方をいつでも歓迎しますよ。何年経っても、何が起きても――どうかお忘れなく」

　引っかかりを覚える物言いに、俺は顔をしかめる。

　この男の狙いはなんだ？　何を仕掛ける気でいる？

　王宮へと戻っていくエケミルの背を凝視しながら、俺はその場へ立ち尽くした。

　完全に姿が見えなくなり、俺もそろそろ若王の元へ戻ろうとした時。

「イメルド、無事か！」

　息を切らせながら現れたマクウス王に尋ねられ、自分の顔が綻ほころぶのが分かった。

「陛下……ご安心を。見ての通り無傷です」

　何も変わっていない俺を見て、若王が胸を撫で下ろす。

　その後ろへ遅れて現れたディルワムが肩をすくめた。

「悪かったなイメルド。待っていたほうがいいと散々言ったんだがな……どうにも陛下はお前のことになると、感情が先走って視野が狭くなる」

　定期的に盤の遊戯を通して若王と競い合っていることもあり、ある程度は陛下とディルワムの間に信頼関係が築けている。

　困ったものだと低く唸るディルワムへ、マクウス王が顔をしかめて不本意さを露あらわにする。

「探してもすぐに見つからなくて、ディルワムも焦っていましたよね。エケミルは何をするか分からないと――」

「そりゃあ俺は宰相殿とは付き合いが長いから、意に沿わぬ者を見逃す性格じゃないと知ってたからだ」

　陛下は分かるが、ディルワムまで焦っていたとは意外だ。

　この男に心配される日が来るとは……と内心複雑に思っていると、

「アイツは人を利用し、用済みを切り捨てる奴だ。大方イメルドを引き抜こうとして断られて、始末する気かと――」

　ディルワムのぼやきから、宰相への違和感を再び覚える。

　意に沿わなかった俺を、しばらくはそのままにしてくれるらしいエケミル。俺の気が変わればいつでも受け入れるとまで言っていた。

　単純に気に入られたのか――甚はなはだ迷惑だが――それとも別の狙いがあるのか。

　釈然としない俺の手を、陛下がギュッと掴んでくる。

　今はこの手を守るしかないと俺は握り返した。










　新年の集いを終えて日が経たない内に、宰相エケミルはさっそく陛下に対して動きを見せた。

　それは俺も陛下もまったく想定しなかったこと――。










　寂れた後宮へ、一気に人が送られてきた。


















　三章　獅子の指南は試練の山














　俺が後宮へ入ってからずっとここで生活していたのはマクウス王と、ネフと、俺だけ。

　侍女も番人も常駐しないという異質な後宮。あまりに特殊な状況だとは思っていた。

　だが、なんの前触れもなく正常化されると、そっちのほうが歪でおかしなことのように感じてならなかった。

　新年が過ぎてから、突然貴族の娘が三人も後宮入りした。

　各々に侍女たちを連れ、調度品や衣装を瞬く間に好きな部屋へ運び込んだかと思えば、当たり前のように後宮へ住まうようになった。

　陛下と年が近い、勝気そうな姫。

　ネフと年齢も気質も似ている、おっとりとした姫。

　大人びた色香を漂わせた姫。

　それぞれの家から来た執事らしき者たちが口を揃えて言ったのは、『宰相様から后きさき候補として選ばれたから』。

　マクウス王を抑えつけるのではなく、王として扱いながら、内側から支配していく方向へ転換したのだろう。

　一気に賑やかな場となった後宮。

　当の主であるマクウス王は、冴えぬ表情が増えた。










「イメルド……私は彼女たちの中から后を選ばなくてはいけないのか？」

　昼間は勉強と鍛錬以外の時間、彼女たちに追い駆け回され、逃げきれずに相手をするという日々。

　少し離れて様子を見ているが、どの娘も自分のことを売り込もうと必死に喋るばかりで、マクウス王の話をまともに聞こうともしない。確かにそれは疲れる。

　ましてや後宮で限られた者としか交流がなかった若王は、彼女たちをうまくあしらうことができなかった。

　夕食が終われば日替わりで彼女たちが寝室へ現れ、ともに過ごしたいと迫る。競っているようでもその点は順番を決めたようで、この件に関して彼女たちが揉めたことはない。ただし誰も忘れずに寝室を訪れ、扉をノックしながら入れて欲しいと懇願する。

　まだ夜の営みを一切知らない陛下からすれば、ただ迫られて安らぎの時間を削られているだけ。寝室ですら休めない場所になってしまった。

　そのせいで陛下が俺の部屋へ逃げ込み、夜を過ごすことが増えた。彼女たちは俺が怖いらしく、近づこうとはしない。ましてや夜にマクウス王以外の男の元へ足を運ぶなど、はしたない行為と思われても仕方がない。だからここに陛下がいると分かっていても、この部屋までは追い駆けてこなかった。

　俺の寝台へ腰かけて頭を抱えるマクウス王に同情しつつも、俺は心を厳しくして答える。

「無理に選ぶ必要はありませんが、これから后を誰にするか考えなくてはいけません。側室も含め、彼女たちと上手く付き合っていくことも、大切な王の役割ですから」

「うん……頭では分かっている。でも……」

　憂鬱な息をついてから、マクウス王は隣に座る俺の顔を覗き込む。

「ずっと一緒にいたい人を選ぶ訳にはいかないかな？」

「その相手が陛下の子供を産むことができるなら、選んでも良いかと思います」

「……」

　俺の答えに陛下は顔を歪めてうつむいてしまう。

　その場限りの慰めでも、これだけは譲れない。ここで今のマクウス王が喜ぶことを口にしても、陛下のためにはならない。

　暗に俺を選びたいと伝えたがっているのは分かる。

　だが、それは一番苦しい時を俺と一緒に過ごし、這い上がってきたから。異性へ抱く特別さと、深い繋がりを持った俺を混ぜて考えているだけだ。

　勘違いさせたままではいけない。これから陛下に必要となってくるのは、国をともに背負う后。そして後を継ぐ子を宿してくれる側室たち――いくら俺が陛下のためにどんなことをする気があっても、絶対に不可能なこと。

　俺にばかり心を向け、必要な相手には目もくれないというのは、陛下の未来を潰すようなもの。エケミルが寄こした相手というのは面白くないが、異性と交流を持って慣れてもらわなければ。

　俺の答えが変わらないことを諦めるように、マクウス王はため息をついた。

「……今日は一緒に寝たい。せめて今だけでも、夢を見ることを許して欲しい」

「陛下のお心のままに」

　俺が頷くと、ようやくマクウス王の顔が晴れやかになる。

　嬉しそうに寝台へ上がって布団の中へ潜り込む若王が、なんとも微笑ましい。この姿を嘆かわしいと思えず、自分がかなり絆ほだされていることを自覚してしまう。

　まだ成人していない今の内だけ。

　心の中でそう条件をつけ、俺は陛下と横並びに寝た。

　体を倒した俺と向き合った途端、マクウス王が満面の笑みを浮かべて身を寄せてくる。寝間着越しに陛下の体温が伝わり、俺の体もつられるように熱を帯びていく。まだ春まで遠い時期。人肌の温もりがなんとも心地良い。マクウス王も同じ気持ちらしく、ゆっくりと息を吐き、体を弛緩させた。

　うつら、うつらと眠りにつこうとする中、陛下が掠れた声で呟く。

「ずっと、このままでいられたらいいのに……」

　叶わないことだと分かった上での甘え。

　同意も否定もできず、俺はそっとマクウス王の背に手を回して、今だけの甘えを許す。

　そして夢への旅路を陛下とともにした。










　真夜中。陛下の身じろいだ気配で、俺はうっすらと目を覚ます。

　まぶたを開かずに寝たフリを続けていると、

「……イメルド……」

　苦しげに唸るような声で俺の名が呼ばれた後、柔らかな感触が唇へ広がる。

　そして憂鬱そうな息を漏らしてから、マクウス王は再び眠りについた。

　俺の所で一緒に寝るようになってから、いつもされている陛下の秘め事。

　後宮の主に求められたなら、拒むことは許されない。

　しかし陛下のこれからを思えば受け入れられない。

　だから俺は寝たフリを貫いて、秘め事に気づいていないことにする。

　日々届けられる想いを、胸奥へ溜めながら――。
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　新しい環境になって喜べないのは、マクウス王だけではなかった。

「はぁ……」

　俺が後宮の庭で日課の鍛錬をしていると、ネフが憔悴した表情で木の下へ座り、休む姿を目にした。

「大丈夫か、ネフ？」

　彼女の顔色があまりに悪く、思わず俺は声をかける。

　鈍い動きで俺を見上げると、ネフは力なく笑った。

「ご心配ありがとうございます、イメルド様。私が来た時から静かだった場所が、こんなに賑わうようになって嬉しいのですが……ちょっと疲れます」

　先に入っていた唯一の側室ということで、ネフは姫君たちに対抗意識を持たれ、事あるごとにキツいことを言われている。口撃は屈強な戦士でも心が折れる。

　言い返しても良さそうなものだが、ネフは言われっぱなしのままだ。

　一度我慢するなと助言を送ったことはあるが、ネフいわく「余計にひどくなるだけですし、陛下に見苦しいところを見せてしまい、心配で胸を痛めさせたくはありませんから」と、自分よりも若王を優先したがっていた。

　王の相手になるかもしれないという同じ立場の姫君たちとは、明らかに上手くはいっていない。しかし彼女が連れてきた侍女たちから、ネフはマクウス王にとって過ごしやすいよう後宮を取り仕切る侍女長的な存在として扱われている。

　温和ながら陛下のことを考え、しっかりと動ける娘だ。何もしたがらない温室育ちの姫ではないことに、好感を覚える者は多いだろう。

　ただ、頼られる存在は疲れる。彼女が憔悴するのは無理もないことだ。

　俺は少し離れた所へ座ると、ネフへ話しかける。

「何かあれば力になる。だから抱え込まずに言ってくれ」

「イメルド様……」

　安堵からネフの細い目が潤む。それから柔和に微笑んだ。

「私のことはどうかお気になさらず。頑張って強くなりますから」

　ここでやっていくしかない身である以上、強くなるしか道はない。ネフはそのことを充分に理解している。

　彼女の覚悟に共感していると、ネフが俺を見る眼差しを強めた。

「どうかイメルド様は、陛下のことだけを考えて下さい。お願いします」

　真剣な目だ。大事な身内のことに一生懸命な姉のように見える。

　苦しみ続けた薄弱の王を、一番長く間近で見続けてきたネフ。きっと時には母のような気持ちで看病し、寄り添ってきたのだろう。

　俺はネフの眼差しを受け止める。彼女の強さに敬意を抱きながら。

「……もちろんだ。だから俺は今の立場を受け入れ、ここに居続けている」

「イメルド様のお覚悟、とても心強いです。もしかすると、いつか心苦しいことをお願いする日が来るかもしれないので……」

　申し訳なさそうに話すネフに、俺は首を傾げる。

　一体俺に何を頼む気でいるんだ？

　気になって尋ねようとした時、

「イメルド、鍛錬の時間だ。今日もよろしく頼む」

　勉学の時間を終えたマクウス王が、軽く息を切らせながら俺の元へ駆け寄ってくる。

　その後ろから、遅れてアグイロスがやってきた。

「はは……まさか陛下が窓から外へ飛び出す日が来るとは思いませんでしたよ」

「笑いごとじゃないだろう。どうしてそんなことに？」

「いやあ、姫君たちが陛下の勉強が終わるのを、扉の前で待ち構えていたんですよ。彼女たちに捕まれば、延々と家自慢や自分推しに付き合わされてしまいますからね」

　……ああ、逃げるなとは口が裂けても言えない。もし俺が当事者なら、同じように逃げている。興味もない、中身もない、得るものもない。そんなことに時間を奪われるくらいなら、山にでも駆け込んで自由に走り回って足腰を鍛えたい。

　俺は陛下に目を合わせ、心からの労いを込めて笑いかける。

「今日は馬術の鍛錬をしましょう。少し遠くまで走らせてみようと思います」

「よし、行こうイメルド！」

　マクウス王の顔がパッと明るくなり、俺の手を引いて馬舎へ向かおうとする。

　二人から離れてふと振り返ると、アグイロスがネフに話しかける姿があった。

　あの男にしては珍しく、穏やかな顔をしている。見上げるネフの表情も心なしか嬉しそうだ。

　ネフとアグイロス。俺はこの二人が揃っている姿を、あまり見たことはない。しかし考えてみれば、二人ともマクウス王がもっと幼い頃から後宮に出入りしている。よく知った仲なのかもしれない。

　俺は陛下を。アグイロスはネフを。

　優しい心根の持ち主たちを癒すため、俺たちは各々に動いた。










　この生活はどれだけ経っても慣れはしなかったが、以前よりも平和であった。

　マクウス王は姫君たちから逃げながらも、少しずつあしらい方を覚え、女性との接し方を学んでいった。そして公務にも参加するようになり、俺と過ごせる時間は少なくなった。

　残ったのは鍛錬の時間と、陛下が俺の寝室へ逃げ込んで一夜を過ごす時間――まだ多いのかもしれないが、今までより会う時間が減ったせいで、物足りなく感じてしまう俺がいた。だが、それよりもひっかかったのは――。

　――主である陛下が留守の後宮。

　男である俺には、女性が増えて賑やかになったこの環境が、ものすごく居心地が悪かった。
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「今日も元気そうで何よりだ」

　馬舎にいる陛下の黒馬の手入れをしに来た俺は、柵の外をのんびりと眺めていた馬を撫でながら声をかける。

　ディルワムから譲り受けた若い黒馬。俺の顔を覚えてくれたようで、挨拶がてらに体をすり寄せ、優しい眼差しを向けて歓迎してくれる。本当に良い馬だ。

　騒がしくなった後宮から逃げるように、ここへ出入りすることが増え、黒馬の存在にかなり救われている。

　マクウス王に相応しい馬に仕立て上げるのも大切なこと。役に立てることがあるという事実が、俺の誇りを守ってくれた。

　馬用のブラシで黒馬の体を手入れしていると、

「猛火の獅子が馬番になる日が来るとはな……」

　馬舎へ現れたディルワムが、俺を見るなり大きなため息をついてきた。

「悪いか？」

「悪いに決まってるだろ。この俺と五分の戦いができる人間が、戦いもせずこんな所にいるんだ。実に嘆かわしい」

　そう言いながらディルワムが俺に近づいてくる。

　陛下の側についてくれたとはいえ、完全な味方とは言い切れない。そしてコイツは俺に何をしてくるか分からない。

　隙を見せまいと構えた俺を見て、ディルワムは吹き出した。

「俺は忙しい身だ。毎度何かする気はない。お前が望むなら話は別だが」

「ならば仕事に行け。お前の暇潰しにはならんぞ」

「ここへ来たのは、ちゃんと用事があってのことだ――来い、お前たち」

　ディルワムが声をかけると、外から二人の少年が入ってきた。

　一人は鋭い目をした、長い銀髪を後ろで縛った見目良い少年。まだ細い体つきだが、姿勢が良く、佇まいから強さが滲み出ている。

　もう一人は短い黒髪で、見るからに元気良く明るそうな少年。銀髪の彼よりもわずかに背は高く、骨太な印象を受ける。

　どちらも若王より年は二、三ほど上だろう。

　先に銀髪の少年が口を開いた。

「初めまして。私はシュウノと申します」

　俺を睨みながら名を告げてくる。中性的な顔立ちだが気は強いらしい。

　次にもう一人が笑いながら俺に愛想を向ける。

「俺はザワトと言います。これからよろしくお願いします、イメルド様」

　なんとも両極端な二人だ。なぜ彼らを紹介されたんだ？

　訝いぶかしく思っていると、ディルワムがニッと笑う。

「コイツらをお前に預ける。後宮の番として役立つように鍛えてやれ」

「断る。無暗むやみに後宮へ男を入れようとするな」

　俺は即答で拒絶する。ディルワムが気に食わないからではない。あそこは意味なく男が入る場所じゃない。

　しかしディルワムは引き下がらない。

「陛下とお前のためだ。一人で鍛錬を積むより、相手がいたほうが伸びるだろ？　それに俺としても有望な二人を伸ばしたい」

「双方に利がある、と？」

「ああ。それに二人がかりなら、お前の鍛錬にも役立つだろ。ここで暇を潰すより有益だと思わんか？」

　……二人がかりで俺の相手ができるほど、そこそこ腕はあるのか。

　少しでも戦いの勘を鈍らせないよう、誰かと対戦できるのは俺としては助かる。

　素直に承諾するのは面白くなかったが、俺は「少し試させてもらう」と一応了承した。

「うむ、では任せるぞ。二人とも、イメルドからしっかり学べ」

　あっさりとディルワムが立ち去り、何もされないことに肩透かしを食らったような気になってしまう。

　どうも奴が現れると無用に身構えてしまう。こうなってしまう時点で、あの男は俺より上のままなのだと思い知らされる。

　苛立ちを覚えていると、シュウノが挑むような眼差しを俺に向け、腰へ差した剣に手を添えた。

「イメルド様、どうか今すぐ手合わせを。ディルワム様から、貴方を倒すまでは戻るなと言われました。俺を振り向かせるだけの強さを身に着けろ、と。私はあの方の元に居たいのに……お願いします」

　俺に対しての冷えた眼差しの理由がすぐ分かり、俺は心の中でしかめっ面を作る。

　あの男のどこがいいんだ？　理解に苦しむ。

　どう返答しようかと考えていると、ザワトが目を輝かせて俺に訴える。

「いつもディルワム様からイメルド様の勇姿を聞かされていたんです！　どれだけ強くて、戦場で勇猛に暴れられていたか……すごく憧れていました。だから俺も早く手合わせしてみたいです！」

　こっちは戦い好きらしい。ディルワムと思考が近いかもしれない。

　……どこでも俺の話をしているのか。勘弁しろ。

　奴の関係者というだけで気は乗らないが、俺や陛下に利があるのも確かだ。

　俺は黒馬に「また来る」と別れを告げると、交互に少年たちを見た。

「分かった、表へ出ろ。お前たちの実力を見せてもらうぞ」

　性格が真逆な二人の目が、どちらもギラリと光る。

　血気盛んで何よりだ。鍛え甲斐がある。

　馬舎を出て、すぐ隣の兵舎にある訓練場へ向かうと、俺は二人と向き合った。

「取り合えず来い。お前たちの得意なやり方でいい。武器も好きに使え」

「本当に良いのですか？　お言葉に甘えて、本気でやらせて頂きます」

　シュウノが自分の剣を抜きながら宣言してくる。戸惑いに混じって歓喜が覗いている。

　どうやらシュウノは、訓練のどさくさに紛れて俺を始末したいらしい。俺としては好ましいことだ。純粋な殺気をぶつけられるだけ、実戦の勘を取り戻せる。

　俺は大きく頷き、シュウノのやる気を受け止める。

「この命、取れるなら取ってみろ。ザワト、お前もだ」

「い、良いんですか！　よっしゃあ！」

　ザワトが両手で拳を強く握り、歓声を上げた。

「俺はこのままでいきます！　素手のほうが全力出せますんで！」

　腕をグルグルと回してから、ザワトはパンッと右拳を手の平に叩きつける。

　どちらもやる気は十分。この勢いを止めてはいけない。

　俺は二人に目配せし、「来い」と手短に促す。

　その刹那、俺の正面から二人が消えた。

　顔を向けずとも、各々が左右に分かれて迫る音で動きを読み、素早く視界の脇で二人を確認する。

　そして良い殺気のこもった剣先と拳を、小さく飛び退いて避けた。

「動きはいいな。だが――」

　俺は腕をしならせ、軽く空を握った手で剣を持ったシュウノの手首を払い、指先を服に引っかけて投げ倒す。

　その勢いに乗ったまま、ザワトの拳を横にいなして軌道をずらし、無防備になった脇を押してやる。

　地面に叩きつけられたザワトが、「痛ってぇ！」と声を上げた。

　上体を起こしながら、愕然がくぜんとした顔で見上げる二人へ俺は言い放つ。

「隙だらけだ。本気を出すまでもない」

　わざと挑発的に言ってみる。すると案の定、

「クッ……これからです！」

「すごい！　イメルド様の本気、見てみたい！」

　シュウノとザワトの闘争心に火が点いて、立ち上がって早々に挑んできた。

　まだまだ未熟で物足りないが、久しぶりの模擬戦に心が昂る。やはり俺の居場所は戦場だ――そう実感しかけたその時だった。

　俺とシュウノの間に、人影が割り込んでくる。

　振り抜こうとした腕を咄嗟に止めて姿を見れば、そこにはシュウノの攻撃を剣で受け止め、身を震わせるマクウス王がいた。

「へ、陛下！」

「イメルドは絶対に傷つけさせない！」

　突然の乱入者が若王だと知り、シュウノが怯む。

　その瞬間を見逃さず、マクウス王は剣の競り合いを押し切り、シュウノの剣を弾いた。

　すかさず武器を失ったシュウノへ切っ先きっさきを突きつけ、険しい表情と視線で陛下が牽制する。

　日頃の鍛錬でも、ここまで勇ましさを見せたことはない。初めて見た一面に、思わず目を奪われてしまう。

　そしてハッと我に戻り、俺は慌ててマクウス王を止めた。

「陛下、これは訓練です。決して襲われた訳ではありませんから――」

「しかし彼は素手のイメルドに殺気を持って、剣を向けていたではないか！」

「私がそうして欲しいと提案しました」

「イメルドから？　どういうことだ？」

　俺がディルワムから二人を預かり、力を見るために手合わせしていたことを説明すると、マクウス王は安堵の息をつきながらその場へ座り込んだ。

「そうだったのか……良かった。イメルドを探しに来たら、二人がかりで襲われていたから咄嗟に……訓練の邪魔をして悪かった」

　呆然となったシュウノを見上げながら、マクウス王が謝罪する。

　自国の王とはいえ、今までほとんど表に出られなかった若王。城にいる人間でも、その姿を知らない者は多いだろう。

　信じられなさそうな顔をしつつ、シュウノはぎこちなくその場へひざまずいた。

「い、いえ、陛下に気づかず失礼しました」

「本当に悪かった。そこの者も、邪魔してしまったな」

　陛下に声をかけられ、ザワトが身を強張らせて直立不動になる。

「そ、その、陛下とお知り合いになれて光栄です！」

　緊張し過ぎて挙動不審になったザワトを見て、陛下が小さく吹き出した。

「私も二人と出会えて嬉しい。これからよろしく頼む」

　立ち上がってマクウス王が手を差し出せば、シュウノとザワトは戸惑いつつも握手する。

　本来なら王はここまで気さくに振る舞うものではない。

　だが威圧感とは程遠い陛下は親しみが武器となる。型通りの王に直す必要はない。

　これから彼らとの交流が成長に繋がればと思いつつ、俺は三人を見守った。










　その日以来、後宮の庭でマクウス王の鍛錬をする際、番人として鍛えるという名目でシュウノとザワトを参加させるようになった。

　元々ディルワムの所で鍛えられていた二人と比べ、若王は弱く、力の差は歴然だった。

　しかし、だからこそ陛下は俺より年が近い二人をよく観察し、見て学んだ。自然と剣さばきや体術が身に着き、純粋な強さが陛下の中で育ってくれた。

　それに腕立て伏せなどの地味な鍛錬も、競う相手がいると張り合いが出るというもの。

　俺と二人きりでいる時よりも、明らかに多くの回数をこなし、マクウス王は力をつけていった――時折、さらに俺と二人だけの時間が減ったせいか、恨めしそうな眼を向けてくることはあるが、こればかりは諦めてもらうしかない。

　あと、意外にシュウノと陛下が意気投合した。年上の相手に想いを寄せる仲間として共感したらしい。

　おかげで俺がディルワムと何かあると疑っていたシュウノは、俺への態度を軟化させた。誤解が解けて何よりだ。俺がディルワムに距離を詰められて話をしていると、それはもう遠くからでも感じ取れてしまうような特大の殺気をぶつけられるが。

　ザワトは誰に対しても気さくで、それは後宮の姫君たちや侍女たちにも同じだった。距離感が近いと嫌がる者もいたが、大半は心を開き、良い関係を築いた。

　シュウノとザワトが後宮へ来て、さらにありがたいことがあった。

　見目の良いシュウノと、気のいいザワト。

　マクウス王よりも年上で、華と個性のある二人。女性陣が放っておかず、仲良くなりたがった。后候補である姫君たちですら――。

　接触を避けたがる陛下よりも、彼らは女性陣を無下にはしない。おかげで姫君たちがマクウス王を無理に追い駆け回すことはなくなり、距離を空けながら少しずつ交流を重ねられるようになった。

　もしかするとディルワムはこれを見越して、二人を寄こしてくれたのかもしれない。あの男に恩を作るのは不本意だったが、陛下のことを思えばありがたかった。

　こうして新しい日々は次第に落ち着き、穏やかな日々へと変わっていった。










　そして気づけば二年の月日が経過した。

　俺と陛下の関係は大きくは変わらず――夜の来訪は頻度が少しずつ減ったが、たまに俺の所へ訪れ、残りわずかな若王の時を過ごした。

　成人を迎えれば今まで通りにはいられない。もう夜も王の責務から逃れられないのだから。
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　その告白は一瞬で俺の思考を鈍らせた。

「あの、陛下、今なんと？」

「……体が反応しないんだ。朝、寝起きの時は勝手にあるのに、女性を目の前にすると……」

　夜、久しぶりに俺の部屋へ訪れたマクウス王が、ともに寝台へ腰かけながら恥ずかしげに呟く。

　間もなく成人の儀を迎える陛下。それに伴い、夜の務めを果たすための教育が始まった。

　だから夜にマクウス王がここへ来ることはなくなった――もう逃げてはいけないと俺が禁止した――のだが、相談したいことがあると言われ、今日は特別に部屋へ入れた。

　ここ最近、元気がないとは思っていたが、こんな深刻な悩みを抱えていたとは。

「それは……由々しき事態、ですね」

「最初はネフが教えてくれたが、何度日にちを改めても駄目で……教育係となる婦人も何人か呼んで、手ほどきを受けようとしたけれど……」

　王が世継ぎを作ることは、重要な役目。

　この国では失敗がないよう、事前に教育し、生殖の可能を確かめる習慣があった。そのために后候補以外の女性が夜の教育係を務める――のだが、今のところ誰もそれを上手くできていない。

　このままではマクウス王が生殖不可とみなされ、この若さで退位させられてしまう。

　事の重大さに息を呑みながら、俺は努めて深刻にならないよう言葉を選ぶ。

「慣れないことで緊張しているせいかもしれませんね。ご安心を。朝に反応があるなら、後は慣れるだけ。心配はいりません」

「そう、だろうか。それならいいのだが……」

　マクウス王は息をつきながら、少しだけ安堵の表情を浮かべる。しかし、すぐに眉間へシワを寄せながら目を閉じて唸る。

「婦人を前にすると、中身を知る前にすくみ上がってしまうんだ。私を呑み込んでやろう、と意気込んでいる気配が怖くて……頭で恐れてはいけないと思っていても、体が言うことを聞いてくれない」

　マクウス王がそう感じるのは、決して気のせいではない。

　夜の教育係は婦人の名誉。野心を覚える者も多い。中には夜を教えた後も関係を続け、権力を手にした婦人も、王を自分の言いなりにした婦人も過去にはいたらしい。

　だから家柄も人柄も申し分ない婦人を慎重に選び、後宮へ呼び寄せるのだが――やはり野心はなくとも、名誉と使命で婦人にも力が入ってしまうのだろうと思う。

　これは緊急の事態だ。しかし戦い方しか知らず、男の身である俺にはどうしようもできない問題。

　俺にできることは、ささやかに支えることぐらいだった。

「陛下、疲れていては何事もできませぬ。少しでもお体が癒えるよう、久々に揉み解しましょうか？」

「あ……ぜひ頼みたい。してもらった後、よく眠れるから」

　マクウス王が寝台へ上がり、うつ伏せになる。

　遅れて俺も上がろうと体を捻った時、その姿に目を留める。

　初めて会った頃はあまりに儚く、ほんの少し力を加えるだけで全身の骨が砕けそうだった。それが今では無事に成長し、背丈は随分と伸びた。どうしても長身の俺と比べれば差は大きい。

　俺と横並びに立てば、やっと陛下の頭が胸元まで届く程度。顔立ちもまだあどけなさがあり、俺から見ればまだまだ若王だ。

　しかし筋肉がつき、体は成人に近づきつつある。服越しにマクウス王の背へ手を置けば、儚げな薄弱の王ではなく、芯の通った頼もしい手応え。思わず俺の口元が緩んだ。

　腰から肩に向かって、筋肉を解すように押し撫でていくと、

「ん……」

　マクウス王から詰まった息が漏れる。少し力が強かったかと、心持ち弱くして続けていけば、気持ち良さそうに息をついてくれた。

　念入りに背中だけでなく、脚、腕も解し、次は体の表側に移ろうとしたが、

「陛下、仰向けになって下さい……陛下？」

　声をかけてもマクウス王から反応がない。

　よく耳を澄ませれば、陛下から寝息が聞こえてきた。

「寝てしまわれたか。よほど悩み疲れていらっしゃったのか」

　夜の義務は繊細で難しい問題だ。努力しようにも、自分ではどうしようもできないこともある。

　同情心を押し殺し、陛下を起こして寝室へ戻そうと思ったが、安らかな寝顔を見て俺の気が変わった。

　悩みに悩んだ末に俺の元へ駆け込んできた夜くらい、甘えを許してもいいだろう。俺はそっとマクウス王を抱きかかえ、下敷きになっていた布団をめくり上げ、仰向けに寝かせる。

　それから改めて布団をかけようとした時――陛下の手が俺の胸元を掴んだ。

　無意識にまた俺と一緒に寝たがっているのだろうか？

　やはりまだ幼いところがあるのかと思いながら、俺も陛下と体を並べて横になった。

　今日の真夜中も陛下は起きられるのだろうかと、こそばゆさと小さな胸の痛みを覚えながら。










　――もぞ、と。

　隣り合っていた温もりが動く気配がして、俺はすぐに眠りの世界から現実へと意識を浮上させる。

　薄く目を開ければ、月の光が明り取りの窓から差し込む中、マクウス王が身じろぎ、ゆっくりと体を起こす姿が見えた。

　また秘め事を俺の唇へ重ねてくるのだろうか。

　寝たフリをしたまま様子をうかがっていると、陛下からかすかに荒い息が聞こえてくる。

　しばらくそれが続き、「……っ」と陛下が息を詰めた。

　何をされているのか、気になって仕方がない。

　しかし知ってはいけない気がして、俺はまぶたをしっかりと閉じた。

　マクウス王が俺に身を寄せ、肩に顔を埋めてくる。そして声なき声で呟いた。

「すまない、イメルド……こんなつもりは……」

　嗚咽に変わりそうな声。大丈夫ですかと背を撫でたくなる。

　だが、王の秘め事を暴く訳にはいかない。

　ましてや一番隠したい相手は、俺だろうから。

　しばらくそうやって俺に縋りつき、荒ぶる感情を鎮めた後。マクウス王はいつものように俺へ唇を重ねた。

　離れたくないと未練を乗せながら、何度も、何度も。

　何も応えられない自分に胸が痛んでたまらなかった。
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「イメルド様、今お話してもよろしいですか？」

　昼過ぎの鍛錬中にシュウノが俺の隣へ並び、話しかけてきた。

　ザワトはマクウス王と木剣で打ち合う練習をしている。実力が上のザワトが陛下に合わせて加減し、うまく釣り合いを取っている。

　少し意識が逸れても大丈夫だと判断し、俺は耳を傾ける。

「なんだシュウノ？」

「率直に聞きます。陛下のことをどう思われていますか？」

　平静な顔をしたまま、シュウノが返答に困ることを言ってくる。

　どうやら似たような秘め事――シュウノの場合は堂々と公言しているが――を持つ者同士、かなり深い事情を話し合っているらしい。

　マクウス王からどこまで話を聞いているんだ？

　下手なことは言えないと気を引き締めつつ、俺は普段の調子を変えずに答える。

「心から忠誠を誓い、人生すべてを捧げる覚悟だ。それがすべてだ」

「陛下の想いに応える気は？」

「陛下が命ずるなら、俺はどんなことでも応えるつもりだ」

「……ずるいですね。貴方の想いを見せず、陛下にだけ想いを曝けさせるなんて」

　シュウノの非難めいた物言いに、俺は顔をしかめる。

「何が言いたいんだ？」

「この度の陛下の不調、イメルド様にも責任があると言いたいんです」

　シュウノが鋭い目で俺を睨む。

「貴方が陛下に気持ちを曝け出さないから、ずっと悩み、前へ進めなくなっているんです……私もあの方から、同じようにされているので、陛下のお心がよく分かります」

　出会った当初からディルワムに想いを寄せていたことは知っていたが、二年経った今も継続中なのは正直すごいと思う。

　相変わらず物好きだと思いながら、シュウノの指摘に言葉が詰まる。

　確かに俺はマクウス王に対してどう思っているかを口に出してはいない。

　心を曝け出したのは、陛下に忠誠を誓ったあの時のみ。

　若王が儚く散ることなく、王として生き抜けるようになることだけを考えてやってきた。

　陛下の秘め事に目をつむるのも、それが前に進む力になると思ったからこそ。

　俺がどう思うかなど関係ない。

　マクウス王のためになるかどうか、それがすべてだ。

　俺の気持ちなど陛下の心を乱し、王の道を惑わすだけ。もし俺が陛下と同じ想いを持っていたとしても、ただの義務しか持ち合わせていなかったとしても。

　いくら陛下が望まれたとしても、俺の本心を明かすことはマクウス王のためにはならない。

「……言えば余計にひどくなる。ならば俺は口を閉ざすだけだ」

「ずるいですね、貴方がたは」

「それはディルワムに直接言え」

　そんなやり取りをしていると、鍛錬に区切りをつけたマクウス王とザワトがやって来た。

「さあ次はシュウノの番だ。相手してくれよ！」

「休みなしでいいのか？　相変わらずの体力バカ……」

「だって俺のとりえってそれぐらいだし。さ、やろうぜ」

　ザワトに急かされ、シュウノは渋々俺から離れる。

　入れ替わりに陛下が俺に近づき、見上げながらニコリと微笑む。

「イメルド、シュウノと何を話していたのだ？」

　まだあどけなさを残したマクウス王の顔を、俺はまじまじと見てしまう。

　忠義を尽くす相手の成長を間近で見られることは、臣下として幸せだと思う。しかし人としてどう思うかと問われると――俺はその答えを持っていない。

　あまりに弱すぎたマクウス王の中にある強さに心を打たれ、仕えたいと思った。

　人として惹かれたという側面はある。最初から嫌悪する相手を自分の王には選ばない。だが、身も心も恋焦がれる存在かといえば首を傾げてしまう。

　俺から見れば陛下はまだ子供で、咄嗟に庇護しなければと考えてしまうほど。年の離れた弟を見ているような気になる。

　そんな相手に恋情を抱くなど、最初から考えはしない。

　だが、陛下の秘め事を知りながら、止められない自分がいる。拙い口づけで渡された想いを無視できず、ずっと溜めている俺は――。

「イメルド？　どうした？」

「あ……いえ、なんでもありません。シュウノとは他愛のない雑談をしただけです」

　我に返って俺がごまかすと、マクウス王は少し寂しそうに微笑んだ。

「そうか……私に言えないことを言える間柄なのだな。シュウノが羨ましい」

「そ、相談を受けただけです」

「相談？」

「詳しくは言えませんが、ディルワムのことで……」

　思わず答えてしまったが、あながち嘘ではない。シュウノはマクウス王の事情と自分を重ねて話をしてきたのだろうから。

　シュウノから話を聞いていると思われる陛下は、俺の答えに納得して頷いた。

「ずっと悩み続けているみたいだからな。シュウノの想いが成就すればと思うが……相手を思うと……」

「ええ、はい、私としてはやめておけと言いたいところですが……」

「個人の想いに口を出す訳にはいかないものな。私も周りから色々と言われたなら、苦しくなると思うから」

　暗あんに想い人がいることをチラつかされて、俺は危うく動揺を見せそうになる。

　陛下は夜の秘め事を、俺に知られていないと思っている。

　気づかれてはいけない――いや、もう終わらせたほうが陛下のためなのか？

　俺が内心戸惑っている間に陛下が「ところで」と別の話題に切り替え、暴露の機会を失う。

　まだこの日々が続くことに、安堵する自分がいることに俺は気づく。

　そうだ。このままマクウス王が成長し、自然と俺から離れ、本来求めるべき異性に目を向けてくれるようになればいい。

　きっとそれが理想。これから俺が目指すべき道。

　陛下から受け取った想いを溜めた胸が、痛みを覚えたとしても――。
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　今ごろ陛下は――。

　夜になると考えてしまう。

　どうか新しく連れてこられた教育係から無事に手ほどきを受けるようにと願いながら、胸を痛める日々。

　先日、俺の所へ逃げてきた時から、マクウス王は俺の部屋へ訪れてはいない。

　望まぬ中で踏みとどまり、夜の役目と向き合おうとしている。

　こればかりは俺ではどうしようもできないこと。耐え切れないほど心が傷ついた時、少しの癒しになるよう、一夜の逃げ場所を与えることしかできない。

　ここへ逃げてくることを望んではいけない。

　来ないことを寂しいなんて思ってはいけない。

　こういう時は寝てやり過ごすしかない。早々に寝台へ横になった時だった。

　タタタタ――バンッ！

　廊下を駆ける音が近づいてきたかと思えば、慌ただしく扉が開く。

　驚いて俺は体を起こす。

　目に入ってきたのは、勢いよく俺に飛びつこうとするマクウス王の姿だった。

　俺の胸へぶつかってきた陛下を抱き留めれば、その息の荒さと熱さに驚く。

「陛下！　いったい――」

「ハァ……たすけ……イメルド……くるし……っ」

　ギュッ、と俺の胸元を掴み、マクウス王が助けを求めてくる。

　何が起きているんだ？

　陛下を強く抱き締めていると、廊下から新たにこちらへ駆けてくる足音が聞こえてきた。

「マクウス陛下、ご無事ですか！」

　姿を現したのは血相を変えたネフだった。

　俺の腕にいるマクウス王へ気づくと、彼女はすぐにこちらへ駆け付けた。

「ネフ、何があったんだ！」

「本日陛下のお相手をする婦人が、強引に性欲を掻き立てる香を焚いて陛下に嗅がせ、行為に及ぼうと……」

　そんな胡散臭く、いかがしい代物を陛下に使うとは！

　怒りで頭の芯が茹ゆだりそうだ。

　その女にこの怒りをすべてぶつけてしまいたい衝動に駆られるが、

「イメルド……」

　熱い吐息混じりに名を呼ばれ、理性がわずかに戻る。

　このままでは陛下が苦しみ続けるだけ。楽になってもらうためには――。

「ネフ、陛下を俺に任せてくれないか」

「……っ！　よ、よろしいのですか？」

「他の姫君に任せる訳にはいかない。そしてネフにも……元に戻られた時、陛下が心を痛めることになる」

　どうすべきかはネフも分かっている。だからこそ躊躇しているのだろう。

　だが苦しむ陛下を見て、彼女は眉間にシワを作りながら小さく頷いた。

「……分かりました。ここへは誰も近づけさせません。どうか、陛下をお願い致します」

　心苦しそうに顔をしかめながら、ネフは踵を返して早々に部屋を出ていく。

　静かになった部屋に、マクウス王の荒い息だけが響いた。

「陛下……横になれますか？」

　俺が囁くように尋ねると、陛下の体がビクンッと跳ねる。そして小刻みに首を横に振った。

「このままで、いい……イメルドは、何もしなくて、いいから」

「助けを求めてここへ来たのに、何もするなとは――」

「落ち着くまで、我慢する……だからイメルド、動かないで」

　おそらく今、体が昂って楽になりたがっているはず。

　それなのに耐えようとするマクウス王に、俺は首を傾げてしまう。

「我慢はよくありません。一度出しましょう」

　辛い思いをしているだろう陛下の下半身へ手を伸ばしてみれば、服越しに硬い膨らみが分かる。

　痛みを与えぬよう優しく握れば、

「ン……っ」

　悩ましく押し殺した声が陛下から漏れる。俺にしがみつく手が、さらに固くギュッと掴む。

「今は何も考えず身を委ねて下さい……これは応急の処置。どんな反応をされても、それは陛下の真意ではないこと、分かっておりますから」

　宥なだめるように俺が言うと、陛下は鈍い動きで顔を上げる。

　苦しそうに目を細めたマクウス王の瞳がやけにギラつき、俺の視線を捕らえた。

　次の瞬間、陛下は首を伸ばして俺の唇を奪っていた。

「んむ……ぅ……」

　夜の秘め事のような、優しく幼い口づけではない。

　俺を喰らおうと舌を差し入れ、深く息まで絡めてしまう貪欲な口づけ。思わず俺は唸ってしまう。

　マクウス王の唇も、吐息も、舌も、何もかもが熱い。

　俺もつられて熱に浮かされそうになるが、臣下である俺が理性を手放し、快楽を求める訳にはいかない。

　口づけの相手を続けながら、俺は陛下の腰布をはだけさせ、直接昂りに触れ、ゆっくりと扱いていく。

「……っ……ぅ……」

　快感を覚える度にマクウス王は声を詰まらせ、俺の口の中で舌を激しく暴れさせる。

　一緒に快感を重ねようと誘われているようで、俺の体が熱くなってくる。腰の辺りも疼き始め、陛下に反応しようしている自分の体が恨めしくてたまらない。

　少しずつ扱く速さを上げていけば、より硬さは増していく。そして――。

「ン……は、ぁ……ッ」

　俺の手中で陛下の昂りが弾ける。

　パタ、パタ、と熱く粘ったほとばしりが俺の手に飛び散った。

「ハァ、ハァ……あ……」

　熱が少し抜けて、マクウス王が俺を呆然と見つめる。

　己のしたことを悔いている目。

　これを陛下の傷にしたくなくて、俺は自分から半開きの小さな唇に口づけた。

「少し楽になられましたか？」

　わずかに唇を離して俺が小声で尋ねると、マクウス王はしばし目を丸くしたまま固まる。

　それから弾かれたように首を横へ振り、勢いよく俺の唇へ食らいつく。

　思いのほか押してくる力が強く、俺は陛下と一緒に寝台へ倒れ込んでしまった。

　バフッ、と俺の背中から胸へと鈍い衝撃が貫く。

　大したことがない、程度の軽い力。それなのに俺は息を忘れるほど驚いてしまった。

　まだ完成し切れていないマクウス王の身の下に、俺が敷かれている。

　唇を塞がれ、口内を貪られながら、陛下に体を熱くさせられる――これが現実だとまったく思えない。

　俺は王の望みを拒める立場ではない。

　ましてや、いかがわしい香のせいで苦しむ陛下に、やめて欲しいなどとは口が裂けても言えない。

　好きにされてもいい。その覚悟はある。

　声に出して言えない代わりに、俺は陛下の背に腕を回し、抱き締めることで意思を伝える。

　マクウス王が小さく息を引いた。

　おもむろに陛下は俺の頬を両手で挟み込むと、わずかに顔を上げて俺を覗き込む。

　目元は泣きそうに歪み、どこまでも申し訳なさそうにしている。

　しかし俺を好きなだけ味わいたがる唇は、嬉しそうに緩んでいた。

「イメルド……」

　甘い声で名を呼ぶと、陛下が深々と唇を重ねてくる。

　優しさと激しさがこもった口づけ。

　秘めなくても許される状況に、陛下が喜びを見出みいだしている気がする。

　それならいい。

　不慮の事故を受けたせいで、心に生涯引きずる傷を負わないなら、一時の睦み事でも意味がある。

　そう自分に言い聞かせ、俺は自分からも舌を絡め、この状況を進んで受け止めた。

　何度も口づけを交わし、熱を共有し合っていると、

「……っ」

　陛下が俺の胸元へ手を差し込み、直接肌を触ってくる。

　思わず反応して体を跳ねさせてしまうと、マクウス王は息継ぎに離した口から嬉しげな吐息を溢こぼす。

　それがあまりに妖しく、思わず俺の心臓がドキリと跳ねた。

　肌の感触を確かめるように、陛下の拙い手が俺の体を這う。

　次第に下の方へ向かっているな、と思っていると、

「……！　へ、陛下、そこは駄目です！　お手を汚さないで下さい！」

　股間のほうまで手が伸びて、俺は慌てて陛下の胸を押して行為を止める。

　しかし俺を見下ろすマクウス王の目は色めき立ち、もどかしそうな火照り顔で訴えてくる。

「でも、イメルドのここ、大きくなってるぞ……ずっと何もしないのは辛いことがよく分かったから……イメルドも楽になって欲しい」

「陛下、しかし――」

「お願いだから、触れさせて欲しい……私に応じてくれているその身が、たまらなく愛おしい」

　思いがけないことを懇願され、俺は何も言えなくなる。

　辛そうな陛下のそれに触れることに躊躇ためらいはないが、自分のものに触られるなど想定外だ。そもそも陛下とは違い、俺のこれは口への刺激と雰囲気に流され、理性が抗い切れずに起きたこと。

　王の願いを臣下が拒むなど――それが国を揺るがす非道ではなく、ただ俺が羞恥で止めたいというだけなら許されるものではない。

　心根の優しいマクウス王のことだ。俺が本気で拒めばやめてくれるのは分かっている。

　それでも俺の忠義が、例外を作ることを許さない。

　俺の寝間着が陛下の手ではだけられる。

　曝け出されてしまった、醜く猛った俺の欲の塊。

　明らかに大きさの違うそれを目の当たりにして、陛下が息を呑む。それでもゆっくりと手を伸ばされ、マクウス王の熱に包まれた瞬間。

　自分の体が歓喜し、より硬くなるのを感じた。

「はっ……ぅ……っ……――」

　さっき俺が施したことを真似するように、陛下の手が上下に動く。

　みっともない声を出すまいと、俺は自分の口を手で覆い、唇を固く結ぶ。

　俺が陛下を救うための快楽を与えなければいけないというのに、こうなっては何もできない。

　せめて唯一自由にできる右手を伸ばし、マクウス王の頬を愛撫する。

　俺に撫でられて陛下が嬉しそうに目を細める。その完全に心を許し、安らいだ顔に胸が締め付けられた。

　もう限界が近い。

　やはり陛下の手を汚す訳にはいかなくて、俺は首を横に振り、指の隙間から乱れた声を出す。

「ど、どうか、もう手をお離し下さい……っ、陛下を汚せな……ッ……陛、下ぁ……っ」

「このまま出して欲しい。イメルドのは、私にとって汚れではないから」

　やめるどころか陛下の手の動きが速さを増す。

　そしておもむろに頭が下がり――今にも弾けそうな先端へ口づけた。

　手の刺激以上に、その行為は俺にとって衝撃が大き過ぎた。

「……っ！　ぁ……ぐ……ぅ……ッ……」

　堪えることができず、一気に腰の奥から込み上げてきたものが弾け飛ぶ。

　よりにもよって俺から出てしまった白濁の液は、マクウス王の手どころか、顔や髪まで汚してしまった。

　達して放心の息を一度ついてから、俺は即座に飛び起き、はだけた寝間着を完全に脱いで陛下の汚れを慌てて拭った。

「陛下……っ……なんてことを、俺は……」

「大丈夫だ、イメルド。私は気にしていないから――」

「手を汚すことすら許されぬことなのに、陛下の顔や髪まで……っ……なんたる失態――」

　気が動転した俺へ、陛下が口づけてくる。

　一気に沸いてしまったものが、マクウス王によって止められてしまった。

　虚を突かれて体を強張らせた俺を見て、陛下が小さく吹き出した。

「イメルドが動揺して慌てているところ、初めて見たな」

　どんな奇襲を受けても、ここまで動揺することなどなかったというのに。

　己の未熟さと情けなさを突き付けられた気がして、俺が落ち込みかけていると、

「ありがとう。もう落ち着いたから大丈夫だ」

　少し寂しげにマクウス王が微笑む。

　治まってくれて良かったですと言おうとしたが、陛下から喜びが一切感じられず俺は口をつぐむ。

　乱れた服を整えて俺から離れようとしかけて、陛下は動きを止めてしまう。

　そして俺の首へ腕を回したかと思えば、溺れて助けを求めるかのように強く抱き締めてきた。

「嫌だ……っ……離れたくない……！　子を成すことが務めなのは分かっている。でも、心から望む者から背を向けて、ただ自分が豊かになりたい一心で関係を求める者と、なぜ契りを交わさなければいけない？　もう、うんざりだ」

　ずっと言わずにいた本音を陛下が吐露してくる。

　王族との契りは、互いに想い合って交わすということは稀だ。大半は政略的なものであったり、損得を考えた上でのことであったりして、心とは裏腹の交わりは数え切れないほど存在している。

　そんな現実は陛下もよく分かっている。俺が改めて突きつける必要はない。

　俺は陛下を宥めるために、しばらく何も言わずに抱き締める。

　ふと、前から気になっていたことが、俺の口から零れた。

「……陛下。ネフと関係を結ぼうとは思わないのですか？」

　俺が来る前からマクウス王に寄り添ってきたネフ。

　身内のような感覚だから勃たないらしいが、陛下が言うように自分の得だけを求める者ではない。陛下には酷なことだが、信頼しているならば薬や香を使い、契りを交わすことは可能だ。

　おそらくネフは、異性の中で一番陛下が心を許せる存在。

　しかし、それでも陛下は首を縦に振らなかった。

「ネフは駄目なんだ……私は彼女の大事な時を奪っている。これ以上、ネフから奪いたくない……っ」

　幼く病弱なマクウス王にあてがわれた、年がいくつか上なだけの少女。

　床に伏せて彼女を見上げながら、いつも悪いと思い続けていたのだろう。特別に信頼している相手だからこそ、ネフに逃げ込めないことが伝わってきた。

　陛下は俺に抱きつきながら、ゆっくりと息を吐き出し、心の昂ぶりを抑えていった。

「ただの甘えなのは分かっている。それでも――いや、すまないイメルド。甘えすぎた。もう自室へ戻る」

　フッ、とマクウス王の腕から力が抜け、俺の首を解放しかける。

　思わず俺は、自ら絶望へ飛び込もうとしている陛下を抱き捕らえた。

「今夜はこのまま俺の部屋に……明日から陛下が少しでもお辛くならないよう、ネフたちと今後のことを相談しますから。どうか今日は、その身を休ませることだけ考えて下さい」

「イメルド……ありがとう」

　そう言って陛下は改めて俺に抱きつき、俺との時に身を委ねる。

　つい先ほどまで互いに昂っていた体は、精を放った後もまだ微熱を帯びていた。

　密着し合った肌で体温が溶け合い、心地良さが漂い始める。

　……ああ、やけに胸の奥が小刻みに脈動する。

　ただの臣下が抱くべきではない感覚を身に宿しながら、俺は陛下を腕で包み込み続けた。
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　翌日、こちらから声をかけるよりも先に、俺はネフに呼び出された。

　応接間に行けば、ソファへ座った顔色の冴えないネフの隣に、苦笑を浮かべるアグイロスの姿もあった。

「イメルド殿、話はネフから聞きましたよ。陛下の教育係の選定は、我々で慎重に行っていたのですが……ね。あのご婦人が、まさかあんないかがわしい物を陛下に使うとは思いませんでした。読みが甘かったです」

　ネフがその言葉にうつむく。

「陛下にもしものことがないよう、家柄と人柄が良いかたを選んだはずでしたが……私のせいで……ごめんなさい。そもそも、私がその役目を果たすことができないから、こんな事態に――」

「ネフのせいではありませんよ。何より最終的に決めて打診したのは私。責任はすべて私にありますから。それと、陛下との相性や事情もあるのですから、できない自分を責めないで下さい」

　そう言ってアグイロスがネフに優しく笑いかける。

　この男、どうも彼女の前だけは胡散臭い仮面を外すらしい。

　そして俺へ顔を向けると、アグイロスはいつもの本音を隠す微笑の仮面を被る。

「さて、過ぎたことを言っても仕方ありません。まさかここまで陛下の教育が上手くいかないとは思いませんでしたよ」

「何か案はないのか？　このままでは陛下の心が壊れてしまう」

「一応、時間稼ぎ的な案はあります。成人の儀までに陛下が無事に公務を果たせる機能があり、最後まで役目を遂げられることが確認できればいいのですから。后にどの姫君を選び、契りを交わすのかは後で選べばいいだけのこと」

　アグイロスは一度ネフに目配せする。彼女の鈍い頷きを見てから話しを続けた。

「口の堅い者を選んできましたが、人の噂は広がるもの……陛下が不能なのでは、という声が王宮内で囁かれ始めました」

「誰がそんな虚言を――」

「おそらくエケミルでしょう。疑惑が大きくなれば王位剥奪は免れません」

　妖艶で掴み所のない宰相の顔を思い出し、俺はあからさまに不快さを露にする。

「陛下を貶おとしめるなど……許してなるものか」

「熱くならないで下さい。あのお人に振り回されるだけですよ。怒るだけ時間が惜しい。私たちに残された時間は決して多くありませんから」

　やんわりたしなめてから、アグイロスが俺を見据えた。

「イメルド殿、徹底して陛下に尽くす覚悟はありますか？」

「もちろんだ。必要ならばこの命も賭けよう」

「ではその身を陛下に捧げてもらいましょう」

　さらり、と。

　あまりに呆気なくアグイロスから言われ、俺は目を点にする。

「……は？」

「これから貴方が陛下の教育係となり、大切な夜の公務を教えて差し上げて下さい」

　……待て。何を言っているんだ、この男は？

　質の悪い冗談としか思えなかったが、ネフの顔が心苦し気に歪んだのを見て、本気なのだと理解する。

「俺は男だぞ？　ましてや、その手の知識はあまり持ち合わせていないが……」

「失礼ながら、女性との経験は？」

「少しだけ。片手で収まる程度だ」

　女体を通しての快楽は知っている。だが強くなることに必死で、後回しになっていた。

　それに男女のものより、戦場で命の駆け引きをするほうが刺激的で、胸が昂ってたまらない。そんな人間がマクウス王に夜を教えることなど――。

「無知でなければ十分。受け入れる経験があれば、なお良いですが」

「ある訳ないだろう。この体格に見た目だぞ？」

　アグイロスの質問にため息交じりで返すが、

「ディルワム殿には手を出されていませんでしたか。もしお手付きなら、話は早かったのですがね」

「嫌なことを言うな。あの男のことなど考えたくもない」

「すみません、冗談が過ぎましたね」

　こんな時に人で遊ぶなと睨んでやれば、アグイロスは肩をすくめて笑い流す。

　そしてネフに目を向け、「どうですか？」とうかがった。

　彼女は覚悟を決めるように小さく頷くと、俺へ視線を定めた。

「イメルド様、後宮のしきたりを記した書に夜の知識がありますので、それを読んで学んで頂けますか？」

「ネフ……本気か？」

「これ以上、意に沿わぬ婦人を陛下に会わせ、苦しませる訳にはいきません。陛下が深く求めているのはイメルド様。ようやく築き始めたものをすべて奪われることにならぬよう、どうか、力を貸して下さい」

　もしかするとマクウス王は、ネフに俺への想いをすでに伝えていたのかもしれない。そうでなければ、この言葉と決断は出てこない。

　さらにネフは眼差しを強め、俺に懇願してくる。

「分からないことがあれば、私が口頭で噛み砕いてお伝えします。必要な物はすぐに取り寄せます。イメルド様の誇りが許さぬというなら、そのお怒りをすべて私にぶつけて下さい。ですから――」

「念を押して聞くが、本当に俺でいいのだな？」

「イメルド様でなければいけません」

　躊躇なくネフが言い切る。出会った頃は、薄弱の王に負けず劣らずの儚い娘だと思っていたが――ここまで芯の強い者だったのかと初めて知る。

　彼女の覚悟と意思を、俺は真っすぐに受け止めた。

「ならば俺も腹を括ろう。陛下のためのことだ。誇りに思いこそすれ、恥ずべきことだと思いはしない」

　俺の決意を聞いて、ネフが目を丸くする。そして安堵で顔を覆いながら大きく息をついた。

「ありがとうございます……良かった……」

　気が抜けて涙声になるネフの背を、アグイロスがそっとさする。

「これより先は、私もイメルド殿もおりますから、一人で抱え込まないで下さいよ」

　優しさをネフに向けながら、俺に対しては微笑みながら厳しい目を向けてくる。

「上手くいかなければ、もう次の手はありません。どうかそのつもりで」

「分かっている。すべては陛下のために」

　正直、戸惑いがなくなった訳ではない。しかし昨夜のマクウス王を思い出すと、俺にできることがあればどうにかしたいと心底思う。

　この身が役立つなら、喜んで捧げよう。

　――無様な姿だと落胆されなければいいが。
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　こうして俺は陛下の夜の教育係として、準備を進めることになった。

　誰から教わった訳でもない、その場の雰囲気と衝動でなんとなくしていたことを真剣に学ぶ――最初の抵抗感はすさまじかった。

　夜を教える書は、決してふざけてなどいない。間違いがないよう、懇切丁寧に交わりを説いている。

　しかし俺がされる側だと思った途端、頭が熱くなり、文字を追えなくなってしまう。

　しかも教育係の心得まで記され、そこには理解してもらえるまで優しく語るようにとあり、沸き上がる抵抗感が半端ない。

　た、確かにそうだ。言わなければ伝わらない。

　何をどうして、どう触れて、何を囁くか――。

「うう……俺が言うのか？　陛下を導いて、ここに挿れて欲しいと……駄目だ。想像するだけで頭が……」

　遠くはない未来、マクウス王の下で体を晒し、行為を教える自分の姿を想像して、俺は頭を抱えて嘆いてしまう。

　いくら陛下が俺を好いているとはいえ、理想と現実は違う。

　この間は不覚にも勃ってしまったものを触られ、不甲斐なく無礼なことをしてしまった俺を許してくれたが……色気も面白みもない男の尻を見せられて、陛下が喜ぶと思えない。ましてやそこへ自身の大切なものを挿れ、種を放つなど――。

　あまりの羞恥に、暴れて部屋を壊したいと何度考えたことか。

　それは許されることではない。後宮という特別な場所で、男の俺が暴れるなど言語道断という理由もあるが、

「……尻が落ち着かない……」

　無理なく繋がれるよう、体を作り変えるもの――先端は細く、涙型に広がった木製の型――を学んでいる最中は俺の中へ挿し込み、準備をしているせいもあった。

　そのまま挿せば痛みを生むだけ。受け入れる際に裂けないよう、皮膚や筋肉を解す目的も兼ねて、専用の軟膏を塗り込んで使用している。

　おかげで痛くはないが、気を抜くと心が乱れてしまう。

　陛下のために尽くしたい思いは嘘ではない。

　しかし俺が陛下と契りを交わすなど……と抵抗も未だある。

　先日のことで分かったが、俺はマクウス王と肌を合わせることはできる。陛下が望むなら、毎晩でも構わない。

　だが体を繋げるとなれば話は違う。

　やはり避けたいという本音がある。

　陛下が嫌だからではない。俺の体に幻滅され、今まで築いてきた関係を失いたくないからだ。

　そう、俺は恐れている。陛下の心が俺から離れてしまうことを――。

　それに気づいた時には、俺の体は中へ招く術を覚え、心の動揺も幾分か和らいでいた。

　役目を果たしてみせよう。

　この先も陛下が王道を歩めるように。
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　二十日ほど準備を進め、俺はついにその日を迎えた。

　専用の浴場で湯に浸かり、身を清めながら俺は息をつく。

　昨日から食事は腹に残らないものを摂るようにし、万が一にも陛下を汚さぬために、念入りに中を清めた。

　すべきことはすべてやった。

　それでも不足がありそうで、まったく胸が晴れないまま俺は浴場を出た。

　本来なら侍女が身支度を整えてくれるものだが、この役目は内密にしたい。だから侍女はおろかネフにも遠慮してもらい、俺は自分で体を拭き上げ、用意された服を手にする。

　初めて後宮へ連れて来られた時と同じような衣装。

　あの時は腰布のみを巻いたが、今日は上半身に薄く透けた布を身にまとう。

　ささやかながら香油をつけ、少しでも陛下の興が冷めないよう心がける。

　どれだけ備えても、それで十分だと思うことがまったくできない。いくら大事な役目を果たすためとはいえ、こんな媚びるような装いをした俺を陛下は受け入れてくれるのか？

　陛下への寝室へ続く廊下を歩きながら、何度も同じことを考えてしまう。

　不快ではなく不安。

　それがマクウス王を疑っているようにも思えてしまい、そんな自分に嫌気が差してくる。

「我ながら見苦しい……」

　小さく呟き、これからの行為に胸を張れない自分を叱咤しったする。

　これは陛下の進退を決めるかもしれない重要な行いだ。他の者では叶わぬのなら、陛下に心を向けてもらえている俺が叶えなければ。

　これは臣下として誇るべきこと。

　そして陛下と手を取り合い、必ず勝たなければいけない戦い。今まで経験した中で最も難しく、絶対に外せぬ戦いだ。

　戦いに臆するなど猛火の獅子の呼び名が廃る。

　寝所へ辿り着く頃には、俺の顔はしっかりと前を向き、身を捧げる覚悟が固まっていた。

　そっと扉に手を当てながら、俺は乾いた唇を湿らせた。

「陛下、お務めに上がりました。どうか寝所へ足を踏み入れることをお許し下さい」

　すぐに返事は来ない。

　反応がない間、自分の鼓動ばかりが耳に響いてやかましい。

　しばらくして――。

「……許す。早くその姿を私に見せて欲しい」

　普段より硬いマクウス王の声が返ってくる。緊張しているのは俺だけではなさそうだ。

　いくら俺に気があると言っても、夜の営みを知らないのだ。俺がしっかりしなければ。

　俺は激戦の地を駆け抜ける時と同等の覚悟を持つ。そしてゆっくりと寝所の扉を開けた。

「陛下、失礼致します」

　断りを入れてから、寝台に腰かけて俺を待つマクウス王の元へと向かう。

　……陛下が、俺を凝視したまま微動だにしない。

　やはり俺には荷が重過ぎたかと思いながら、陛下の足元へひざまずき、ゆっくりと見上げる。

「本日から私が夜の営みを教えさせて頂きます」

「……」

「この日のために準備を進めて参りましたが、陛下が少しでも不快だと思われましたら、どうかすぐに声を上げて下さい」

「……」

「そちらへ行ってもよろしいですか、陛下？」

　俺の話に陛下が一切反応しない。

　まさか呆れ果ててしまわれたか？

　とんでもない間違いを犯したかと内心青ざめていると、

「本当に、イメルドが教えてくれるのか？」

　わずかに声を震わせてマクウス王が尋ねてくる。

「はい。今までの教え上手な婦人方に比べれば、不慣れで拙く、女体とは真逆で色など覚えぬ体ではありますが、誠心誠意お教えさせて頂きます」

「無理をしているな。私のために、誇り高いイメルドが――」

「陛下のお役に立てることを喜びこそすれ、私の誇りに傷などつきませぬ。ですから陛下が私の教えを嫌だと思わぬなら、どうか教えさせて下さい」

「……分かった。ここへ来てくれ」

「ありがとうございます、陛下」

　許しを得て俺は陛下の隣へ座ると、ゆるやかに腰を捻って陛下に体を向けた。

　どうにか始まりに立てたと安堵していると、唐突にマクウス王が俺へ飛びついてきた。

「へ、陛下……！」

「すまない……っ、こんな形で望みが叶うなんて……夢を見ているようだ」

「私を、抱きたかったのですか？」

「その手のことはまだよく分からぬのだが……体がイメルドを欲しがっていた」

　ぎゅう、と。背に回された手が俺を心ごと捕らえてくる。

「どんな麗しい女性が私のためにその身を晒しても、私の体も心も動きはしなかった……だがイメルドのことを脳裏に浮かべるだけで、私のすべてが熱を帯びていたんだ」

　……そうか。これほど強く俺を望まれていたのか。

　陛下の想いは知っていた。だが、こんなに激しいものだとは気づかなかった――いや。気づくまいとしていた。俺では応えられないから、どうか鎮まる日が来るようにと願っていた。

　それなのに、今、こんなにも強く陛下に求められていることが嬉しくて仕方がない。

「……このまま私が教えさせて頂いても構いませんか？」

「構わない。イメルドがいい」

「では……お体を少しだけ離して下さい」

　俺が促すと、マクウス王は名残惜しそうにゆっくりと腕を離し、火照った目で見上げてくる。

　そして首を伸ばし、俺に唇を重ねてきた。

　しばらく互いの温もりを馴染ませ合った後、陛下は顔を離して尋ねてくる。

「イメルド、これからどうすればいい？」

「まずは相手の体に優しく触れて下さい。焦らず、少しでも心を開いてもらえるように……」

「どこでもいいのか？」

「いきなり下へ手を伸ばすのは無粋かと。始めは頭や肩を――」

　俺の教えに沿って、陛下が俺へ触れてくる。

　最初は拙い手つきで髪を撫で、そこから肩へと手を移す。気持ちいい、とまではいかないが、緊張が少しずつ解れていく気はする。

　これでいいのか？　と思っていると、

「ぁ……っ」

　不意に首筋を陛下に吸われ、思わず声が出てしまった。

「触れるというのは、手でなくてもいいのだろ？」

「は、はい、構いませんが……」

「今から少しずつ触れていくから、イメルドが良いと思える所を教えて欲しい」

　そう言ってマクウス王は寝台の上で膝を立て、俺の顔のあちこちへ小さなキスを落としていく。

　こそばゆい感触が、胸の奥まで届く。

　大切なことだと分かっているが……恥ずかしい。

　陛下が俺の反応を見落とすまいと見つめながらされているせいで、羞恥がどんどん湧いてくる。

「あの、陛下……見つめ過ぎてはいけません。相手を緊張させてしまいます」

「あ、そうか。すまない」

　素直に俺の意見を聞き入れ、陛下は目を閉じる。そして口づけの雨を再開させた。

　視界に広がる見慣れた顔が唐突に大人びて俺は息を呑む。

　まだ若王だと思っていたのに、その皮が剥けようとしている。

　いつの間にここまで育った？　毎日顔を合わせていたのに、今やっと気づくとは……。

　胸が詰まって、自然と俺からも陛下の顔に口づけていた。

　ピクリ、と俺の唇に驚いたのか、マクウス王の体が小さく跳ねる。

　それから俺の顔を微笑みながら見つめてきた。

「イメルドからしてもらえると嬉しいな……まだ信じられない」

　お返しとばかりに陛下は俺の唇を再度奪い、体の重みを預けてくる。

　日頃ならこの程度の力、微動だにしない。

　しかしこの場の空気が、陛下の望みが俺を無力にし、思わず体を倒されてしまう。

　俺を見下ろす陛下の目が細まり、さらなる喜びを見出しているのが伝わってきた。

「もっと他も触っていいか？」

「……ええ。陛下のお心のままに」

　上ずった俺の声に何も言わず、マクウス王は俺の首元へ吸い付く。

　まだ勝手が掴めないせいか、吸ってくる力はか弱く、痕がつくには程遠い。それでも確実に俺を意識させ、体に火をつけてくる。

　さわ、と胸を触られた瞬間、腰の奥が落ち着かなくなり、思わず俺は「ん……」と身じろいでしまう。

　今までと違う反応に気づいて、マクウス王が俺の胸筋に軽く指先を沈める。

「ここは気持ち良いのか？」

「俺はそこまででは……しかし女性の胸は優しく扱うことで、悦びを与えることができます。俺の硬い胸では代用にはならないかもしれませんが――」

「硬い、のか？　滑らかな肌が手に吸いついて、揉めば指が柔らかに埋もれて心地良いのだが」

　不思議そうに首を傾げながら、陛下が俺の胸を何度も揉んでくる。

　たまたま細い指先が俺の乳首を掻いた瞬間、

「……っ……」

　痒みとは違った妙な痺れが俺の体を走り抜けていく。

　思わず体をビクッと弾ませてしまい、頬が熱くなる。

「イメルドもここが良いのでは？　教えて欲しい」

「え……あ……は、はい……」

　しどろもどろに答える俺の左胸を揉みながら、陛下が右の突起に吸いついてくる。

　おかしな感覚だ。気持ち良いとは思えないが、体の奥がざわついて平静ではいられなくなる。何より視界が刺激的だ。

　俺の胸に吸いつく陛下を見ていると、なんてことをさせているんだと狼狽える自分がいるのに、俺の胸を望まれる陛下が愛しいと思えてくる。

　自然と俺の手がマクウス王の頭部に回り、畏れ多くも撫でてしまう。ピクリ、と陛下の頭が跳ねた瞬間、前歯が胸の突起をこすった。

「ふ、ぅ……っ……」

「わ、悪い、痛かったか？」

「い、いえ……大丈夫、です。悪くありません……」

「じゃあ、もっと……」

　ただ吸うだけではなく、歯を立て、舌を絡めることを覚えた陛下が、俺を胸から追い詰めてくる。

　体中が熱い。

　それが腰のほうへと集まっていくのが分かってしまう。

　もどかしさと火照りに流されそうで、思わず寝台の敷布を指で掻く。

　俺が雄である証が昂り、触って欲しいと膨れ、痛みで訴える。

　それに隠れて腰の奥がヒクつき、陛下の来訪を心待ちにしていた。

　早くひとつに――いや、焦りは禁物。

　快楽を望む体と、務めを果たしたい頭が俺の理性を揺さ振った。

「陛、下……どうか、強くはやらぬよう……ぁ……敏感な場所ゆえ、相手によっては不快感を覚えるかと……ン……っ」

「うむ、分かった……イメルドは好きなのか？」

「わ、私は……」

「言ってくれなければ分からないんだ。だから頼む……教えて欲しい」

　陛下に問われたが、答えに苦しむ。

　自分でもどうなのか分からない。

　だが、二度と触れないで欲しいという拒絶感はない。

　それに手と口を止められて、胸がもの寂しい気がする。

　俺は葛藤しつつ「……はい」と頷いた。

　マクウス王は嬉しそうに口を緩めると、反対の胸の突起も口に含み、俺を愛でてくれた。

　俺が伝えたことを守りながら陛下の手が下腹部へと伸び、俺の昂ってしまったものに触れようとする。

「ぁ……お待ちを、陛下。そこには触れないで頂きたい」

「なぜだ？　この間は触れさせてくれたのに……」

「私がお教えしているのは子を成すための術。女体にそれはありませんゆえ、無用です」

　マクウス王が不満そうに眉間を寄せる。

　ここまできて興を醒めさせる訳にはいかないと、俺は肘を立てて上体を起こし、陛下の手を取った。

「この身を女体化させることはできませぬが……どうかこちらを代わりにお使い下さい」

　俺のものに触りたがっていたその手を、臀部のほうへと導いていく。

　そして割れた所へ陛下の指を添わせれば、にちゃ、と小さく粘った音が鳴った。

「濡れてる……？」

「先ほどの行為で、女体ならば湿り気を帯びるもの。しかし私の体はそういう作りではありませんから、陛下にお使い頂けるよう、事前に軟膏を塗らせて頂きました」

　ゴクリ、と陛下の喉が大きく動いた。

「そこへ触れることに抵抗はあると思いますが、この日のために準備を重ね、清浄に致しました。陛下の身が汚れることはありませぬので、ご安心を」

「わざわざ私のために……」

「……お嫌ではありませんか？」

「まさか！　イメルドがここまでしてくれて、嬉しく思っている……触れてもいいのか？」

　即答できず、俺は言葉を詰まらせてしまう。

　いくら準備を進めてきたとはいえ、自分で弄いじるのとは訳が違う。

　体の準備もしながら、心の覚悟もしてきたつもりだったが、まだ足りなかったらしい。

　この身を委ねるのが怖い。

　それでも陛下に命を差し出すつもりで俺は口を開いた。

「……はい……急に奥へ挿し込んではいけません。指で入り口から少しずつ、広げるように動かして下さい」

「分かった。何か間違いがあれば、すぐに教えて欲しい」

　マクウス王の指が、俺のぬかるみへ触れてくる。

　ゾクッ。指の腹がわずかに俺の中へ埋まった瞬間、大きな疼きが背筋を走る。

　本来なら挿れられることのない異物が、ゆっくりと沈んでいく。

「苦しい、か？」

　陛下に尋ねられ、自分が顔をしかめていることに気づく。慌てて俺は強張った顔から力を抜いた。

「い、いえ、慣れぬことをしているので、まだ戸惑っているだけ――」

「……すまない、私のために……」

　マクウス王の表情が曇る。

「果たすべき役目をこなせず、イメルドの忠義に甘えて……いつまでも私は弱いままだ」

　俺の心の揺らぎが陛下に移ったような気がして、申し訳なさで胸が締め付けられる。

　不甲斐ないところをこれ以上は見せられない。陛下を苦しめるなら尚更だ。

　俺は陛下に片手を伸ばす。うっすらと赤みが差した頬へ指先を付け、己の心の内に沈みそうになった陛下の意識を俺に向けさせる。

「最初から上手くできる者などおりません。どうか私に甘えて下さい……そのために私はここにいるのですから」

「イメルド……」

「どうか今は思考の海を泳がず――私だけを、見て下さい」

　縋るような、媚びるような言い回しに、俺の歯が浮きそうだ。

　らしくないことを言ったせいで、俺の顔に羞恥の火が灯る。

　そんな俺へ陛下は身を乗り出して口を吸い、わずかに起こしていた上体を押し倒す。

　ギチィッ、と寝台が軋む。

　背中で受けた衝撃が治まらぬ間に、陛下は俺の中へと指を沈ませた。

「ぅ……ぁ、い、いいです……ゆっくりと奥へ……」

「苦しくないか？」

「もう少し、動きを大きくしても……ッ……ぁ……」

　陛下に負担がかからないよう、丹念に自分で解した肉壁。専用の軟膏には感度を高める効果が含まれている。

　そのせいで陛下の指が大きく俺の中ほどを押した時、声が乱れた。

「感じているのか、私の指で……」

「は、い……女体にも、男の体にも、中ほどに快楽を与える部位があるそうなので、適度に押して刺激を……くっ……ン……」

　教えの途中で陛下の指が言われた通りの動きをして、俺からまた聞き苦しい声が零れる。

　指の数が二本、三本と増え、俺が暴かれていく。

　俺の指よりも細いとはいえ、数が増えれば圧迫感を覚えて息が詰まる。何より自分で動かしていない分、中の蠢うごめきに翻弄されてしまう。

　今までの俺では考えられない痴態を晒し、何かが壊れていくのを感じる最中、陛下が俺の脚を開き、割って入る。

「もう、いいか……イメルド？」

　胸の動悸が一層強まり、俺に痛みを与えてくる。

　これを迎えれば今まで通りではいられないだろう――少なくとも俺の中では。

　俺は理性が鈍り、色が滲んだ目でマクウス王を見上げた。

「どうか、お望みのままに……」

　口にした途端、俺の中がキュッと締まる。期待を覚える体は嘘をつけなかった。

　ずっと昂っていたであろう陛下の猛りが、俺の中へと埋まってくる。

「うぅ……っ……は、ァ……」

　しっかりと慣らされた肉壁は、にゅる、と陛下を奥へ招こうとする。

「わ……こ、れは……熱い……」

　驚きの声を挙げながら、陛下は根本まで入れ切らずに動きを止めた。

「ん……陛、下、まだ進めにくい、ですか？」

　息苦しいと感じる気持ちを脇に起き、俺は乱れた息のまま尋ねる。

　するとマクウス王はまぶたを固く閉じながら、小首を振り出した。

「動けない……っ、も、我慢が……っ」

　言いなら陛下が慌てた様子で中のものを引き抜く。

　その最中、陛下の体が大きく脈打ち、俺の臀部や股間に白濁の液が散らばってしまった。

　わずかに息を乱しながら、陛下の顔の赤みがひどくなる。

　初めて経験する際、中で味わう未知の感触に耐え切れず、すぐに達してしまう時があると教本に書かれていたことを思い出す。

　同じ男として、この気まずさは痛いほど分かる。こんな時にどう振る舞えばいいかは書いてあったが、それを思い出す前に俺の口は開いていた。

「私の中は、すぐに快を覚えるほど良かったですか？」

　俺の言葉に陛下がますます赤くなる。その様が愛おしくて顔が緩んでしまう。

　ひとしきり込み上げる羞恥に強張っていたマクウス王が、こく、と小さく頷いた。

「……良すぎて耐えられなかった……早く私に出してくれとせがむように、中が蠢いて……これでは物足りないのだろ？　イメルドのここが収まっていない」

　言いながら陛下は俺の股間へ視線を落とす。

　今度は俺が羞恥で顔を赤らめる羽目になった。

「あの、はい……もっと奥まで繋がり、時間をかけて刺激して頂きたく……相手が達せるように導くことで、子を成しやすくできますから」

「イメルドの奥……」

「今日はここまでにしましょうか。何度も練習し、中の感触を体が覚えていけば、確実に奥へ子種を撒くことが叶うようになりますから」

　体は我慢できないと芯から疼くが、まだ初日。焦って一気にするものではない。

　俺が腰を引き、陛下から離れようとした時――ガッ。両脚を陛下に掴まれ、逆に引き寄せられてしまった。

「へ、陛下……？」

「もう一度できる。イメルドの奥、今すぐに知りたい」

　いつもはあどけなさが抜けないマクウス王の優しい顔立ちが、目をギラつかせ、雄々しい笑いを浮かべる。

　その顔を見ただけで腰の奥が甘く痺れて、早く迎えなければと俺の腰が浮いてしまった。

　再び陛下が俺の中へと埋まっていく。

　すぐに前よりも深く、そして早く入り込んで俺を味わってくれる。

「あ……ッ……ん……ぅ……」

　腰が淫らに溶けていく。その感覚に耐え切れず、俺は敷布を指で掻き、欲しかった快楽に啼きそうになる声を抑える。

　そして陛下のすべてをこの身に呑み込んだ瞬間、思わず感じ入った息を吐いてしまった。

「はぁ……ここまで、来ましたね……あとはこの中に、子を宿す種を撒くだけです」

「どう動けば、良くなるのだ……？」

「まずは互いを馴染ませるように、中を揺らして……ぁ……そう、です……それから、次第に腰を前後に動かして、奥を押して……ッ……はっ……」

　軟膏のせいで敏感になった体が、陛下のぎこちない動きでも快感を拾ってしまう。

　思うように言葉が出せなくなり、押し殺す声ばかりになってきた時、陛下がおもむろに俺の昂りを掴んできた。

「そ、それは……アッ……いけませんっ、触れては――」

「イメルドも良くなって……一緒に……私だけは、嫌だ……っ」

　泣きそうな顔をしながらマクウス王が訴えてくる。

　……ああ、その顔をされると弱い。

　達したがる体も相まって、俺は与えられる快感を受け取っていく。

　体が火照り、今にも熟れて潰されてしまいそうな奥を貫かれた瞬間、

「ふ……っ……ぁ……あァ……ッッ」

　腰が大きく爆ぜ、俺の背が仰け反ってしまう。パタ、パタ、と。自分の熱が腹を汚していくのが分かった。

　陛下はそんな俺の腰から離れまいと、体重をかけ、奥を押し込みながら全身を強張らせる。

　じんわり、と。わずかに体の奥で熱が広がっていくのが分かった。

「ハァ、ハァ……奥で、種を散らすことができましたか……」

　未だ息が整わず、俺の奥を押したままの陛下の頭を、ゆっくりと俺は撫で愛でる。

「これで、王の役目を果たすことが叶いますね……確かめることができて、嬉しく思います」

　大きな障害を取り除くことができて本当に良かった、と俺は胸を撫で下ろす。だが、

「……もう、終わりなのか？」

　呼吸が落ち着いてきたマクウス王は、今生の別れでも交わすかのような悲痛に顔を歪める。やっと繋がれたというのに、終わらなければいけないのかという嘆きが伝わってきて、俺の喉奥に詰まりを覚えてしまう。

　いつかは終わりが来る。回数を重ねるほどに、その時は大きな痛みを伴うことが大いに予想できる。

　それでも今だけは陛下のすべてを受け止めたかった。

「いいえ。まだ教えるべきことがありますので……引き続き、私でよろしいですか？」

　今は終わりではない――それだけでも陛下には救いだったのか、あからさまに表情が明るくなる。

　そしてようやく俺の中から御身を引き抜くと、顔を近づけ、喜びで潤んだ目を細めながら俺を覗き込んだ。

「もちろんだ。どうか私に愛することを教えて欲しい……イメルドを愛することを、許して欲しい」

　ずっと夜に繰り返してきた秘め事を、すべて俺に曝け出すように陛下がゆっくりと唇を重ねてくる。

　想いが押し付けられていく――俺は未だ体の奥に漂う快感とともに、陛下の唇の柔らかさと温もりに感じ入る。

　終わりを迎えたその時、この優しく愛おしいものが一斉に俺へ刃を向け、内側から身を貫くことは分かっている。それでも陛下から与えられるものすべてを俺は呑み込み、抱えていった。
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　俺の体を通して、陛下が子を成すための役目を果たせるということは確認できた。

　だが、教育係の役目はそれだけではない。夜の営みは子を成すだけではなく、王の最も近い場所へ相手を置き、支え合うことになる。

　その相手と深く繋がり、揺らぐことのない土台を築くためにも夜の営みは重要だ。上手くいかなければ不和を生み、王の身を危うくする。引いては国を揺るがすことにもなる。充実した夜を相手と過ごすための術を身に着けることは、国の安泰に繋がるのだ。

　決して侮ることのできない大事を教える相手が、本当に俺でいいのか？　という疑問は尽きない。しかし陛下が求めて下さる以上、俺は務めを果たさなければいけない。

　陛下の教育係が俺ということが周囲に知れ渡れば、どんな陰口を叩かれるか分からない。評判も明らかに下がるだろう。だから関係者以外には知られぬよう、俺は普段通りを努めた。










「イメルド様、隙あり……っ！」

　いつものように後宮の庭で稽古をつけていると、俺と手合わせしていたザワトが大きく飛び上がり、遠慮なく木の剣を振り下ろしてきた。

　わざわざ声を出すな。気づかれてどうする。

　呆れながら俺は軽く腰を落とし、地を蹴ってザワトを迎えてやる。

　ガッ、と木の剣を持つ手を掴んで動きを止め――ブンッ。ザワトを投げ落とす。

　普通なら地面に激突して無事では済まないだろう。だがザワトは身を翻し、着地と同時に俺へ跳び向かってくる。コイツの身のこなしは感心する。

　しかし、まだ甘い。

　俺はザワトの胸元を掴み、再度投げ落とす。

　完全には放らず、掴んだままで背中への衝撃を軽くして――。

「げふ……っ！」

「どうするザワト。まだやるか？」

　背中を地面に着けたザワトを見下ろせば、小刻みに首を振ってきた。

「降参です！　続けたら一方的に殴られるだけですし！」

　木の剣を手放し、ザワトは両手を挙げる。

　もう少し反撃の機会を与えても良かったか、と思いながら俺は顔を上げる。

　少し離れた所でシュウノに並びながら、剣を素振りするマクウス王の姿が目に入る。

　……ここしばらくで顔つきが変わった。まだ幼さはあるが、どこか精悍せいかんさが――。

「イメルド様……なんか最近、色っぽい？」

　寝そべったままザワトが、俺を見上げながら呟く。

　思わず驚きで目を見開いてしまった。

「な、何を言い出すんだ、急に」

「だって今までたくましくて強固な感じしかなかったのに、丸みを感じるようになったし、肌もキレイになったような――」

「気のせいだ。今日はしっかり寝て、正常な目を取り戻せ」

　ザワトへ否定しながら、動揺で走り出した鼓動を自覚する。

　コイツの勘は恐ろしい。このまま近くにいると、余計なことに気づかれそうで、俺は手合わせをシュウノと交代しようと口を開きかける。

　それよりも早くマクウス王と視線が合い、声が飛んできた。

「イメルド、腕に違和感がある。少し見てもらえないか？」

「分かりました陛下……ザワト、シュウノと手合わせしてくれ」

　俺が指示を出すと、ザワトは勢いよく飛び起き、快く頷いた。

「はいっ！　シュウノに勝ったら、次も手合わせして下さい！……シュウノー、勝負だぁ！」

　小走りにシュウノの元へ向かったかと思えば、ザワトはもう剣を振り上げ、手合わせを仕掛けていた。

　事情を知らないシュウノが慌てて応戦する。

「いきなり襲ってくる奴があるか！　あ、バカ、仕切り直しを――」

「イメルド様への挑戦権、またもらっちゃうな」

「クッ……卑怯な！　こうなったら本気出して返り討ってやる！」

　よくある光景を、またかと息をつきながら眺めていると、駆け寄ってきた陛下が俺の手を引いた。

「行こう、イメルド」

　有無を言わせてもらえず引っ張られるままについていけば、陛下の寝所まで連れ込まれてしまう。

　扉をしっかり閉めると、陛下は寝台に腰かけ、服の上を脱いで肌を露にする。

　ここ最近の間で見慣れてしまった姿。なのに昼間の明るい所でその姿を見せつけられ、俺の胸が落ち着かない。

　まさか今から？　と一抹の不安を覚える俺をよそに、陛下は自身の右腕に手を置いた。

「さっき剣を振っていたら、腕の内側に痛みが走ったんだ。今も違和感はある。肩も少しおかしいんだが――」

「あ、は、はい。見せて頂きます」

　わずかに動揺を見せてしまい、頭を抱えたくなる。

　気を取り直してマクウス王の腕を軽く触り、肩を回して感触と反応を見る。若干だが回すと引っかかりがあり、陛下が顔をしかめる。

「少し筋を違えたかもしれませんね。しばらくは剣の鍛錬を控え、足腰を鍛えることに重点を置きましょう」

「ありがとう。そう大事がないのならば良かった……ふふ」

　俺を見上げながら陛下が小さく笑う。

「私に襲われると思ったか、イメルド？」

　未熟さを残しながらも、雄々しさが滲み出た顔を向けられ、俺の鼓動が跳ねる。

　答えに困っていると、陛下はさらに表情を朗らかにした。

「冗談だ。今は鍛錬の時間。公私混同すればイメルドに見放されてしまう」

「……私のことを、よく分かって下さって何よりです。今から薬を塗らせて頂きますので、しばしお待ちを」

　俺は一旦マクウス王から離れ、部屋の隅にある小さな棚から薬を手に取る。

　そして戻ってすぐに陛下の腕から肩へ、軽く筋肉を解しながら薬を塗り込んでいった。

　まだまだ細いが筋肉はついた。身長も伸び、骨格もしっかりしてきた。そして何より、表情がたくましくなった。

　心身の成長を実感して密かに嬉しく思っていると、「イメルド」と陛下に名を呼ばれた。

「午前の会議で、私の成人の儀が近々行われることが決まった。イメルドのおかげだ、ありがとう」










　成人を迎える準備が整った――この寝台で、今にも命の灯が消えようとしていた薄弱の若王が。

　一番近くで王を支え、見守ってきた身として、胸に来るものがある。すぐに言葉を出すことができず、何度か口を開きかけては閉じてを繰り返した後、ようやく一言口にできた。

「おめでとうございます、陛下」

「うん……イメルドが支えてくれたから、ここまで来ることができた。本当に感謝の言葉しかない」

　薬を塗り終え、服を再びまとった陛下は、ジッと俺の顔を見つめた。

「……私は成人して、本格的に王として政に携わる。今まで通りには過ごせないし、子を成すために后を選び、女性と通じることになる」

「存じております。これより私にできることは、陛下の身を守ることだけ――」

「イメルド、私は役目を放棄しない。イメルドが誇れるような立派な王となる。だから……時間が許す時でいい。私を、その身に招くことを許して欲しい」

　成人となって間もなくから、夜の公務が本格化する。

　そうなれば教育係の役目は終わる。

　マクウス王と繋がる理由はなくなり、王を、後宮を守る役を果たすだけとなる。

　なのに関係を求めるということは、俺を側室として扱いたいということになってしまう。

　いくら注意しても、関係が長引けばいつかは気づかれる。王の足元がすくわれかねない行為だ。

　陛下のことを思えば断るべきだ。だが――。

「愛している、イメルド。私は……やっと得られたお前の温もりを、手放したくない」

　救いを求める目で見つめられ、俺は息ができなくなる。

　短い間だったが、濃厚に陛下の愛を受けた体が未練に疼く。

　突き放せはしない。しかしお心まで受け入れられない。

　となれば、俺の答えはひとつしかない。

「……陛下のお心のままに」

　臣下として、求められたら応えるまで。

　俺の答えに陛下の瞳が揺らぐ。そして悲しそうに微笑んだ。

「ありがとう……その答えだけで十分だ」

　陛下が俺の腕を引いて腰を屈めさせると、口づけてきた。

　一番望む答えを返すことができず、俺の胸奥が鋭く痛む。

　見違えるほど成長したその体を抱き締めたい衝動を覚えながら、俺は自分からは何もせず、ただ陛下の気が済むまで口づけを受け入れた。










　夜を教える役を降りても、この体が求められる――ほんの一瞬、安堵した自分がいた気がした。

　用心していたはずなのに俺は脇が甘かった。

　だから俺はあの男の手の平で踊っていたことに、ずっと気づけなかった。

　それを突きつけられたのは、成人の儀の最中だった。


















　四章　宰相エケミルの狙い














　成人の儀は数日をかけて行われる。

　歴代の王や国の始祖、奉る神への報告を祭壇にて行い、王の間にて長きに渡って行われている儀式をこなし、城の直近にある街を行進して民からの祝福を得た後、城内で晩餐会。

　城の外へ出れば、襲撃や暗殺の危険が高まる。

　だから俺はマクウス王の馬を引く役目を負い、陛下を護衛することになった。

　異邦の身を隠すために、外を練り歩く際は赤髪を茶色に染め、陛下の黒馬に映えるよう、祭事用にわざわざこしらえた白銀の鎧を身にまとう――かなり前から手配し、少しでも見目良くなるよう世話してくれたネフには感謝しかない。

　陛下は代々受け継がれてきた剣を腰に差し、色白の肌と明るい金の髪が映える、夏の蒼天を切り取ったような衣装をまとった。

　今までいつ床に伏せてもいいよう、公務の際でも緩やかな服を着用されていた陛下。襟を詰めた公式の衣装が新鮮で、凛々しさが滲み出ていた。

　名ばかりで薄弱だった王の面影は見当たらない。

　マクウス王の姿を誰かが目にする度、驚きの顔や感嘆の息とよく出会った。

　虚弱でいつも床に伏せっていた若王が、ここまで立派に成長するとは思っていなかったのだろう。

　あどけなさを残しながら、顔立ちは良く、頼もしさと優しさを併せ持つ陛下を見て、特に女性たちの目の色が変わっていた。

　理不尽なことだが、同じ政をしても、姿の良し悪しで民衆の評価が変わることも少なくない。その点、陛下は恵まれていると言える。

　しかし、陛下の姿が知れ渡ることで、国内外で后候補になりたがる者が後を絶たないだろう。

　後宮に送り込まれた姫君たちのせいで、女性への苦手意識を刷り込まれた陛下。今後のことを思うと、陛下の苦難はこれからだと断言できる。

　これまで以上に陛下を支えていく必要がありそうだ。臣下としても、陛下へ身を捧げる者としても――。

　形だけではなくなってしまった、陛下の側室としての立場。

　普通ではないこの状態が俺の日常。この立場が変わることなど考えもしなかった。










「ふぅ……成人の儀は大変だな。イメルドに鍛えてもらわなければ、途中で倒れて臨終していたかもな」

　民へのお披露目を終え、残すは明日の晩餐会のみとなったマクウス王が、寝所で着替えながら苦笑する。

「縁起でもないことを言わないで下さい。しかし……その可能性は無きにしもあらず、ですね」

　陛下が脱いだ服を手に取りながら、俺は出会った当時を思い出す。あのまま成長していたならば、外に出て、真昼の太陽の光を浴びただけで倒れていたかもしれない。

　強くなられて良かったと思っていると、陛下が俺の袖を引いてきた。

「イメルド……今夜、いいか？」

　……本当に強くなられた。

　昨夜も厳おごそかで堅苦しい祭事が続いて、疲れていたであろうに俺を寝所へ呼んだ。

　若いから、ということもある。それ以上に成人の儀が無事に終われば、いつ俺と体を繋げられるか分からないから、という焦りもあるのだろう。

　もう一通りの営みは覚え――あまりに呑み込みが早かった――今は俺の中へ精を放つだけでは気が済まず、俺をいかに悦ばすかということに夢中だ。

　どうか勘弁して下さい、と言いたいところだが、マクウス王に懇願されてしまうと断れない。ましてや営みの最中は体が昂ってしまい、心ごと流されてしまう。

　俺よりも俺の体に詳しくなりつつある陛下に、戸惑いを抱かずにはいられない。

　しかし拒絶という選択肢は俺にはなかった。

「……準備しますが、どうか明日に支障をきたさないように」

「分かっている。イメルドを落胆させるような真似はしない」

　一笑してから陛下は俺の頬へ手を伸ばし、首を伸ばして俺に口づけてきた。

　軽く唇を押し当ててすぐ、夜に見せる淫らな舌の動きで、俺の口の中を遠慮なく弄ってくる。

　まだ昨夜の余韻を残している体が大きく疼いた。

「ン……っ……はぁ……」

　力が抜けて膝が折れそうになっている俺を、陛下は寝台に腰かけるよう促してくる。

　その流れに抗えず座れば、陛下は俺の両肩を掴み、逃がすまいとしながら俺の口内を舌と吐息で抱く。

　まだ日は高い。このまま雪崩れ込む訳には――。

　密かに狼狽うろたえる俺の唇を陛下は解放した。

「すまない、襲うつもりはなかったんだ……イメルドの顔を見ていたら、体が落ち着かなくなって」

「そ、そうですか……」

「困ったな。知れば自分の気持ちが納得できると思っていたのに……イメルドを知れば知るほど、もっと求めたくなる」

　陛下から熱烈な眼差しを送られ、俺の鼓動が走り出す。

　美女でもなければ、美女顔負けの見目麗しさも持ち合わせていない、体格差も激しい俺という人間へ、よく夢中になれるものだとある意味感心してしまう。

　だが、それを快く思う俺がいる。

　求めてもらえる快感を覚えてしまうと、もう体が陛下を望んでしまう。立場も性別も気にせず、年上の矜持きょうじを投げ捨てて応えることができたら――。

　甘く愚かな考えがよぎりそうになり、そんな自分にゾッとする。

　なんて低俗で卑しい人間に成り下がろうとしているんだ、俺は。陛下の足を引っ張るだけのロクでもない感情なんぞ、あるだけ邪魔だ。

　これは陛下の心を支え、王の道を歩むための公務。

　――そう完全に割り切ることができれば、どれだけ楽になれるだろうか。

　俺の揺らぎを見抜くように、陛下がもう一度俺へ口唇を重ねる。

　今度は宥めるような優しい口づけ。

　顔をわずかに離し、陛下は俺の耳元でそっと囁く。

「少しでも早く呼べるよう、準備するから」

　陛下の甘い誘いに、俺は小さく頷いていた。
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　成人の儀の締めとなる晩餐会は、盛大に行われた。

　城内の大広間で王侯貴族たちが勢ぞろいし、豪勢な食事を堪能しながら華やかな音楽を楽しみ、談笑を交わし合う。

　食事の最後に振る舞われる甘味まで出された後は、仲の良い男女たちが広間の中央で踊り、懇意の重鎮たちは酒を酌み交わす。

　この宴の主役であるマクウス王は、後宮の姫君たちに手を引かれ、中央へと踊りに誘われていた。

　他の姫君も近づく好機とばかりに群がり、陛下へ次々と話しかけ、「私も一曲お相手して下さい」と懇願している。明らかに陛下が困惑しているのは分かるが、こればかりはご自身で切り抜けてもらうしかない。

　俺は広間の隅で気配を殺しながら、陛下に危険が及ばないよう見張り続ける。

　このまま無事に晩餐会が終わればいいが――。

　愛想笑いを浮かべながら、必死に姫君たちの一人一人と踊る陛下を見つめていると、

「失礼します、イメルド様」

　俺と同じく、警護役についているシュウノが声をかけてきた。

「どうした、シュウノ？」

「あの、実は……これをイメルド様に渡して欲しいと頼まれました」

　珍しく戸惑いを見せながら、シュウノが一通の手紙を差し出してくる。

　俺はそれを受け取り、封を開けながら尋ねる。

「いったい誰から頼まれたんだ？」

「……宰相閣下自ら、です」

　相手を知った途端、受け取った手紙がずしりと重く感じる。

　何を企んでいる？

　嫌な予感を覚えながら、俺は中の手紙を開いた。

　内容はとても短く、誤解しようがないこと――今すぐここを抜け出し、中庭へ来て欲しいという旨が書かれていた。

　顔を上げ、改めて広間を見れば宰相エケミルの姿がない。

　本音を言えば行きたくはない。しかし逆らえば何をしてくるか分からない相手。俺が無視をしたせいで、陛下に危害を加えるかもしれないような人間だ。下手に逆らうのは得策じゃない。

　まさかおびき出して、俺を中庭で始末する気か？　それなら上等だ。返り討ちにしてくれる。

　俺は腹を括ると、手紙を折り畳んで懐へしまう。それからシュウノと目を合わせ、中庭がある方角を顎で指した。

「今から俺はここを離れる。代わりに陛下の護衛を頼んだぞ」

「分かりました……どうかお気をつけて」

　互いに頷き合った後、俺は踵を返して中庭へと向かった。










　月夜の庭園へと足を運んでみれば、優美に微笑みながら、咲き誇る花々を愛でる宰相エケミルの姿があった。

　一見すれば宰相一人だけ。だが以前にここで会った時を思えば、どこかに護衛が潜んでいるのは間違いないだろう。

　俺に気づくとエケミルは、表情をそのままに視線を花から俺へと移す。

「来てくれましたか、イメルド殿。こうして向き合うのはしばらくぶりですね」

「わざわざ俺を呼び出して、なんの用だ？」

「少々お尋ねしたいことがありましてね……陛下の件で」

　口端が引き上がり、笑みに妖しさが増す。

　嫌な予感しかしない。何を聞かれるんだと身構えていると、

「とある噂を耳にしたのですが、どんな麗しい婦人が出向いても、夜のお務めを果たすことが叶わなかったと……しかし、こうして無事に成人の儀を迎えることができました。つまり陛下と関係を結べた者が現れたということ」

　俺の背筋にピリ、と緊張が走る。

　この男にだけは絶対に真実を知られたくない。

「その報告はすでに聞いておられるのでは？　陛下が無事にお役目を果たせることを、ネフ姫が確認されたと」

「ええ、アグイロスから聞きましたよ。いつも通りの調子で、他愛のない報告のひとつを告げるように」

　エケミルが己の頬へ手を当てながら、ぽつりと呟く。

「……彼が調子を一切崩さない、ということが引っかかったんですよね」

　事情を知る数少ない人間であるアグイロス。

　この件に関しては口外しないと、本人の口から聞いている。公になれば、ようやく釣り合いが取れてきた現状が壊れるから、と。

　真実を握られることは、アグイロスの望みではない。

　普段通りを貫こうとして逆に疑われることになるとは、アグイロスも考えていなかっただろう。

　誤魔化し切るしかない、と俺は腹をくくる。

「それが何か？　公私を混同せず、冷静に報告したまでのことでは？」

「フフ、そういう見方もできますか。まあいいでしょう。しかし――」

　エケミルが俺に歩み寄り、ささやかな声で告げる。

「目が違うのですよね。陛下が貴方を見る目が……なんとも熱く、恋焦がれる目。気づいていないとは言わせませんよ」

　一瞬、息を止めてしまう。

　揺さ振りをかけているだけだ。気づかれている訳じゃない。

　平静を装うとするが、俺の手は汗ばんだ。

「畏れ多いことだが、俺は陛下から尊敬して頂いている。非力な身だからと、俺の強さに憧れていらっしゃる」

「尊敬……まあその延長線でしょうね。誰もが見向きもしなかった薄弱の王に手を差し伸べ、完全に陛下のお心を掴んだ唯一の者。さぞイメルド殿の元は、居心地が良かったことでしょう」

「もしそうであれば、臣下として身に余る光栄。それの何が悪いことでしょうか？」

　敢えて胸を張って俺が言い返せば、エケミルは軽く一笑して流してしまう。

「悪いとは言っておりませんよ。ただ……果たしてあれだけ様々な女人と通じ合えなかったというのに、最初に試したであろう者が叶えたということが引っかかるのです」

「一回で必ず上手くいくとは限らないものでは？」

「手を尽くし、私ではお役に立てないと後宮の隅で涙を堪えていたネフ姫が、このままではいけないと婦人方に声をかけたこと、聞き及んでいますよ」

　俺の目を逃がすまいと、エケミルが視線を強く絡ませてくる。

　少しでも逸らせばすべてが暴かれそうで、俺は見つめ合うしかなかった。

「確かにそうかもしれぬが、ネフ姫は役目を果たされた。これが事実。憶測で物を言われては困りま――」

「陛下の寝所へ何度も出入りしたことのある者は三人。ネフ姫とアグイロス……そしてイメルド殿。特に貴方はここ最近、連日のように出入りしているそうですね。しかも夜中に」

「……何が言いたい？」

「お見通しなんですよ。なぜなら私が貴方がたを、そうなるように仕向けたのですから」

　虚を突かれたことを言われ、思わず俺は目を点にしてしまう。

「なん、だと……？」

「私が後宮へお呼びした姫君たちは浅ましかったでしょう？　そんな人間を選んで送ったのですよ」

　家柄ではなく、人柄――悪い意味合いで。

　三者違う性格ではあるが、共通して我が強く、一方的に話を押し付け、マクウス王を辟易へきえきとさせ続けてきた。

　あれを故意に送り込んできたという神経が、まったく理解できない。

　背筋を怒りでザワつかせながら、俺はエケミルを睨む。

「何が目的でそんな真似を――」

「人との接点が少なかった陛下は、あれで一気に女人の厄介な側面を目の当たりにして心を痛めたでしょう。となれば心満たされる貴方の元へと逃げ、胸に抱いていた憧れをより強いものとしたことかと……恋情を覚えるほどに」

　ふざけるな、と叫びたかった。

　だが、怒りが過ぎるあまり声が出ない。

　全身を戦慄かせる俺の神経を、エケミルはさらに逆撫でてくる。

「ディルワム殿に捕らえられた貴方を、手元へ置きたいと言い出した時から、陛下の目が同情以外のものを宿していたことは知っていたのですよ。だからお二人の仲を注意深く見ておりました……私から隠せる訳がなかったのですよ、最初から」

　お前が陛下をそうなるように仕向けた、と？

　わざと薄弱にさせられ、一人奮闘する中で出会った俺へ惹かれ、求めるようになったのは、お前のせいだと？

　……陛下を愚弄ぐろうするな。

　人の想いを、そう安易に弄られてたまるか。

　思わず拳を固く握って、真っすぐにその顔へぶち込んでやりたい。しかしそんな真似をすれば、潜んでいる護衛に斬られ、命を落とすことになる。もし返り討ちにしてこの場を凌いでも、宰相を襲った罪人として裁かれるだけだ。

　まず死罪は免れない。

　それが陛下のためになるなら、喜んで命を捨てるつもりだ。だが、そんなことになれば陛下が苦しむ。

　俺がいなくなれば、陛下は絶望し、生きる気力すら失いかねない。

　自惚れではない。そうなると確信できるほど、陛下の愛がこの身に注がれたのだから。

　短気を起こさない俺へ、エケミルが畳みかけてくる。

「貴方が陛下へ営みを教えたとなれば、それを問題視する者も多く現れるでしょう」

「……営みを覚えれば、あとは心から望む相手を見つけるのみ。これから多くの者と出会うことで、陛下は意中の女性を見つけることができるかと」

「その時にイメルド殿が近くにいては、説得力に欠けてしまいますね。やはり男でなければ営みをできぬのか、と思われても仕方ありません」

　スッ、とエケミルの目が鋭くなる。

　優美な仮面の下から、野心に満ちたギラつきが覗く。

「陛下が成人の儀を果たした今、貴方はもう陛下の近くにいなくてもいいのですよ……だから私の元へ来なさい。そうすれば陛下に悪評は立ちませんよ？」

「断る。誰がそんな――」

「もう貴方は、陛下の足を引っ張るだけの存在。そのことをわきまえたほうがいい……私に跪ひざまずきなさい。そうすれば、悪いようにはしませんから」

　不意に、ディルワムが言っていたことを思い出す。

　意に沿わぬ者が首を縦に振るまで、執拗に手を打ってくる――。

　時間をかけ俺を追い込んでいたのか。

　マクウス王を守る盾として、必要とあれば剣としても力を尽くすはずだったというのに……この男のせいで、俺は陛下の弱点になり下げられてしまった。

　なんて屈辱だ。堕ちた立場を引き上げる術など俺にはない。このまま憎き宰相に膝をつき、手駒として生きる道しか――。

　怒りで震えながら、俺は跪こうと動きかける。

　――グイッ。

　突然、力強くたくましい腕が俺の肩に巻かれ、強引に俺を引き寄せた。

「宰相殿、私の元からイメルドを引き抜かないで頂きたいですな」

　急に耳へ入ってきたディルワムの声に、俺は驚いて息を引く。その間、体を俺に密着させて腰を抱き、全身で怒りに満ちた俺を封じてくる。

「おや、ディルワム殿。いきなり野暮なことをなさりますね」

「野暮も何も、自分のものが奪われようとしているのを、ただ眺めているだけの鈍人どんじんにはなれませぬからな」

　動じないエケミルに対し、ディルワムは愉快げに笑う。

　それから間近で俺に顔を向け、やけに熱い目を向けてくる。

「今まで隠しておりましたが、イメルドは私めの腹心……この国へ連れて来た時に契りを交わし、幼い陛下を守るために後宮へ送り込ませて頂いた」

　何を言い出すんだ、ディルワム？　俺とお前の間にそんなことがあってたまるか！

　思わず反発しかけたが、腰を抱く手に力を入れられ、何も言えなくなる。

　ディルワムのあり得ない嘘に、エケミルがあからさまに訝しげな顔を見せる。

「つまりイメルド殿はディルワム殿の情夫だった、と？」

「腹心、ですぞ。間違えないで頂きたい。この度、無事に陛下が成人をお迎えになられたことを機に、正式に我が副官に就いてもらう」

「そんな嘘を真に受けるとでも？」

「なぜ嘘と思われる？　これまでの私の行動は把握されているはず――私は人が滅多に訪れることのない後宮へ足を何度も運んでいたし、若い部下をイメルドに預けて鍛えさせてもいた。陛下の様子をいつも報告してもらっていた。これだけの関りを持ちながら無関係？　あり得ませんな」

　確かにこのディルワムの言葉に偽りはない。

　俺たちの中での認識は違えど、客観的に見ればディルワムの部下と言っても通じる内容だ。誰がなんと言おうと契りは交わしてないが。

　まるで恋人を労うように、ディルワムが俺の頭を撫でた。

「陛下への務めご苦労だった。俺の命で望まぬことをさせて……」

「な、何を言って――」

「もう陛下は子供ではない。相手はこれからご自身で探されるだろう……だから心置きなく俺の元へ戻って来い、イメルド」

　嘘の上塗りを重ねられ、俺はめまいを覚えてしまう。

　ああ、あり得ない。

　この場を切り抜けるための嘘を言っているのは分かる。俺はディルワムの命令で陛下の夜の営みを確認しただけに過ぎず、マクウス王の寵愛を受けている訳ではない。もう任務を果たしたのだから戻れ――深き繋がりは陛下ではなく、ディルワムとの間で築かれている。陛下が俺にかまけて世継ぎを成さない、という心配は無用という話にしたいのだろう。

　動揺を見せてしまった俺を一瞥いちべつし、エケミルは小さく首を横に振る。

「そのような見方は可能かもしれませんが、無理がありますね。そもそもディルワム殿、イメルド殿の言動は貴方を嫌ったものばかりではないですか」

「演技に決まっているでしょう。イメルド、真の関係を宰相殿に教えて差し上げろ」

　……なんて嫌な選択だ。

　ここで否定すれば宰相に下るしか道はなくなり、肯定すればディルワムの副官という肩書きの情夫という嘘を認めることになる。

　全部嫌に決まっている。だが、陛下のためを考えるなら――。

　俺はぎこちない動きでディルワムへ顔を向ける。

　そして勢いよく厚みのある顎を掴み、苛立ちをすべてぶつける気持ちで、その口へ俺の唇をぶつけてやった。

　――親指でディルワムの唇を押さえ、その爪に俺の唇を当てさせる。今できる最大の譲歩だった。

「……これでいいか？」

「上等……いかがかな？　お望みなら我らの営みをここで行いますぞ？」

　ディルワムが俺を腕に閉じ込めながら、エケミルを牽制する。

　俺だけを相手にする時よりも冷ややかな顔で、エケミルはディルワムに冷めた視線を送る。

「それが貴殿の答え、ということでよろしいですか？」

「ああ。俺の愛しい獅子を、宰相殿に横取りされる訳にはいきませんからな」

「ならば陛下の夜の営みについては、ディルワム殿にお任せ致しましょう。早くお子を成して頂けるよう、話を進めて下さい」

「任せて頂き、感謝する。一日も早く世継ぎを得られるよう、頑張ってまいりましょうぞ」

　どうにか話がまとまった所で、エケミルが踵を返して立ち去っていく。

「行くぞ、イメルド」

　俺の肩を抱きながら、ディルワムが歩くように促してくる。

　言われるまま歩き出せば、足元の感覚が分からなくて俺は顔をしかめてしまう。

　この国でマクウス王とともに築いてきた土台が崩れた――ただの異邦人よりも弱い立場になったことを、全身で理解した。










　城の中へと戻るのかと思えば、ディルワムは庭園の脇へと向かい、光が当たらぬ壁の陰へと俺を連れ込む。

　そして秘めた逢瀬を重ねるように、俺を正面から深々と抱き締めた。

「な、何を――」

「このままで聞け。言いたいことなら後から小声で話せ」

　行動に反して、ディルワムの囁き声は真剣だ。

　俺が何も言わず頷けば、大きく息をついてから「面倒なことに足を突っ込んでしまった」とディルワムがぼやいた。

「宰相殿の狙いは、俺の真意の確認だ……お前を利用して、俺に陛下を担ぐ意思があるかをハッキリさせたかったんだろう」

「……どういうことだ？」

「陛下が成人することを機に、王派に回る人間が増えてきている。だが、陛下そのものの力はまだ弱い。だから王派の有力者の元へ集おうとしてくるんだが……その中で一番大きな影響力を持っているのは俺なんだ」

　ディルワムは武官だけでなく、有力な文官や王侯貴族とも繋がりがある。

　もしディルワムが本気になって動けば、宰相と権力争いをすることも可能なのだろう。しかし当の本人はあまり権力に興味がない――と思っていたが……。

「面倒は嫌いだ。俺は戦場が好きなだけの男。王派の最大勢力になる気など一切なかったんだがなあ」

　ディルワムは物憂げな息をついてから話を続ける。

「俺が陛下の後ろ盾になって以来、定期的に陛下と遊戯盤で戦っているが……一度も陛下は俺に屈しない。最近は三戦中の初戦すら勝てない時もある。宰相殿のせいで退場されると、俺が負けたままで終わる。甚はなはだ遺憾だ」

　遊戯を通して行われていた戦の指南。そこまで思い入れがあったとは意外だった。

　ディルワムの小さな笑いが、俺の耳に入ってくる。

「俺に勝とうと意地を見せてくれる人間は稀有けう。盤上とはいえ俺を熱くさせてくれる陛下も、絶対に俺へ屈したがらないお前も、俺は気に入っているんだ」

「対象は陛下だけにしてくれ。俺は嫌だ」

「そう言うなイメルド。俺は強力な味方なんだからな」

　わずかに体を離したかと思えば、ディルワムは俺の顎を持ち上げ、顔を近づけた。

「俺はこれから忙しくなる。だから副官となって手伝ってもらうぞ。そして陛下の評判を下げぬために、表では俺の情夫に見られるよう振る舞ってもらう……嫌とは言わせんぞ。宰相殿に屈するよりマシだろ？」

　陛下が俺に入れ込んで、子を成すことを疎かにするかもしれないという疑惑。

　疑いがきれいに晴れるまでとはいかずとも、俺が距離を取ることで、熱が薄れて他へ目が向かうだろうという見方が生まれる。

　わざわざディルワムが逃げ道を作ってくれた。

　望まなかった権力争いの渦中へ身を投じることで。

　この男に大きな借りを作ってしまった――じわり、と実感が生まれて、俺の胸がひどく焼けついた。

「さて、この俺を面倒な道へ踏み入れさせた対価、少しは払ってもらおうか」

「……何をすればいい」

「今度はその指の邪魔なく、お前のを……それで勘弁してやる」

　思わず俺は奥歯を噛み締め、ディルワムを睨んでしまう。

　腹立たしさを目の前の男にぶつけてしまう自分が、惨めで情けない。

　さっさと済ませて先々のことを考えなくては。

　どうせ初めてではないんだ。今さら口を合わせたところで何も起きはしない。これぐらい――。

　ふと俺の脳裏に陛下の顔が浮かぶ。

　夜の営みを教える以前から、ずっとマクウス王の想いを受け続けていた唇。

　そこへ他の誰かの口を重ねるのか？

　相手がディルワムだろうが、別の人間だろうが関係ない。

　陛下に託された純粋な想いが汚れる気がして、俺は呆然となってしまった。

「イメルド？」

「……できない。それだけは」

　思わず口を手で覆いながら呟いてしまう。

「分かっているんだ。お前がどれだけ厄介な道へ踏み込んでくれたのかは……俺の何かで済む話じゃないことを、唇ひとつで手を打つなんて、まったく割に合わないのに」

　なんなんだ俺は……いつからこんなに弱くなった？

　弱ければ何をされても文句は言えない。

　弱者は奪われる。身も、心も、秘めた想いも、大切にしたい繋がりも――。

　その覚悟は、戦場を離れた今もあると思っていたというのに。

　今になって失いたくないなどと、見苦しく嘆いてしまう自分が嫌で嫌で仕方がない。

「なんだ、この弱さは……無様だ……これで陛下をお守りしようなどと……」

　激しく自分に落胆する俺の肩へ、ディルワムが手を置いた。

「それが分かっているなら、しっかりともがけ。足元を固めろ。そうすればお前は以前より強くなれる。俺に負かされる前のお前より、遥かに強く……な」

　そう言うとディルワムは俺から手を離し、解放してくれた。

「気が変わった。イメルド、俺に借りを返す気があるなら強くなれ。そして俺ともう一度勝負しろ。俺を心底熱くした戦いの、それ以上を求める。できるか？」

「……必ずやってやる。陛下のすべてを守るために」

「陛下側へ完全に立ってしまった身としては、その意気はありがたいな。よし、話はついた」

　ニヤリ、とディルワムが自信に満ちた笑みを浮かべる。

「望まぬ展開とはいえ、お前を副官として使えるというのはありがたい。あとシュウノたち以外で見込みのあるヤツらを鍛えてもらうぞ。遠慮なくしごいてくれ」

「分かった。全力で叩き込んでやろう」

「他にも頼みたいことが山ほどある。自分の弱さに嫌悪する暇はないからな。近日中に手続きを済ますから、イメルドも準備しておけ――」

　忙しくなるなら、随分と気が楽になる。

　それが陛下の立場を盤石にすることへ繋がるなら、どんな苦難も喜んで打ち込める。

　己の心を鼓舞こぶしている中、当然のことをディルワムが口にした。

「――後宮から出てもらうからな」

　陛下との関係を邪推されないために、距離を取らなければと思っていたのに、なぜか後宮を離れることが俺の頭から抜けていたことに気づく。

　後宮を出ていく。

　俺という異例が消え、本来のあるべき主従関係になるだけ。

　臣下としてひざまずく日々になるのであって、陛下と会えなくなる訳ではない。

　それなのに、俺の居場所が消えゆくような錯覚に胸を貫かれる。

　役目を負えた後も俺と交わりたいと望んだ陛下。

　期待に応えられないことが苦しくて、俺はわずかに下唇を噛み締めた。
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「え？　今、なんと……」

　朝の公務を終えられ、後宮の自室へ戻られた陛下に話を切り出すと、陛下は緩慢な動きで俺を見上げた。

「これからディルワムの副官として、職務に励むことになりました。それにあたり、後宮での護衛役を完全にシュウノとザワトに譲ろうと考えています」

「そのような話、私はまったく聞いていないぞ！」

　マクウス王がソファから勢いよく立ち上がり、向かい側で立ったままの俺へ駆け寄る。

「なぜ急に？　そもそもディルワムに関わることを、いつも面白く思っていないイメルドが副官になるなんて……」

「手短に事情をお教えします。実は――」

　俺は昨日の一件を淡々と告げる。

　宰相エケミルが手を回し、陛下に俺へ興味を持たせやすくして、関係を結ぶように追い込んでいたことは伏せた。

　そうされたから陛下が俺を抱くことになった訳ではない。

　陛下が俺を逃げ場所にしていた一面はある。だが俺に惹かれた理由も、手元に置きたいと望んだきっかけも、すべては強くありたいという切望から。

　宰相の思惑を伝えて、陛下に余計な傷を作る必要はない。

　これからのことだけで陛下の心は――。

　何度も話の途中で陛下の口が開きかける。

　しかしグッと唇を固く結んで、必死に俺の話を最後まで聴いてくれた。

　そして俺が伝え終えた直後、マクウス王は俺の胸元へ縋りついてきた。

「ここを離れるというのか！」

「はい。陛下の弱みになるぐらいなら、離れて陛下のお役に立たせて下さい」

　感情を煽らないよう努めて冷静に話をするが、陛下の感情は大きく荒ぶる。

「嫌だ、ここにいてくれ！　イメルドがいてくれるから、私は心折れずに王宮の中で戦い、前へ進むことができるというのに……嫌だ」

「何も二度と会えなくなる訳ではありません。必要な時には護衛しますし、面談も可能です」

「しかし……夜をともにすることはできぬのだろ？」

　陛下が泣きそうに顔をしかめ、声を絞り出して呟く。

　心苦しさで胸が押し潰される。だが陛下のためにならないと心の中で自分に言い聞かせ、俺は大きく頷いた。

「周囲の憂慮ゆうりょを拭うために、これ以上の関係は続けるべきではありません」

　一切の未練を見せないよう、俺は陛下から目を逸らさずにハッキリと言い切る。

　絶対にこれだけは譲れない。一時の快楽と慰めのために、陛下が必死に築き上げたものを壊す訳にはいかない。

　俺の意志が固いことを察し、マクウス王が息を詰める。

　そして弾かれたように俺から離れ、部屋を飛び出した。

　咄嗟に追い駆けようとしたが、俺はその場へ留まる。

　小さくなっていく足音に胸が痛みを覚える。だが俺から離そうとわざわざ突き放したというのに、追い駆けて繋ぎ止める真似などできない。

　俺が離れた後、誰が陛下を支えるのだ？

　喉の奥から苦みが込み上げ、吐き出したい衝動に駆られていると、

「もう話をされたのですか。潔いですね」

　アグイロスが廊下を見やりながら部屋へ入ってくる。

　そして俺に目を向けると、いつになく力が抜けた顔で微笑んだ。

「陛下の所へはネフが向かいました。安心して下さい。彼女なら陛下の気持ちに寄り添い、宥なだめることができますから」

「そうか……」

　大きく安堵してから、俺はアグイロスへ尋ねる。

「俺が出ていく話、ネフから聞いたのか？」

「ええ。それはもう彼女から悲痛な表情で相談されて――」

「ネフとは恋人同士だったのか？」

　俺の質問にアグイロスの顔が素に戻る。それから肩をすくめて首を横に振った。

「陛下の側室を横から奪えるほど、私に度胸はありませんよ。ただの片想いです」

「宰相エケミルは、お前の様子から夜の教育の件を察していたぞ。ネフが相手なのに、お前が普段通りなのが引っかかると……」

　昨日のことを話してみれば、アグイロスの目があからさまに不快さで歪む。

「よく人を見ているお方ですから、少しでもおかしな様子を見せられないと気を付けていたのに……それが裏目に出るなんて。忌々しい」

　アグイロスなりに悔しいらしい。この男が感情を見せるなど珍しい。

　そして軽くうつむきながらアグイロスは目を閉じる。

「謝って済む問題ではありませんが、申し訳ありませんでした。わざわざ貴方に体を張って頂いたというのに……」

「気にしないでくれ。宰相は陛下が俺を後宮に入れたいと言い出した時から、すでに目をつけていた。遅かれ早かれ、こんな話になっていただろう」

「……案外と冷静なのですね」

「昨夜の内に後悔はし尽くした。今は陛下のことを第一に考えながら前へ進むしかない。悔やむ時間が惜しい」

　悔し紛れではなく心からの言葉だ。

　立ち止まるだけ時間は削られ、苦しむだけ宰相がほくそ笑む。それは腹立たしく惨めになる上、より陛下の足を引っ張るだけ。

　今は割り切ることが最良だ。

　俺の話を聞いてアグイロスが息をつき、苦笑を浮かべた。

「今回のことで、私も陛下側の人間と見なされたでしょう。これからの立ち回り方を考え直さねば……ディルワム様が私を受け入れてくれたらいいのですが」

「俺はアイツの副官になる。俺が頼めば聞き入れると思う」

「それは助かりますね」

　今まではどっちつかずの立場だと本人が公言していたが、今回のことでアグイロスは完全にこちら側へつくことになる。

　手の内が分かる味方は少しでも欲しいところだ。許可を得ずとも、ディルワムはアグイロスを歓迎してくれるだろう。

　あとの問題は、陛下がこの状況を受け入れられるかどうか。

　陛下はもうワガママばかりを言う子供ではない。

　元々聞き分けが良く、素直な性格。ネフに宥められて、前を見据えるしかないと割り切られるだろう。

　――王であることをやめるようなお方ではない。

　もう駆け寄ることができなくなった今、陛下を信じることしかできなかった。
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　その日の夜。

　寝台へ横たわってから、これからのことを思案し続け――いつの間にか俺は眠りについていた。

　完全に思考も感覚も止まり、闇に溶ける。

　このまま日が昇るまではそこを漂い、心身の疲れを癒すはずだった。










「……？」

　唐突に。俺の意識は強引に闇から引き上げられる。

　まぶたを開けると薄暗い中、目を閉じた人の顔が眼前にあった。

　じんわりと広がる唇の感触に気づいた瞬間、心臓が跳ねた。

　夢、なのかこれは……マクウス王が俺に覆い被さっている。

　寝起きの頭が混乱する中、陛下の手が俺の寝間着の前を開き、肌を這う。

　俺は慌てて陛下の肩を掴み、グッと押し返した。

「へ、陛下、こんな時間に何をされて――」

「夜這いだ」

　熱い眼差しで俺を見下ろしながら、陛下が迷いなく答える。

「ここは後宮。意中の者の元へ通うのは、何もおかしなことではないだろ？」

「それはそうですが……陛下、おやめ下さい」

　動揺しながらも俺は首を横に振る。

「昼間にお伝えした通り、もう私は陛下の望みにお応えすることができません。どうかこのままお部屋へ戻られて下さい」

「……嫌だ」

　いつもなら素直な陛下が、眉間にシワを刻みながら首を横に振り返してくる。

「急に言われて、そう簡単には受け入れられない」

　俺の頬へ陛下が手を添える。絶対に目を逸らすなと命ずるように。

「今夜だけ……私を受け入れて欲しい。私がイメルドに甘えるのは、これで最後にする。だから……」

「陛下……」

　成人の儀を迎えた直後はまだあどけなさが残っていたのに、俺を見下ろす陛下の顔が大人びている。

　こうして間近で成長を見ることが叶わなくなるのか――そう思った途端、俺の胸が鋭く痛んだ。

　俺たちの動きは宰相に筒抜けだ。恐らく宰相の手の者に盗み見られなくとも、エケミルの頭の中で俺たちの行動は読まれ、把握されているだろう。

　あの男にこれ以上弱みを握られてはいけない。

　そう分かっていても、拒む力が湧かない。

　どれだけ陛下が今、俺を求め、苦しんでいるかが伝わってくるから。

「……今夜、だけなら……」

　陛下に組み敷かれたまま請われてしまうと、どうしても拒めない。

　俺が絞り出した掠れ声の答えを聞いて、マクウス王の苦しげな顔に笑みが戻った。

「ありがとうイメルド……愛している」

　俺相手に向けるのは間違っていると言いたくなるほどの甘い顔を向けられ、思わず目がくらみそうになる。そんな俺へ陛下が深く口づけてくる。

　俺の唇が淡く痺れ、溶けていく。

　何度も、何度も、舌を絡ませる口づけを交わした後、陛下が俺の首筋へ吸いつく。

「……っ……陛、下……どうか、肌を隠せぬ所へは、痕を残さないで下さい。今夜のこと、誰にも知られてはいけませぬから」

「分かった……服で隠れる所なら構わないか？」

「ええ……陛下の、お望みのまま……ッ……」

　俺が許した瞬間に胸元へ唇が落とされ、即座に痛みが走る。

　マクウス王の荒い吐息が胸へ当たり、激情を滲ませる。

　まだ納得していない。子供のように泣き喚いて俺を取り戻せるなら、子供に戻りたいと言いたげだ。

　それが叶わないと悟れるほど大人になられた。

　思わず手が伸び、俺は陛下の頭を撫でる。おもむろに陛下が顔を上げ、少し恨めしげにこちらを見る。

「もう子供扱いはしないで欲しい。私もイメルドと同じになったんだ」

　そういうことを言われてしまうあたり、まだまだ幼いところがあると微笑ましく思ってしまう。

　俺は陛下の背を片手でそっと抱きながら、もう一方の手で紅潮した頬を撫でた。

「失礼しました。陛下のご成長が嬉しくて、つい。もうこの腕の中で、おとなしく守られるだけではないのですね……名残惜しいです」

　素直に本音を口にすれば、陛下が俺の胸を這い、顔を覗き込んでくる。

「イメルド……望まずにここへ来て、私に体を奪われたこと、後悔していないか？」

「まさか。むしろ私は救われました。陛下のために再び力を奮おうと、立ち上がれたのですから」

　ディルワムに負けて完全に折れた心に勇ましさが戻ったのは、陛下のおかげに他ならない。

　体の繋がりがあろうがなかろうが、これからも尽くしたいと望む人。

　しかし陛下が望む答えとは少し違ったようだ。

「……イメルドは私のことを、王ではなく、ひとりの人としてどう見ているのだ？」

　何を言いたいのかすぐに分かってしまい、俺は答えに困る。

　俺にとって陛下は陛下だ。王という肩書きを外してなど考えられない。王でなければ、俺はこうして体を許すことはなかったのだから。

「言いにくいことでも構わない、どうか教えて欲しい……こうして肌を重ねることができる今の内に」

　切羽詰まったような声に急かされ、俺の口が思わず動いた。

「私は、なるべくそのことを考えないようにしていたので、すぐにお出しできる答えを持ち合わせていません」

「私のような未熟者のことなど、考えたくなかったのか？」

「いえ……それを考えると、空を駆けなければいけない陛下を、大地へ叩きつける行いのような気がして――」

　陛下が首を伸ばして俺に口づけてくる。

　覚えてしまった陛下の熱に、身が溶け、頑なだった心が解けていく。

「私は一人で空を行くより、イメルドとともに地を駆けたい。今だって、それを心から望んでいる。絶対に諦めたくない」

　陛下の言葉で俺は思い出す。

　周囲から離され、毒を盛られ、そんな過酷な状況でも、自分の望みを手放さなかった――それがマクウス王だ。

　ようやく俺の中で答えが見つかった。

「……陛下、私が望むのは強き者。私とともに駆けたいならば、私よりもお強くなられて下さい。話はそこからです」

「イメルドよりも強く、か。もっと筋肉を鍛えて力を身に着けなければ――」

「力の話ではありません。私が言っている強さとは、難敵を前にしても心を折らず、戦い抜き、結果を出すこと」

　俺は陛下の額に口づける。

「陛下には強さがあります。しかし、まだ未熟……どうか強さをお磨きください。私は力を磨き、陛下とともに駆ける準備をして参りますから」

　今の俺が陛下にお伝えできる精一杯。

　一瞬、力が抜けた陛下の顔にあどけなさが戻る。

　しかし強く頷き、真摯な目を向ける陛下の顔は戦う男そのものだった。

「強くなる。イメルドを誰にも取られぬよう、早く」

「お待ちしております。心から――」

　どちらともなく唇を重ねた後。陛下はすべてを委ねた俺の肌へ、赤の印を刻んでいく。

　改めて人生を縛られる快感に、俺は酔うしかなかった。

　胸に強く吸いつく痛みが走ったと思えば、優しく胸の突起を指と舌で弄られ、刺激の落差に俺の体が甘くなっていく。

「ん……ぁ……」

　押し殺そうとしても漏れ出てしまう嬌声に、頭の中が火照っていく。ついさっきまで強さを語った口から出すものではない。

　思わず手で口元を覆おうとしたが、やんわりと陛下がその手を掴み、脇へ置いてしまう。

「手で遮らないでくれ。息遣いも、吐息も、今はイメルドのすべてが欲しい」

　言われて渋々頷いてみせれば、マクウス王は俺の起立した胸を強く吸い出す。

　ねっとりと舌で舐られ、甘く立てた歯で攻められていく内に、俺の腰まで疼きが届く。思わず身をよじれば、俺の反応を見て陛下が感嘆の息をついた。

「イメルド、ここは気持ちいいか？」

「い、いえ、体の、奥がこそばゆいです……ッ……くぅ……っ」

「そうなのか？　前に比べて反応は良い気がするんだが」

　そう言って陛下は過敏になっている俺の乳首を吸い、空いているもう片方をコリコリと指で弄ってくる。

　込み上げてくるむず痒いものに堪えるばかりになっていると、

「……ああ、イメルドの体は素直だな」

　陛下がいつの間にか俺の下半身へ手を伸ばし、硬くなった昂たかぶりに触れていた。

「ァ……だ、駄目です、そこは……っ……俺ばかり、快楽を覚えてしまうのは――」

「今日は少しでも長く、イメルドを抱いていたいんだ。私ばかりが快感を得ていたら、すぐに終わりの時を迎えてしまうから」

　俺を愛でる手を止めずに、陛下が俺を覗き込む。

「少しでも多く、私を感じて。その姿を目に焼き付けさせて欲しい」

　静かな囁きに反して、陛下の手は俺に容赦してくれない。

　口は胸を愛で、手は抑え切れない昂りへ楽になれと促し――耐え切れず、俺は敷布を掴む。

「あァ……ッッ……ぁ……は……」

　放ってしまった精が、俺たちを白い欲で汚す。

　何度もやってしまったこと。慣れるものじゃない。

　一番汚れてしまった陛下の手を少しでもきれいにしようと、俺は手を伸ばす。

　しかし俺の手を避け、マクウス王は手についたものを舐めた。

「……っ！　陛下、そんなものを口にしないで下さい！」

「今はイメルドのものなら、なんでも取り込んでしまいたい気分なんだ……うん、長年飲み続けてきた薬や盛られた毒よりも不味くない」

　止める間もなく口にされてしまい、俺は呆然としてしまう。

　そんな俺の腹部や、熱が抜けて半勃ちのものまで陛下は舌を這わせ、俺を味わっていく。

　そして中へと繋がる場所へ触れようとした時、俺は慌てて腰を引いた。

「す、少し、お待ちを……今、用意しますから……」

　もう夜をともに過ごすことはないと思いながらも、いつものように中まで身は清めてある。だが軟膏で塗り解す作業はしていない。

　このままでは潤いが足りず、互いに痛い思いをしてしまう。俺は痛みぐらい我慢できるが、陛下に痛みを与える訳にはいかない。

　積み重なる快感と達したことで脱力した体を、俺は鈍い動きでひねり、枕元に置いてあった軟膏を手にする。

　陛下に身を捧げない時でも、寝る前に硬くならないよう揉み解していた。そのためにここへ常備してあった。

　蓋を開けたその時、

「私にさせてくれ。ずっとやりたかったのだ」

　いつになく積極的な陛下が、俺の了承を待たずに軟膏を入れた小瓶を取り上げてしまう。

「陛下にそのようなことは――」

「本来は相手にその身を開いてもらうよう、私の手で導くのではないのか？　女体とは違うからと言われて、いつも事前に準備されて……ずっと歯がゆかった」

　言いながら陛下は軟膏を指ですくい、俺の肉の門へと塗りたくる。

「……ふ……っ……ぅ……」

「やはり最初は硬いのだな。これがあれだけ柔らかく私を包み込んでくれるようになるのか」

　感心したような声で呟きながら、陛下が俺の中を暴いていく。

　自分でする時とは違う、ぎこちない指の動き。それも何度か軟膏を塗り足して指を出し入れしていけば、次第に肉壁は柔らかになった。

　もう俺は教育係を降りている。

　だからこの行為は、ただの睦みごと。

　教える目的ではない中での交わりは、これが初めて。

　本来の意味でこれから陛下と体を交え、夜を営むのだと思った瞬間、体の奥がもどかしく疼いてたまらなくなった。

「ぁ……陛下……っ……んン……」

　マクウス王が指を根元まで挿し込み、奥を解そうとしてくれるが欲しい所まで届かず、危うく強請る言葉が出そうになる。

　どうにか唇を固く横に引いて堪え続けていると、陛下は必死な俺に気づいて声をかけてくれた。

「もう、繋がってもいいのか……？」

　指の蠢きを止めずに問われ、俺はわずかに頷いて見せる。

　一旦中の解れ具合を確かめるように指を大きく動かした後、陛下はそれを抜き、俺の脚を大きく開いて体を割り入れる。

　そして俺の痴態に醒めるどころか、より熱く昂らせたものをねじ込んだ。

「ふ……ッ……ぅ……ぁぁ……」

　俺よりも身軽な体を前に倒して重みをかければ、グッ、グッ、と奥へと繋がっていく。

　肉壁を押し広げながら埋まっていく感触が、俺の胸の中まで広がる。満ちることに悦びを覚えながら、これから得られなくなるのだと思うと息が詰まる。

　顔をしかめてしまいそうな俺の脚を掴み、陛下は腰を揺らし始めた。

　いつもより硬さが残った状態での挿入に、俺の中が陛下の昂りをよく締め付ける。

　それも次第に柔らかさを増し、体の奥からじんわりと快感が滲み出てきた。

「イメルド……っ……」

　陛下も快感を得られているらしく、余裕のない表情を浮かべながら俺の名を呼ぶ。

　俺が受け入れる側になったばかりの頃は、俺を相手にさせて申し訳ないという思いばかりだった。だが今は陛下が俺を必死に求めてくれることが嬉しく、誇りにすら思える。

　このまま快楽と陛下の想いに溺れてしまえれば――と考えてしまう自分に、俺の中に陛下への想いを育て、深めたい気持ちがあることに気づく。

　口には出さない。

　心の奥へ秘めたまま、俺は想いの種を育む。

　俺との体の繋がりを失い、苦しみを覚えるだろうマクウス王と同じ感覚を共有できるように。

　離れていても密かに寄り添えるように、陛下への愛おしさを抱え込んでいく。

「陛、下……ぁ……あ……――ッッ」

　中でうねっていた快感の波が、一気に弾ける。

　全身が硬直し、すべての感覚が刹那の中へ消える。俺という人間を砕かれ、溶かされたような気分だ。

　自分を失う――それが心地良い。

　すぐに感覚を取り戻せば、俺は体の脈動に合わせて肩で息をしていた。

「ハァ、ハァ……っ……ぁぁ……ッ」

　呼吸が整う間もなく、マクウス王が再び俺の中を押してくる。

　大波が治まったとはいえ、まだ快感は俺の奥でくすぶり、軽い揺さ振りだけでもまた体が気持ち良くなってしまう。

「まだ、終わらせない……もっと私にイメルドのことを教えて……」

　陛下の熱い睦言だけで、俺の中が甘く脈打つ。

　頷くことも、了承を伝えることさえもできず、俺は体が感じるままに身悶えた。










　マクウス王が王であり続ける限り、陛下の望みは叶わず、心に痛みを伴い続けることは目に見えている。

　その苦しみ、ともに味わいますから――どうかこの言葉を最後まで口に出さぬことをお許し下さい。










　俺は陛下を――愛しています。
















《下巻へ続く》


















　外編　英雄も、己が喰われる明日を知らず？　《前編》














　物心ついた頃から、私は王立の孤児院で過ごしていた。

　親は顔どころか、どこの誰かも分からない。ただ、真新しくきれいな建物の中、見るからに温和な淑女の院長を始め、穏やかで優しい人たちに囲まれて不自由なく暮らせた。

　先王陛下と宰相エケミル様が民を想い、細やかな政を行って下さったおかげで得られた環境。これが十年前なら打ち捨てられるだけの弱者。この時代に生まれることができて、私は幸運だった。

　そして出会いにも恵まれた。

「ずいぶんとキレイな顔したボウズだな。名前は？……シュウノか。さっきの動きは良かった。お前、良い兵士になれそうだぞ」

　孤児院では国を支える人材を育てるため、幼い頃から学業と武術を強制的に学ばされた。そこで私は剣術の稽古をつけに来られていたディルワム様と出会った。

　既にその頃から将軍として軍を率い、常勝の将として国の内外に知れ渡っていた。私からすればあまりに自分とは違う存在。噂に聞こえてくるのは、勇猛果敢な姿と現実離れした武勇伝ばかり。実際に出会うまでは、恐ろしい顔の化け物を想像していたくらいだ。

　しかし実際に言葉を交わせば、気さくで明るい人柄で、私を含めた孤児院の子供たちはディルワム様に懐いた。

　女性や非力な老人ばかりの大人たちが出入りする中、あまりに屈強で覇気に溢れたディルワム様は異質だった。だからこそ私は気になって仕方がなかったのかもしれない。

　いつかこの方の隣に並び、私という人間を認めてくれる日を迎えられたなら――そんな憧れが、ディルワム様に惹かれたきっかけだったのだろう。

　おかげでその気持ちは薄れることなく、未だに私の胸を強く焦がしてくる。そしてただの尊敬では済まない感情を抱えていた。










　自分でも分かっている。身の程を知らない大望を抱いていることぐらい。

　ディルワム様は未熟な私から見れば、雲を突き抜け、天上の星々よりも遠くで眩く輝いているお人。生半可な努力では手が届かぬことはおろか、力を磨いてより遠くへ離れてしまわれるだろう。

　この命尽きるまで追い求めても、そのお心を手にすることなど叶わない。それでも私は惹かれてたまらない。

　強靭な肉体に無類の力、幅広く見渡せる視野の広さに見識の深さ。敢えて荒さを滲ませる応対をしているが、本来は非常に思慮深く、遥か先の未来を読み、最良を選ぼうとし続けていらっしゃる。

　そんなあの方が、私は好きでたまらない。

　同期の兵たちは私の考えがさっぱり分からないと首を傾げる。先輩方は顔をしかめ、腕を組んで唸った後に「変わってるなあ」と諦めにも似たため息を溢されてしまう。

　なぜディルワム様の魅力が分からない？　いや、魅力はある程度だが理解してもらえる。だが、年頃の麗しい娘よりもあのお方を求めてしまうということが、まったく理解されない。まあ歯痒さはあれど、恋敵が多くても困るからこれで良いのだと私は自分に言い聞かせていた。

　しかしマクウス陛下だけは違った――。










　中庭でイメルド様から稽古をつけてもらえるようになった日のこと。陛下に話を振られて素直に想いを伝えると、

「そうか。そういう意味でディルワムのことが……離れることになって辛くないか？」

　私がディルワム様の元から後宮へ配属されたことを、マクウス陛下は心から申し訳なさそうに話してくれた。

「い、いえ。イメルド様から直接稽古をつけて頂けて、とても嬉しく思っています。ディルワム様に認めてもらうためには、まず強くならなければ話になりませんから」

　イメルド様とザワトが手合わせしている間、私は木剣を素振りしながら陛下の問いに答えていく。すると、あどけさなさが色濃い顔を曇らせ、陛下は悩ましげな息を吐き出す。

「……私と同じだな。もっと強くならなければ、イメルドは私を意識などしてくれないと思うから」

　そう言ってイメルド様へ心苦しげな眼差しを送った後、陛下は私に対して笑いかけてくれた。

「似た想いを抱く者と会えて、本当に嬉しく思う。これからよろしく頼む、シュウノ」

　まさか陛下が俺と同じような悩みを持っていらっしゃったとは……しかも相手はイメルド様。ディルワム様がご執心な私の恋敵。

　この瞬間、私は心からマクウス陛下に忠誠を誓った。そして陛下の恋を全力で応援しようと心に決めた。

「はいっ！　何か困り事があれば、いつでも私にお話し下さい。他言は決して致しませんから、どうか遠慮なく」

　思わず笑顔でお答えすると、陛下も「ふふ、心強いな」と笑って下さる。ディルワム様にここへ行くよう言われた時は腹立たしくて仕方がなかったが、神の導きがごときの出会いに心底感謝を覚える。

　軽く談笑しながら鍛錬を続けていると、イメルド様との手合わせを終えたザワトがこちらへ駆け寄ってきた。

「おーい、次はシュウノの番だぞ……って、何があった？　そんな上機嫌な顔して」

「なんでもない。イメルド様と手合わせできるのが嬉しいだけだ」

　陛下の秘め事を胸にしまうと、私はザワトと入れ替わり、イメルド様の前に立つ。

　ディルワム様に紹介して頂いた直後は、恨めしさと悔しさでいっぱいだったが、今は驚くほどに心が晴れている。陛下の話によれば、イメルド様はディルワム様になびく様子が一切ないとのこと。ならば奪われる心配は今のところない。

　ついさっきまで殺気を飛ばしていた私の様子が変わったことに気づいたらしく、イメルド様は不思議そうに小首を傾げていた。










　こうして私はザワトとともにイメルド様から手ほどきを受けながら、番人として後宮へ出入りするようになった。

　今までは兵舎にディルワム様が訪れた時に毎度顔を合わせていたが、通う場所が変わり、会える頻度は減ってしまった。

　しかし会えなくなった訳ではない。

　後宮で務めるようになり、私は五日に一度、ディルワム様の執務室へ一人で訪れるように言われた。










　後宮の動向を掴むために私が送り込まれたのだと、すぐに気づいた。

　それだけの信を得られていたのかと嬉しく思う反面、やはりお傍にいたいと胸が恋焦がれた。










　　　＊　＊　＊










「失礼します、ディルワム様」

「来たかシュウノ。入れ」

　定期報告に兵舎の執務室へ行けば、ディルワム様は大柄な体躯に負けない頑丈な椅子に座り、重厚感ある飴色の机に地図を広げ、戦いの策を思案している最中だった。

　私が近づくとディルワム様は顔を上げ、その強面に不敵な笑みを浮かべる。

「イメルドの所でしっかりと揉まれているようだな。滲み出る空気が変わってきた」

「ありがとうございます。私とザワトの二人がかりでも、まだまだイメルド様には敵いませんが……猛火の獅子は未だ健在です」

　開口一番に褒められて、思わずイメルド様の話題を口にすれば、ディルワム様の目が嬉しげに細まる。

　マクウス陛下に囲われていても、ディルワム様はイメルド様への興味を強く持っている。強者を好むお方だから、己と肩を並べるほどの強さを持った存在に特別惹かれるのだろう。頭では理解できるが、胸の奥が焼けただれたような痛みに疼く。

　私がまだ非力なせいで、ディルワム様の興味を引けない――悔しいがその事実を受け入れつつ、私は後宮の出来事や内部の動向などを報告する。

　宰相閣下から送られてきた姫君たちが、私とザワトが後宮へ来てから積極的に話しかけてくれる。素っ気ない陛下よりも私たちのほうが話せると、上機嫌に色々なことを教えてくれるので情報収集にはありがたい。どうでもいい話が大半だが、各家の動向などディルワム様の役に立つ話もあるから、私は根気強く彼女たちと会話できた。

　そして彼女たちに追いかけ回される回数が減り、マクウス陛下が救われている旨もディルワム様へ報告する。傍から見て、明らかに陛下の寵愛を受けているのはイメルド様だと事実を伝えると、

「まさか本気でイメルドを側室になさる気か？……正式にそうなっては困るな。こちらからも良家の姫を見繕って後宮へ送り込もうか？」

　ディルワム様が不快そうに顔をしかめ、口元に手を置きながら独り言を漏らす。

　なんの肩書きもなく、経験も戦果もない私には、ディルワム様のされることに口出しなどできない。しかしあまりに聞き流せないことで、私は咄嗟に口を開いていた。

「ようやく陛下が平穏な時間を持てるようになられたのに、それを再び潰すようなことはお控え下さい」

「ん……なんだシュウノ。俺に意見する気か？」

　ギロリ、とディルワム様から睨まれ、私は出過ぎた発言に気づく。しかし、それでも陛下の心中を知る者として、発言を取り下げることはできなかった。

「……はい。陛下の状況を間近に見ている者として、先ほどのお言葉は見過ごせません。どうかお戯れで陛下を振り回さないで頂きたいです」

　今までディルワム様の意見をすべて受け入れ、不本意な内容でも――一部、どうしても曲げたくない私的なことは、やめておけと言われても無視しているが――従ってきた。後宮へ送られた時も本心では望んでいなかったが、離れたくない気持ちを呑み込んできた。

　それなのに思わず出しゃばってしまった――顔をしかめていると、ディルワム様は怒りを見せるどころか、嬉しそうに口端を引き上げた。

「安心しろ、冗談だ。それにしてもお前が俺に口出しするとはな」

「も、申し訳ありません。出過ぎた真似を……」

「良い傾向だ。俺だって間違う時はある。その時にしっかりと意見を言ってもらえると助かる。激怒して暴れるかもしれんがな」

　確かに戦いの最中だと気が立ち、激昂することも多いという話は先輩方から聞いている。私も遠目で荒々しく戦いの指示を出しているディルワム様を見たことがある。しかし、それには根拠があり、一刻を争う戦いの場だからこその早急な判断。理不尽を強いる無能な将とは訳が違う。

　それにしても本当に嬉しそうだ。私のことで、ディルワム様が……。

　内心嬉しく思っていると、ディルワム様は椅子から立ち上がり、私の元へとわざわざ足を運ばれた。

「やはりイメルドの所へお前を行かせたのは正しかった。お前はザワトと違い、武だけでなく智にも優れている。俺に囚われず、視野を広げていけ。そして俺の後ろを預けられる将となれ」

　そう言いながらディルワム様は私の頭を撫でられる。

　親が子を褒めるようなものだと分かっていても、ディルワム様の手の重みが、温もりが私の胸をときめかせる。誰に褒められても、触れられても、こんな気持ちになるのはこの方だけ。

　スッ、と頭から離れかけた手を、私は両手で捕らえて握り込む。

「ディルワム様にそう言って頂けて光栄です。いつの日か必ず、貴方様の片腕となり、その背を守らせて頂きたく思います」

「ああ。その言葉、信じているぞ」

「ありがとうございます……何かあった際にイメルド様ではなく、私を求めて頂けるよう、これから身も心も磨いて参ります。どのようなことでもお応えする覚悟は、もう、できておりますから……」

　込み上げてくる熱を視線に乗せながら、私はディルワム様を見つめる。

　戦いにおいて非情になれと命ずるなら、心を捨て、魔の者と成り果てる行いもしましょう。

　勝利のためにこの命を散らすことを望まれるなら、喜んで犠牲となり、ディルワム様の勝利に貢献しましょう。

　そして、昂る熱を発散したいと求められるなら、いかような行為も受け入れましょう。淫らに狂うことすら、私は――。

　こちらの心の声が聞こえたと言わんばかりに、ディルワム様はため息をつきながら首を横に振った。

「何度も言っているが、俺は子供を相手にする趣味はないからな」

「……っ……成人を迎えたなら――」

「他の奴で好みの者なら口説き抱くが……お前にはしない。絶対に」

「なぜですか？　私の容姿がいけないのですか？　ならば顔に刃を入れ、この顔を変えましょう！」

「容姿じゃない――お前が俺を本気で想っているのが分かるからだ」

　……なぜ本気で想うことが、ディルワム様の拒絶に繋がってしまうのですか？

　困惑して瞳を揺らす私を、ディルワム様は苦笑しながら見下ろす。

「好かれて嫌な気はしない。だが俺はな、自分が厄介でタチの悪い奴だとよく分かっている。俺のせいで真面目に想っている奴を傷つけ、汚し、ボロボロになっていく姿なんざ見たくない。正直萎える」

「そんな……私はそれでも構いません」

「お前は良くても俺が見過ごせない。そんなに俺に抱かれたいなら、その綺麗な体に数多の男を覚えさせ、俺の前で他の男に抱かれても悦ぶ肉欲の塊になれ。そうすれば一度だけ交わってやろう」

　言われた光景を一瞬想像し、私の背にぞわりと悪寒が広がる。無差別に他の誰かと交わるなんて吐き気を覚えてしまう。

　しかしディルワム様が本気でそれを望むというなら、その吐き気すら呑み込んで受け入れてみせる。だが――。

「それは私だけの悦びで終わること……ディルワム様のお心を満たせないのは目に見えています。貴方様が真に望んでいないことを、受け入れる訳にはいきません」

「どうしてそう思う？」

「ディルワム様のお好みは強き者。たった一夜の情けに縋るような弱き者を好むなどあり得ません」

「言い切りやがって……ったく、これだからお前は厄介なんだ」

　大きく息をつきながら、ディルワム様の手が私の手中から抜け出す。

　離れてしまった温もりに胸が締め付けられていると――ポン、と大きな手に頭を軽く叩かれた。

「その見た目と中身なら、男女問わずに幅広く相手を選べる。しかもまだ若い。いつ命を落とすか分からない俺みたいな男はやめておけ」

　ああ、本当にこの方はお優しい。どこまでも私のためを考えて、こちらへ来るなと突き放そうとされる。

　そんなディルワム様だから、私はどこまでも追い駆けたい。

　視線の熱が落ちない私にディルワム様は肩をすくめた後、手を払いながら「もう行け」と退室を促してくる。

　……私は諦めませんから。

　心の中でそう宣言して、私は「失礼します」と何事もなかったかのように部屋を出た。










　こんなやり取りをディルワム様と何度も繰り返しながら、私はイメルド様の元で力を身に着け、陛下をお守りする生活を続けた。

　時が経ち、私が成人となった後も、ディルワム様の態度は変わらなかった――。










　　　＊　＊　＊










　昼食はザワトと交代で兵舎へ戻り、食堂で手早く食べるのが常だった。

　いつもは食事のみに集中して、周囲の様子など一切気に留めなかった。だが、この日は見過ごせない話が耳に飛び込んできて、視野が一気に広がった。

『最近ディルワム様が頻繁に求めてこられて……ちょっと激しいから、体が大変……俺に熱を上げているかも――』

　ガヤガヤとした中、途切れながら聞こえてきた内容に、思わず顔を上げて周りを見渡してしまう。

　よく耳を澄ませて声の主を探していけば、食堂の中央を陣取った兵士たちの中、一際得意げな顔をして語る男に辿り着く。

　凛々しく整った顔つきに、私よりも一回り大きく引き締まった体。明るく親しげな雰囲気を出しながら、その目はやけに色気がある――彼のことは知っている。名はセク。隊を編制する際に隊長を任されることがあるほどの人材。そして男女問わずに関係を持ち、淫らな行為を重ねているという噂も聞いている。

　こんな男がディルワム様と関係を持っているなんて。

　腹立たしさが隠せず、私は思わず彼を睨んでしまう。するとそれに気づいたセクがこちらに目を向け、歪んだ笑みを浮かべる。そしておもむろに立ち上がり、私の元へと近づいてきた。

「やあ、シュウノ。ご機嫌はいかがかな？」

「……とても良いですね。今すぐにでも体を動かして、イメルド様のように百人ほどを相手にして拳を振るいたいほどです」

「それはそれは……ディルワム様は猛火の獅子を欲していらっしゃる。そうなればきっとお喜びになって、夜の誘いをしてくれるだろうね。あくまで獅子の代用として」

　セクがあからさまにケンカを売ってくる。そんな挑発に熱くなるほど私は子供ではない。熱くなるどころか心が凍てつく冬の風よりも冷たくなり、状況を把握しようと判断の材料を頭の中へ揃えていく。

　今まで数多の人間と交わった話は小耳に挟んだが、ディルワム様の名はなかった。となれば、つい最近関係を持ったのだろう。私を差し置いて……ああ違う。冷静に……それにしても、セクが昼にこの食堂を利用しているのは珍しい。外での食事を好んでいるという話を聞いたことが――。

　……まさか、わざわざ私を牽制しに来たのか？

　小さくハッとなった私に気づき、セクは勝ち誇った顔を近づけてくる。

「まだ何も知らない子供に付きまとわれて、ディルワム様はうんざりしておられる。俺も不愉快だから。本命の情夫に他の男が色目を使うなんて」

　言い終わらない内にセクの手が私の胸元へ迫る。確かな敵意を感じた瞬間、私は咄嗟にその手を払っていた。

「こんな公の場でディルワム様を辱はずかしめるような発言をして、どういうつもりですか？　私が不愉快だというなら、私を兵舎の裏へ呼び出して牽制すればいいのに。そんな配慮もできぬ者に、ディルワム様が夢中になられているなど信じられませんね」

「シュウノの信用など要らないよ。俺はお前に身の程をわきまえて欲しいだけ。そのためなら声高にディルワム様との夜を語るし、どちらがあの方の隣に相応しいかを教え込むから」

　グッ、とセクが私の目前で拳を握る。

　ディルワム様が望むのは強き者――セクの意図が分かり、私は立ち上がった。

「分かりました、受けて立ちましょう」

「見た目によらず勇ましくて何より。じゃあ外へ出ようか」

　私たちの様子を見物していた周囲が、「決闘か！」とにわかにざわめく。そんな雑音を気にも留めず、私とセクは食堂を離れ、訓練場へと足を運んだ。










　互いに距離を取り、向かい合って戦いの準備を終える頃には、話を聞きつけた仲間たちが集まってきた。応援する声や、どっちが勝つかと賭けを始める声、俺たちも手合わせしようぜ！　と嬉々として近くの者を誘う声――ザワトだな。そろそろ交代の時間だと呼びに来て、騒ぎに気づいたのだろう。

　相変わらず戦い好きなザワトに、少しばかり殺伐とした私の気持ちが和らぐ。しかし、すぐに目の前でニヤニヤと笑うセクに意識を集中させ、これからのぶつかり合いに向けて気力を高めていく。

「さあ俺はいつでもいいよ。シュウノ、かかっておいで」

　軽く握った木剣の切っ先を俺に向けながら、セクが私を誘ってくる。明らかに私を格下だと侮っている気配。ふざけるなと言いたいところだが、一隊を任されるだけの実力はある。

　正直、今の私が彼に敵うのか分からない。しかしここで力を示すことができなければ、ディルワム様を想い続けることが許されない気がした。

「もし俺に勝てば、これからはディルワム様とは寝ないと約束するよ。求められても『シュウノが怖いので無理です』って断るから」

　わざと俺を小馬鹿にするような、ふざけた調子でセクは俺を挑発してくる。

　心に波風は立てまい――確実に彼を負かすために。

　私は一度まぶたを閉じて息をつく。

　そして目を開いた瞬間に地を蹴り、セクとの距離を一気に縮めた。

「おっ、はや――いぃ……っ！」

　セクの間合いに入り、彼が木剣の切っ先で私を刺そうとした瞬間。私は身を屈め、剣をかわしたその勢いのまま、セクの横腹を回し蹴る。

　剣の打ち合いと思わせて、別の手段で攻める――イメルド様から教わった戦い方のひとつだ。戦いの始めで意表を突き、傷を与えることができれば、後の勝利へ繋がりやすくなる。

　私の蹴りをしっかりと受け、セクが体をくねらせる。しかし即座に私から距離を取り、体勢を立て直す。

「お行儀の悪い戦い方してくるな……っ」

「戦いに行儀も何もないでしょう。勝利がすべてです」

　横腹がまだ痛むのだろう。セクは苦悶の表情を浮かべながら、型を乱して私に木剣を振るう。力も入っていなければ気迫もない。初撃を受けて本来の力が出せなくなったようだ。

　これなら余裕で倒せる、という手応えを強く覚える。だが油断はできない。勝利が確定するまでは気を抜かずに全力で挑み、万にひとつも逆転を許してはいけない。

　木剣を強く打ち込み、セクの手から木剣を跳ね飛ばす。そのまま一方的に叩き上げていけば、彼は膝をつき、「こ、降参するっ」と呆気なく情けない声で負けを宣言してきた。

「もう、ですか？　ディルワム様の寵愛を、そんなにあっさりと手放すとは、なんと情けない――」

「だ、だって、嘘だから！　ディルワム様がシュウノのことで悩んでいらっしゃったから、その憂いを取り除こうと思って……」

　ディルワム様が私のことで？

　思わぬことを言われて私が強張っていると、セクは苦笑しながら頬を掻いた。

「将来有望なヤツが、いつまで経っても俺を諦めてくれない――この間、酒の席でそう愚痴られていたんだよ。だから尊敬するディルワム様のために、俺なりにできることをしようと……あの方は今、イメルド様にご執心。俺なんかを強く求めるなんてあり得ない」

　やはり嘘だったかと安堵を覚えたのは一瞬だけ。

　酔ったまま愚痴を漏らすほど、私に想われることを悩んでいたなんて――それが迷惑だからという理由なら、私も控えなければという気になる。だが、有望だと見込んでくれながら、想われることを良しとしないのは、いったいどういうおつもりなのかと困惑してしまう。

　俺はやめておけ、諦めろと言いながら、私に温かな情を抱えた目を向けてくれるディルワム様。いっそ駄目なら冷えた眼差しを私に向け、完全な拒絶を言葉と態度で示して欲しい。煮え切らないその態度がもどかしく、苛立ちすら覚えてしまう。

　まるで私から逃げているような気すらしてくる。心から本気になれる戦いを求めているようなお方が、たかが若輩の部下に想われるだけで逃げようとするなんて――。

　私の憤りの切っ先が、セクから恐れ多くもディルワム様へと向かっていく。

　――絶対に逃がさない。

　貴方がどうあっても私と向き合って下さらないのなら、逃げ場所を奪い、追い詰め、向き合わざるを得ない状況を作るまで。

　そう心が昂った私の口は、いつになく身の程知らずなことを発していた。

「私はこの中の誰よりもディルワム様をお慕いし、人生すべてを捧げる覚悟を持っている。ディルワム様の喜びは私の喜び……ディルワム様は強き者をご所望していらっしゃる。もし、この中にディルワム様の寵愛を受けたい者がいるならば、まず私と手合わせし、強さを示してもらいたい！　私に勝てば、喜んで間を取り持とう。しかし私ごときに負けたならば、見込みなしと諦めてもらおう。もし望まぬ関係を迫られることがあれば、私を理由にして断って欲しい。不興を買う責任は私に押し付けてくれ」

　あっさりと勝敗がついてざわついていた周囲が、私の宣言に一瞬声を止める。そして方々ほうぼうから歓声が上がった。

　思わぬ反応を得てしまい戸惑っていると、爆笑しながらザワトが駆け寄ってきた。

「シュウノ、よく言ってくれたな！　いやー、すっごい助かる！　みんなも良い口実ができたって喜んでるぞ」

「どういうことだ、ザワト？」

「だってディルワム様、少しでも気に入ったヤツがいたら口説くし、触るし、迫ってくるし……今まで黙ってたけど、俺も何度か被害に――あっ、寝てないからな！　悪ふざけで絡まれただけなんだけど、大半のヤツはディルワム様が怖くて『やめて下さい』が言えなくて我慢してたんだ」

　確かにディルワム様は安易に絡みやすい傾向がある。私にも、他の者にも距離が近い。まったく狙わずに素で絡まれる時もあるから、私としては嬉しくもあるし困りもする。

　その距離が他者と近い時は内心羨ましく思っていたが、喜ばない者も多くいたのかと今さら気づく。しかもザワトや他の者へそこまで頻繁に迫まっていたとは――私にはしてこないのに――初耳だ。

　私は奥歯を噛み締め、木剣を固く握り込む。

　あの方を振り向かせられないほど弱い私が悪い――そう心から思っているのに、胸の奥がディルワム様を恨めしがって仕方がなかった。
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　後宮へ戻ると、私はいつになく荒れた剣を振り、イメルド様との手合わせに力の限り挑んだ。

「どうしたシュウノ？　そんな力任せでは、すぐに疲れて戦えなくなるぞ」

　私の木剣を余裕で受け止め、軽くはじき返しながらイメルド様が忠告してくれる。言いたいことは分かる。その通りだとも思う。しかし、こうでもしなければ私の胸が弾け飛んでしまいそうで、戦い方を直さず、苛立ちを木剣に込めてぶつけてしまう。

「お気遣いなく……っ。狙いがあってのことですから！」

　本当は狙いなどないのに、鬱憤を晴らしたいがために意地を張ってしまう。イメルド様は心配そうに目を細めたが、「そうか」と言って私の幼稚な攻めに付き合ってくれた。

　あまり多くを語らない方だが、イメルド様は相手の気持ちを汲み取り、見守って下さる。揺らがぬ強さが生む余裕と包容力。マクウス陛下が惹かれる気持ちはよく分かる。そして彼もまたディルワム様と同じ、私の手が届かないほど遠くにいる強者。ディルワム様がイメルド様を好み、求める気持ちも分かってしまう――本当は分かりたくないけれども。

　次第に私の息は乱れ、動きが鈍り、木剣を振る力も弱まっていく。

　カンッ、と。イメルド様の一撃が私の手から木剣を弾き飛ばす。武器を失い、咄嗟に私は体術の構えを取って応戦を続けようとしたが、

「しばらく休憩にするぞ。俺はネフに水を持って来てもらえるよう頼みに行くから、シュウノはマクウス陛下とザワトに伝えてくれ」

「ハァ、ハァ……わ、分かりました……手合わせ、ありがとうございました」

　私は息を整えるために軽く折った膝に手を置き、うつむいて激しく呼吸しながら受け答える。額から汗が伝い、地面へポタポタと落ちていくのが見えた。

　イメルド様が離れていく足音を聞きながら、私はぼんやりと考えてしまう。

　手合わせでここまで疲弊するのは初めてだ。全力を出して相手を瞬殺できればいいが、それが叶わなければ戦う力を失い、呆気なく負けを刻まれてしまう。だから余力を残しながら、剣を打ち合う一瞬だけ全力をぶつけることが私の普段のやり方。自分を見失えば無様にこうなるのは分かっていたというのに。

「……何をやっているんだ、私は」

　自分に呆れていると、私を心配したのか陛下とザワトが駆けてくる音が聞こえてきた。

「大丈夫かシュウノ？　今日はいつになく激しい戦い方だったが……何かあったのか？」

　昼食時のことを陛下の耳に入れるのはどうかと思い、伝えるのをためらっていると、

「ディルワム様が相手にしてくれないって、シュウノは拗ねてるんですよ。他のヤツばっかり誘って――」

「ザワト！　そんなくだらない話を陛下の耳に入れるな！」

　悪ふざけな口調で大雑把すぎる事情を陛下に伝えるザワトへ、思わず私は怒鳴ってしまう。そして自分の言動の見苦しさにハッとなり、口を堅く閉ざす。

　一連のことを知らないマクウス陛下は少し戸惑いを見せた後、私に近づき、真っすぐな眼差しを向けられた。

「真剣に想う相手のことで苦しむことは、くだらないことじゃない」

「陛下……」

「良ければ話を聞かせてもらえないか？　未熟者の私では、なんの力にもなれぬが……」

　まだ陛下は成人の儀を迎えておらず、顔からあどけなさが抜け切れていない。しかしその青い瞳は深みがあり、大人びた落ち着きと優しさを湛たたえている。

　視線を合わせている内に、私の荒れていた心が鎮まっていく。陛下の性格や雰囲気もあるが、同じように年上の強者へ恋焦がれる同志だからこそ分かってもらえるという安堵感が大きい。

　陛下をこんな所で立たせたままではいけないと思い、私は「陛下、あちらへ」と大きな木の下へと促し、三人で木陰へ移動する。

　それから陛下を先に座らせた後、私もその隣へと腰を下ろし、大きく息をついた。

「……今まで私は、自分が未熟で弱いから、あの人は振り向いてくれないのだろうと思っていました。今もそうだと考えていますが……明らかに力が弱い者に対して、自ら触れ合い、あまつさえ関係を迫っていたと知って、動揺してしまいました。弱くても求めてもらえるのかと……真にディルワム様と向き合うことを考えていない者ばかりと――」

　ディルワム様……心から貴方様を想い、真剣に求めてはいけないのですか？　本当に貴方様が望んでいるのは、一時の享楽と戯れなのですか？

　胸につっかえていたものを吐き出しながら、私は心の中でディルワム様へ縋り、訴える。本人に伝わるはずもないのに。

　静かに私の話を聞いて下さった陛下が、腕を組み、小さく唸る。

「んー……ディルワムとは、定期的に盤上の遊戯で戦い方を学ばせてもらっているが、向き合う相手に対して、常に真剣であることを求めている気がする。前に座っている以上、一瞬でも気を抜くなと脅されているような……そんな気になってしまう」

　マクウス陛下はディルワム様に強さを認められ、後ろ盾を得たという経緯がある。そして強さを磨くことを疎かにしないかを見張るかのように、盤上の遊戯を通して陛下を試し続けている。

　力とは違う強さもディルワム様は認め、真剣に強くなろうとする陛下を好ましく思っていることは知っている。だからこそ個人の密な関係において、真逆のものを求める行為が信じられない。

　それは陛下も同感らしく、不可解そうに首を傾げられた。

「ディルワムと雑談していると、よくシュウノの話を聞かされるし、後宮ではどんな様子なのか聞きたがっている。実力をつけてきているのが嬉しいと、何度も言っていたし……どう考えても他の者よりシュウノは一目置かれているというか、特別な印象を持たれているような――シュ、シュウノ？　私は何か悪いことを言ってしまったのか？」

「え……？」

「そんなに涙を流して……あ、これを使ってくれ」

　突然私を見て驚いたマクウス陛下が、慌ただしく立ち上がって木の枝に掛けていた汗拭き用の布を手に取り、私へ手渡してくれる。

　言われて初めて、私は自分が涙を流していたことに気づいた。

「も、申し訳ありません……っ……そんなにディルワム様から、認めて頂いているとは思わなくて……っ」

　拭いても拭いても涙が込み上げて、止まってくれる気配がない。

　嬉しいのか、悲しいのか、苦しいのか――どうしてこんなにも涙が出てしまうのか、自分でもよく分からない。ただなんとなく、今まで我慢してきたものが一気に溢れてしまったのだろうという気はした。

　珍しく横やりを入れずに私たちの話を立ち聞いていたザワトが、おもむろに私の隣へ座り、虚空を見上げながら唸った。

「うーん、遊んでくれるなら誰でもいいって考えなら、そもそもイメルド様を選ばないと思うんだよなあ。遊びとは無縁だし、絶対になびかないし、陛下から本気の寵愛も受けているんだから手の出しようがないし……なのにディルワム様、諦めてないもんなあ」

　ザワトの発言に私は思わず固まる。

　陛下がイメルド様へ秘めた想いを抱いていることを、私はザワトに伝えていない。コイツの前ではその話題に触れたこともない。陛下も言っていなかったようで、驚きで私同様に固まっている。

　彼は勘が良い。詳しい事情を知らずとも、野性的な勘で察してしまうことがしばしばある。いつも楽しく戦うことばかり考えているような奴なのに。

　驚きを隠せない私たちに気づき、ザワトはオロオロとしながら引きつった笑いを浮かべる。

「えっ、俺、なんか変なこと言った？　いつも横で見たままの印象で話しちまったけど、なんか違った？」

「……なるべく周りには気づかれまいとしていたんだが、分かりやすかったか？」

　マクウス陛下が不安げに尋ねると、ザワトは慌てて「あ、俺のはただの勘です！」と首を横に振る。どうやら意識せず口に出していたらしい。

「本当に……お前の勘の良さには、いつも驚かされる」

　私がぼやくように言うと、ザワトの顔に苦笑が浮かぶ。

「勘だけは自信あるんだよ。だって考えてたら動くの遅くなるし――ディルワム様ってさ、自分が本気で戦っても勝つか負けるか分からない相手を良いって思ってるんだよな……対等になれる相手が欲しいと思わなかったら、イメルド様に執着しないと思うんだけど」

　次第に独り言のような物言いになった後、ザワトはハッとなって頬を掻く。

「ああ、自分でも何言いたいか分かんなくなってきた！　要は俺が言いたいのは、シュウノはこのまま突っ走ればいいってこと。敵前逃亡するなって追い駆けて、ディルワム様がシュウノを見るしかないようにしちゃえよ。そうすれば俺も他のヤツらも、安心して過ごせるから！　野営で平和な夜を俺たちにくれ！」

　……最後がお前の本音か、ザワト。

　いつも通りのザワトに軽く呆れつつ、言われたことをしっかりと胸に刻む。

　今もなおイメルド様を求めようとしているディルワム様。

　本気で向き合い、対等になれる相手を心から望まれているならば、私は――。

　一旦、顔を濡らした涙と汗を拭き取り、私はゆっくりと長息を吐き出していく。

「話を聞いて頂きありがとうございます、陛下、ザワト。おかげで気持ちに整理がつきました」

　本気の私を拒んでいるのではなく、やはり逃げているのだ、ディルワム様は……それなら私はできることがたくさんある。

　どこまでも追い駆けて、追い駆けて、向き合わざるを得ない状態までディルワム様を追い込んでしまえばいいだけのこと。手段は選ばない。突き離されても、二度と怯まない。

　動揺していた心は完全に落ち着きを取り戻し、このまま突き進んでしまおうと腹が据わる。次第に口端も引き上がり、萎えていた気力が体へ満ちていくのが分かった。
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　半ば開き直った私は、ディルワム様に近づきたい者を力で蹴散らし、遠慮したい者には守護者となり、私と向き合わざるを得ない状況を作り上げていった。

　ディルワム様には悪いが、性欲を晴らしたくても相手にしてもらえない状況。いくらかは我慢することができても、溜まれば耐えられなくなる。申し訳ないとは思いつつも、本気で向き合ってもらうためにはなりふり構っていられなかった。

　しばらくディルワム様からは何も言われなかった。時折恨めしそうに睨まれることはあったが、向き合ってくれないならば同じことをするまで。私は気づかぬフリをして、今まで通りを貫いた。

　そして間もなく。ディルワム様が動いた――陛下の成人の儀を祝う宴を終えた後に。










　私は陛下が後宮へお戻りになった後、人気のない兵舎へと向かった。

　昼間の内からディルワム様に命じられていたこと――宴を終えてから重要な話があるから二人きりで会いたい、と。わざわざ話があると前置きされての命。どんな話をされるのか漠然とした不安を覚えながら、私は兵舎の二階に上がり、ディルワム様の執務室へと足を運ぶ。

「ディルワム様、失礼します」

　扉を叩いて声をかけても、中から声は返ってこない。そっとドアを開けて部屋を覗いてみれば、窓から入った月明りに照らされる室内にディルワム様の姿はなかった。

　どうやら私が先についてしまったらしい。ディルワム様が来るまでの間に何かできることはないかと、部屋を見回しながら中へ入っていく。

　ふと、ディルワム様のように重厚感ある机に手を置き、私は口元を緩ませる。

　なかなか私と向き合ってくれないお方でも、ここで報告をする時は真っすぐに私を見てくれる。だからここへ着席されている時のお姿が、今の私にとって一番嬉しくて愛おしい。

　マクウス陛下が成人を果たされたとしても、後宮の様子を定期的に報告する必要はある。これからも執務室で報告する時間が、私には大切で特別な時間であり続けるのだろう――本当に望んでいる関係からは、あまりに程遠いけれど。

　考えないようにしていた焦りと苛立ちが胸の奥でジワリと滲む。ディルワム様が来る前に抑え込まなければと静かに苦笑していると、廊下から足音が聞こえてきた。

　一歩一歩が重い音。ディルワム様のものだとすぐに分かった。いつになく早足で、急いでここへ来ようとしている。

　私を待たせてはいけないと焦っている？　……いや、ディルワム様はそういうお人ではない。こういう時は苛立っている場合が多い。少しでも浮いた気配を出せば、すぐに叱責しっせきされそうだ。気を引き締めて臨まなければ。

　机から離れ、私は報告をする際の定位置についてディルワム様の到着を待つ。

　ガチャッ！　勢いよくドアが開く。

「お疲れさまです、ディルワムさ、ま……」

　その姿を見た瞬間、私は全身を強張らせてしまった。

　表情なく私を射抜くように見つめてくるディルワム様。今にも私を貫き、瞬く間に息を止めさせられてしまいそうな――手の平や背中へ、嫌な汗が瞬時に滲む。

　立ちすくむ私の元へディルワム様が近づいてくる。そのまま通り過ぎて執務の机へ行くだろうと思っていたら、私と間近に向き合う形で足を止め、険しい顔で私を見下ろしてきた。

「あの、何か私に対してお怒りを……？」

「……シュウノ……俺はお前へ散々逃げるように促してきたが、逃げるどころか踏み入ってきた……覚悟はできているんだろうな？」

　低く絞り出すようなディルワム様の呟き。やけに刺々しく、鋭利な刃でつつかれているような気がしてくる。

　萎縮し、怯えて震えそうになる体を堪えながら、私はディルワム様を見上げる。すぐに答えない私を見て、徐々にそのお顔へ険しさが増していく。

　私に何を求めようとしているのか察しはついた。ただ、なぜ今なのですか？　と困惑が止まらない。

　答えは一択。迷いようがない。なのに、ディルワム様から溢れ出す気迫に押されて、唇が戦慄わななくばかりで言葉が紡げない。

　どうにか『はい』と答えようと私は唇を小さく開く。

　その刹那、私のか細い答えはディルワム様に唇ごと奪われていた。

「……っ……」

　もう逃がすまいとするように、ディルワム様の大きな手が私の後頭部と腰を掴み、抱き寄せ、荒々しく挿し込んだ舌で口内を弄って私の舌を絡め取る。誰にも許したことがない、初めての行為。そのあまりの荒さと激しさに喜びよりも、苦しさが上回る。

　息継ぎも許さぬ口づけに頭がぐらつき、全身から力が抜けていく。膝が折れてしまいそうで思わずディルワム様の服に縋り付けば、もう手加減はしなくてもいいかと言わんばかりに舌の動きが増した。

　胸の鼓動がひどくて、今にも弾けてこの身を破ってしまいそうだ。ずっと望んでいたことだというのに、圧倒されてされるがまま。何もすることができず、ただディルワム様からの刺激を受け取るだけ――。

　――このままではいけない。

　理由は分からないが、ようやくディルワム様が私と向き合って下さっている。何もできない弱者ではないことを示さなければ。

　息苦しくて朦朧とする頭で己を叱咤しながら、私はディルワム様の首に腕を回し、自ら唇をさらに押し付ける。

　私からの動きに驚いたのか、ピクリ、とディルワム様の体が跳ねる。そして唇を塞いだまま私を抱き上げ、執務の椅子へと腰かけた。

　ようやく口づけを解くと、ディルワム様は私を膝の上に乗せ、背後から抱き包む。

「少しシュウノの体を借りるぞ。このままだと体が滾って気が狂う……お前が都合の良い奴らを追い払うから、俺の欲求不満のはけ口になる……分からなかったとは言わせないぞ」

　耳元で低く囁かれて、私の首から背筋にかけて抗えない痺れが走り抜ける。火照った息の熱さに耳やうなじがくすぐられ、私の鼓動が煽られていく。

「覚悟の、上です……っ……ぁ……この体、使って頂けるなら……本望ですから」

　口だけではないことを証明したくて、私は自ら襟の留め具を外し、上から順に服のボタンを外す。シャツのボタンも外していけば、乱雑にディルワム様が私の胸へ手を入れて弄る。

　戦いを重ねた勇ましい手。剣を握り続けた英雄の手の皮は硬く、撫でられるだけで無知な肌がわずかに痛みを覚える。だが、それがディルワム様の手だと背を向けていても分かり、この身が高揚する。

「ディルワム、様……なぜ急に、私を？　ずっと避けておられたというのに……っ」

　私の首筋へ強く吸いついた後、ディルワム様はボソリと呟いた。

「……明日からイメルドを副官に据える」

「え……？」

「陛下から獅子を取り上げることにした。宰相の手に渡るぐらいなら、俺の手元に置いたほうがいいと思ってな……住処すみかも俺の屋敷にある空き部屋をあてがう」

　まったく想像しなかった話に、私は呼吸を止めてしまう。

　マクウス陛下にとってイメルド様の存在は、あまりにも大きい。ともに鍛錬しながら雑談をする中で、私は何度もイメルド様への想いを聞いている。逆境に負けまいと戦い続けられているのは、陛下の心を強く支えるイメルド様がいるからこそ。それを取り上げるとなれば、どれだけ陛下が心を痛めることになるか想像がつかない。

　しかもディルワム様の副官？　私邸の部屋をあてがう？　その扱いはまるで――。

「宰相に陛下がイメルドしか抱けないと気づかれそうになってな。だから誤魔化すために、以前から俺の情夫だったことにした。元々アイツを捕らえた時から、そのつもりだった――が、今は本当に手を出す訳にはいかない。だがな……近くに置くと欲が煽られる。俺が初めて心底欲しいと望んだ奴だ。貪りたくてたまらない」

　グッ、と。ディルワム様の指が、私の胸へ強く食い込む。

「俺もマクウス陛下に忠誠を誓った以上、寵愛を受けるイメルドには手を出せない。だからシュウノ、お前の体を利用させてもらう。俺の欲を鎮めてもらうぞ」

　ただの欲求のはけ口――未だにイメルド様へディルワム様の心が強く向いているのが分かってしまい、胸の一番深い所が鋭く痛む。こんな扱いでも構わないから求められたいと望んでいたのに。

　未熟な私になど、微塵も興味を持たれていないだろう。それでも私は――。

　おもむろに手を上げ、私はディルワム様の頬へ触れる。そして首をひねり、視界の脇でその精悍な顔をとらえた。

「私を選んで下さって嬉しいです。ようやく全身でディルワム様を愛することができるのですから」

「……俺はただ欲求不満を解消したいだけなんだが」

「構いません……勝手に愛させて頂きますから」

　覚悟を口にした私の顔を、ディルワム様が覗き込む。ほんのわずかだが、眉間にシワが寄っている。本当にお前はそれでいいのかと心配している気配が見えて、思わず私は口元を緩めた。

　人の心など気にしない乱暴な人柄のようで、心の芯はどこまでも優しい。やはり私はこの方が愛おしくてたまらない。

　どちらともなく唇を寄せて口づければ、止まっていたディルワム様の手が再び動き出す。

「ン……っ……は、ぁ……」

　幾分先ほどより和らいだ口づけをされながら胸を愛撫され、重ね合う唇の隙間から私の声が漏れる。掠れながらも甘く湿った声。聞くに堪えないと耳を塞ぎたくなるが、そんなことをしている暇などない。

　私は自らも舌を動かし、ディルワム様の力強い舌へ絡みつき、淫らな交わりを行っていく。何度も唇の角度を変え、ついばむ口づけも加えてみれば、心なしかディルワム様の吐息が艶めかしく乱れた気がした。

　互いに心身を昂らせていく最中、ディルワム様は私を膝から降ろし、机に両手をつかせた。

「シュウノ、腰を突き出せ――そう、良い子だ。少しそのままでいろ」

　言われた通りの体勢で待っていると、おもむろにディルワム様が机の引き出しを開け、中から焦げ茶色の小瓶を取り出し、中身をご自身の手へ垂らす。

　透明で粘り気が強い液体。それを私の内太腿へ塗りたくられて、ぬるぬるとした感触に膝が踊りそうになった。

「今日はこっちで勘弁してやるが、俺を本気で受け入れるつもりなら自分でここを解しておけ」

　臀部の双丘にディルワム様の指が埋まり、何度も中への門を押し引いて強調してくる。その感触と、これから交わっていく日々の想像で、私の頭が羞恥で茹る。

「は、はい、分かりまし、た……んン……っ」

　背後から覆い被さってきたディルワム様に顎を上向けられ、口を舐られる。そして太腿の間に熱い塊を挟みながら、私に腰を密着させてきた。

　何をされるのか理解した直後。ディルワム様は私の双丘と腰を掴み、腰を振り始めた。

「ぁ……っ……はっ、あ、ぁ……ッ」

「もっと脚を閉じろ……そうだ、それでいい。シュウノも感じているようで何よりだ」

　ディルワム様の熱く大きな滾りが太腿で前後する度に、私のものを擦り、昂りを抑えられなくなる。

　愛されている訳ではない。それでもディルワム様が息を乱し、背後から激しく私を突いて貪欲に快感を求められて、胸の高揚が止まらない。

　真似事ですらこんなに熱いのに、中へ招くことができたら――。

　想像しただけで腰の奥がキュッと締まり、物欲しそうな疼きを覚えずにはいられなかった。

　パンッ、パンッ、とディルワム様の腰が私を打ち付ける音が室内に響く。私の嬌声も止められなくなり、込み上げる快楽のまま啼き、素直に睦む行為へ体は悦びを覚えていく。

「あぁ……っ……ディルワム、さま……ぁ……あァ……っ」

「そろそろ出す……一緒に来い、シュウノ」

　耳元で私の名を呼びながら、ディルワム様は腰の動きを速め、私の今にも弾けそうなものへ手を回す。そして扱かれ、一気に快感の塊を詰め込まれてしまった。

「う、ぁ……ッ……ン、あっ、はァ――ッッ」

　もう快楽に屈していた体に耐える力などなく、私は呆気なく身にこもった熱を放ってしまう。ディルワム様も腰を大きく打ち付けた後、小刻みに揺れながら弾けた快感の余韻に浸る。

　太腿の間に挟まる熱は冷めない。それでも少しは欲情が紛れたようで、硬さが解れていく感触があった。

「……シュウノ……」

　ディルワム様が掠れた小声で私の名を呟く。

　苦しげに唸るような声から、罪悪感が滲んでいた。

　達して脱力していた体を咄嗟に翻し、私はディルワム様へ抱きついた。

「ディルワム様、嬉しいです……っ……これからこの身を貴方に捧げることが叶って……どうか、いつでもお使い下さい。そして私が貴方を愛することを許して下さい」

「許すも何も……勝手にしろ。俺は俺のやりたいようにするだけだ」

「ええ、そのつもりです。ディルワム様が私を本気で求めてくれるよう、力をつけ、体を作り上げますから――」

　ゆっくりとディルワム様の背に回した手を撫で下ろし――雄々しい臀部へ添えた。

「――いつか受け入れるばかりでなく、私をその身で深く知って頂けたなら……個で向き合う時、対等となれる存在を必ず目指しますから。どうかそのおつもりで」

　強き者を求めて止まないディルワム様。

　未だにイメルド様へ惹かれるのは、本気を出しても対等でいられる者を望んでいるという側面があると思う。

　そして安易に本気で向き合えないという理由も見えてきた――あまりに力が強いために、本気を出せば相手を呑み込んでしまうから。対等でいたいはずなのに、相手を物理的にも精神的にも屈服させてしまうから。ならば加減すればいいのだろうが、本気の相手には本気で返してしまうのがディルワム様だ。だから本気を見せた私を避けていた――肌を合わせて、それをすぐに理解してしまった。

　私の発言が意外だったのか、ディルワム様の体が固まる。

「シュウノ……お前、本気か？」

「はい。もっと強くなり、いつかディルワム様を抱くことを許して頂きたいです」

　大それたことを言っている自覚はあったが、覚悟を見せたくて私は即答する。

　ディルワム様の体が小刻みに震える。怒らせてしまったかと叱責を覚悟していると、盛大に吹き出されてしまった。

「よく言ったな！　目指すだけなら勝手にすればいい。だがな、俺より弱い奴に体を許す気はない。俺を超えてみせろ。その日が来たら考えてやろう」

　笑いながらの宣言。まだ力は天と地との差ほどあるのだ。ディルワム様からすれば戯れの範囲でしかない。

　今はそれでいい。

　冗談で済ませられないほど、強くなってみせる。

　心から決意しながら私は手をディルワム様の背へ戻し、「ありがとうございます」と戯れの発言を真に受けた。










《後編へ続く》


















　スペシャルストーリー　　交われぬ二人













　この背を地面に叩きつけられ、敗者となった瞬間。俺のすべてがこの男に奪われるのだと思った。

　剣をぶつけ合うほどに唇を綻ほころばせ、俺を討とうと目をギラつかせていた男――ディルワム。俺を見下ろす時に見せたその顔は、ずっと欲しがっていた玩具を手に入れた幼子のような、無邪気で残酷な笑みが浮かんでいた。

　捕らえた俺をどう扱おうとしていたのか、俺には理解できなかった。だが生涯この勝者に弄ばれることになるのは間違いないはずだった。

　その運命を変えたのは、薄弱の若王だったマクウス陛下。

　英雄の獲物を奪った陛下は、俺を後宮に匿かくまい、傍に置いてくれた。宰相に力を奪われながらも抗あらがい続けた心の強さに、俺は心からの忠誠を誓った。ディルワムも陛下の強さに気づき、後ろ盾となってくれた。

　本来なら勝者と敗者に分かれたままだったはずなのに、俺とディルワムの関係は変わってしまった。立場は違えど、同じものを認める仲間に――。

　だからといって完全に気を許すことはできない。

　いつだってディルワムの目は、俺を食い散らかしたくて堪らなさそうな熱を覗かせていたから。
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「今日からここがお前の部屋だ。好きに使え」

　陛下との関係を疑われぬために、後宮から俺を連れ出したディルワムが、自ら屋敷の中を案内してくれる。

　通された部屋は屋敷の奥で、客人が使うには広々としていた。いったいなんの部屋だろうかと首を傾げていると、ディルワムは喉のどで人の悪そうな笑いを漏らした。

「俺が若い頃、よく羽目を外して遊んでいた部屋だ。娼婦は何人も呼んでおかないと、一晩も経たぬ内に壊れてしまったからな」

　つまり雄の滾たぎりを散らすために使っていた部屋ということ。思わず頭を抱えて唸ってしまう。

「くそ、なんて部屋を俺に与えるんだ」

「もしマクウス陛下がお前を取り上げなければ、最初からここをイメルドの部屋にするつもりだった。予定が遅くなっただけだな」

　戦で俺を負かして捕らえた時から、ディルワムは俺を蹂躙じゅうりんする気なのだとは思っていた。その読みが間違っていなかったことを確信する。ああ、頭が痛い。しかし今は陛下のために必要なこと。受け入れるしかない。

　小さく物憂げな息をつき、俺は持ってきた私物入りの革袋を床に置く。

　元がどんな部屋だったかはともかく、ディルワムのおかげで陛下と距離を取り、王が男しか抱けないという噂を払拭することができる。

　俺はディルワムに体を向け、真っすぐに目を見た。

「ディルワム……感謝する。これから副官として忠実に従う。陛下のために力を尽くしてくれるならば、俺はいかなる命令でも上官に従う」

　もう俺は陛下と体を交えることはない。いくらマクウス陛下が望まれようとも、応えてしまえば王の道が危うくなる。陛下の弱点になどなりたくない。

　だからこの体でディルワムの忠誠を買えるというなら、いくらでも差し出す覚悟はできている。宰相エケミルに陛下との仲を指摘され、ディルワムが俺を庇ったあの時は唇すら許せなかったが、今なら耐えられる。

　俺の真意は伝わったはず。だがディルワムはフッと鼻で笑うと、手をヒラヒラと振った。

「忠実な副官でいるのは、日が沈むまででいい。夜はお前の自由にしろ」

「……本当にいいのか？」

「そうしないと怖い目で見てくるのが二人もいるからな。今は我慢してやる」

　きっとマクウス陛下とシュウノのことだろう。陛下は俺を、シュウノはディルワムを好いている。俺たちの何が良いのか未だに分からないが、二人の想いが軽いものではないことは知っている。

　部屋から出ていくディルワムの背を見ながら、俺は何もされなかったことに安堵の息をついた。




　食事を摂り、風呂で体を清め、後は体を横たえて眠るだけになる。

　一人で眠るには広い寝台。マクウス陛下が使っていたものと変わらない大きさだ。後宮を出たら部屋も寝具も豪華になるなんて普通はあり得ないこと。しかも副官相手に与えるような待遇じゃない。

　これは表向きはディルワムの情夫であるということを知らしめるためか？　ただ匿うだけなら、客室を利用しても良かっただろう。どこで誰が見ているか分からない今、ディルワムの屋敷内にも宰相の密偵が潜んでいるのかもしれない。抜かりのない男だ。

　もしかして、人が寝ている時に夜這いでもする気か？

　いや。ディルワムは力づくで俺を押さえつけ、勝者となりながら弄びたい人種だ。無防備な者を組み敷いて犯すなど、性に合わないはず。

　しばらく自問自答してから、俺は寝台に腰かける。

　――静かだ。召使いたちに夜はここへ近づくなと言い聞かせてあるのか、人の気配がまったく感じない。ディルワムの気配すらない。

　完全に一人なのだと理解した瞬間、俺はポツリと呟いていた。

「マクウス陛下……」

　昨夜、俺はマクウス陛下に抱かれた。

　これが最後になるからと、陛下が望むままに体を許し、奥を貫かれた。

　思い出した途端、腰の深い所がジンと疼うずく。覚えてしまった快楽と熱が、俺に恨めしく訴えてくる。もっと繋がっていたかったと。

「……っ」

　胸が痛い。腹の底から叫んで、湧き上がる未練を吐き出してしまいたい。あの夜のまま、永遠に陛下ごと閉じ込められたなら、どれだけ幸せなまま朽ち果てることができただろうか。

　考えれば考えるほど己の弱さを痛感してしまう。

　宰相のことがなくとも、夜の教育係の役目を果たせば終わる関係だった。未練たらしく陛下の情けを望み続け、王の道を逸らせるなど臣下として失格だ。

　俺は寝台に倒れ込んで敷布を掴む。日差しの匂いがして、俺のためにわざわざ清潔なものを敷いてくれたことを知る。こんなささやかな所でディルワムの歓迎に気づく。

　いっそ埃だらけの物置に放り込まれたほうがいい。扱いが良いほど、真綿で首を絞めつけられている気になる。

　マクウス陛下と離れて一日しか経っていないのに、もうこの調子だなんて……きっと陛下が知れば幻滅する――。

『まだ終わらせない――』

　不意に昨夜、陛下の熱い囁きが頭をよぎる。

　未だ体の中から消えない情事の名残りは、俺を淫らに狂わせようとしてくる。

「……陛、下……」

　枕元に手を伸ばし、無造作に置いてあった荷袋の中から小さな容器を取り出す。蓋を開けて白い軟膏を指ですくい取れば、当たり前のようにその指で己の双丘そうきゅうの奥を弄いじる。

「は……っ……」

　いつも陛下の寝所に訪れる前にしていた行為。少しでも負担なくこの体を使ってもらえるようにと、念入りに解ほぐしていた。軽く感度を高める効能もあるこの軟膏は、俺から男を招くという抵抗感を薄れさせ、マクウス陛下に身を捧げることを心から悦びやすくしてくれた。

　だが、もう陛下とまぐわうことはない。

　それでも昨夜の名残りが自分から消えてしまうことが耐えられなくて、慣れた手つきで己の中を解してしまう。

「……ぁ……く……っ」

　まだ陛下の顔にはあどけなさが残るが、指は成人の男のものだった。硬く、ゴツゴツした感触があったことを、解しながら思い出す。それだけで体が甘く疼き、昨夜の快楽がよみがえる。

　指を二本、三本と増やし、自分を抉えぐって己を追い込む。中を拓いていく圧迫感に息が詰まるが、これを好いことだと覚えてしまった体は快感に酔っていく。

　しかし、本当に欲しい所まで指は届かない。もどかしい。隙間なく奥まで埋めたいのに、それができないことが悔しくて悲しい。

「ン……っ……マクウス、陛下……ぁぁ……ッ」

　昨夜の名残りが――陛下が執拗に俺の体に刻んだ思い出が、俺を絶頂の高みへと連れて行こうとしてくれる。

　そして快楽に蕩とろけていた肉壁が、ひと際強く脈打ち、俺の意識が白く弾けた。

「――……ッッ……はぁ、はぁ……」

　中で覚えてしまった絶頂の余韻を少し味わい、すぐに指を抜いて高まった熱を冷ます。息が整うにつれて、誰もいない現実を突きつけられ、胸の奥が冷え込んでいく。

　ああ、何も満たされない。

　一人でこの行為を続けても無駄だというのに。体が未練がましく陛下を忘れたくないと嘆いてしまう。

　快楽の脈動が続く中、俺は目が潤みそうになるのを堪え、唇を噛みしめることしかできなかった。




　　　◇　◇　◇




　ディルワムの屋敷に住まうようになって一週間。少し慣れて心に余裕が出てきたのか、俺は現状の違和感に気づく。

　屋敷の主であるディルワムが、夜は屋敷にいない。俺だけが帰宅し、食事を終えて眠りにつき、朝になるとディルワムが何食わぬ顔をして食堂で俺を待ち構えている。

「おはようイメルド。今日もこき使わせてもらうから、しっかり食べてくれ」

　ニヤニヤしながら話しかけてくるディルワムに、俺は小さく頷きながらテーブルにつく。

　ここでの生活に慣れてきたが、この男の顔を見ながら食事するというのは慣れそうにない。まるで俺という獲物を見て食欲を出しながら、食事を楽しんでいるように思えてならない。

　落ち着かないながら食事をしつつ、俺は密かにディルワムをうかがう。

　夜に何をしているんだ？　まさか連日、男を漁りに行っているのか？

　俺の視線に気づいたディルワムが、愉快そうに口端を引き上げる。

「どうした？　まさか一人寝が寂しくて、俺に相手をして欲しいのか？」

「違う。そんな訳がないだろ」

「一度男を知った体は、相手が欲しくて堪らなくなると聞くが……もしそうだとしたら、喜んで相手をしてやる。元はそのつもりでお前を捕らえたのだからな」

　ディルワムの目が上下にゆっくりと動き、俺を舐め回すように見てくる。その視線に背筋にゾクッと悪寒が走った。

「やめてくれ。考えるだけでお前の顔を殴りたくなるだろ。一応上官だというのに」

「フッ、上官だと認めてくれているのは嬉しいな」

　普通の将なら生意気だと殴るかもしれないが、俺の無礼をディルワムは一笑で終わらせてしまう。こういう時、この男の懐の広さを感じずにはいられない。

　手の上で転がされているように思いながら食事を進めていると、「ああ、そうだ」とディルワムが告げた。

「今日の夜、俺の部屋に来い。勝負をしてもらうぞ」

「勝負？」

「せっかく俺の元に来たんだ。戦わせろ」

　訓練場で戦うなら分かるが、ディルワムの部屋？　いかがわしい内容にしか聞こえない。

　あからさまに顔をしかめて不快感を示す俺に、ディルワムは不敵な笑みを浮かべた。

「安心しろ。お前が考えているようなものじゃない。ただの遊びだ」

　言いながらディルワムが手首を上下に動かし、俺に何かを伝えようとしてくる。

　まるで遊戯盤に駒を置くような動き――意図に気づいた瞬間、俺のこめかみが引きつる。そして大きく頷いた。




　日が出ている頃、俺は兵士たちを細やかに指導し、徹底的にしごいた。俺が実践訓練の相手をすると、対峙する前にあちこちから「お前、先に行け」「いやお前が行けよ」というやり取りが聞こえてきた。

　結局一番乗りは、ざわつく兵士たちの壁を飛び越えて乱入してきたザワトだった。俺との手合わせに慣れているせいもあるが、コイツの戦い好きの怖いもの知らずには心配を覚えてしまう。いつかこの性格のせいで足元をすくわれそうで――そうならないよう、徹底的にしごいてやった。

　こういう時は俺との対戦は譲れないと、シュウノも一緒に駆けつけてくるのだが、この日は姿がなかった。ザワトいわく、ここしばらく大切な任務のせいで体を酷使しているらしい。

　いったいなんの任務なんだ？　いくら成人したとはいえ、経験が浅い若兵に重要な任務を任せるとは……何を考えているんだ、ディルワムは。

　あの男はシュウノに惚れられていて困っている。まさか避けるために敢えて任務を与えているのか？　だとしたらシュウノの肩を持ってやらないと――そんなことを考えながら、俺は副官としての役目をこなしていった。




　風呂場で汗を流し、夕食を終えてから、俺はディルワムの部屋へと向かう。

　廊下を歩きながら、いつもより空気を重く感じて息をつく。ディルワムの気配が屋敷に漂っていて、姿を見なくとも在宅なのだと分かってしまう。祖国で将として戦っていた頃、ずっと警戒し続けた敵将。今は陛下を支える同志であり、上官だというのに気が立ってしょうがない。

　意識して深呼吸し、到着まで冷静さを保っていく。そして扉を叩く前に気を引き締め、戦に臨む時のような覚悟を宿す。

「ディルワム、入らせてもらうぞ」

　副官らしからぬ俺の物言いに、部屋の中からかすかにディルワムの笑い声がした。

「ああ入れ。待ち焦がれて俺から出向こうかと、本気で考えていたところだ」

　ディルワムは冗談めいたことを言って、本当にそうする時がある。厄介な男だと息をつき、俺は部屋の中へ入っていく。

　屋敷の主だというのに、俺よりも二回りほど狭い部屋だ。大きく頑丈そうな寝台と、くつろぐための立派なソファ、遊戯盤が置かれたテーブル。私室のせいか、ディルワムの気配が濃くて落ち着かない。

　俺がテーブルの向かい側に座ると、ディルワムは身を乗り出し、ニヤリと笑った。

「そんなに怯えるな。ただの遊び。他意はない」

「……怯えてなどいない。ずっと警戒してきた癖が治らないだけだ」

「フッ。肌を重ねずとも、お前の体に俺を刻み込めていたようで何よりだな」

　思わず俺はディルワムを睨みつけ、嫌なことを言うなと目で訴えてしまう。そんなことを言われると、一度頭を強く打って俺の中からコイツの記憶だけ消し去りたくなる。

　もう頭が熱くなりそうになっていると、ディルワムが俺の前に並んだコマを指さした。

「先はイメルドに譲ってやる。楽しい戦いを期待しているぞ」

　盤の遊戯は先行が有利に動きやすい。自分のほうが力量は上だと暗に伝えているようなもの。それをわざわざ譲られて喜ぶ俺ではない。

　だが俺はこの男に負かされて、この国に連れて来られたのは事実。あの戦で俺の力は敵わなかったのだ。俺に断る権利などない。

　駒を摘まみ、軽く一考してから前進させる。盤上の戦いの始まり。ディルワムの気配が重くなり、戦場の空気を思い出させてくる。

　しばらく互いに無言で駒を動かし続けた後、ディルワムが呟いた。

「なあイメルド……もし俺ともう一度戦う機会が巡ってきたならどうする？」

　思わず俺は固まる。何か狙いがあるのかと訝しがっていると、更に話が続く。

「別に陛下を裏切って、お前と本気の戦いをしたいって訳じゃない。ただ純粋に俺との勝負をどう感じていたのか、聞いてみたかっただけだ」

「驚かせるな。誤解を招く言い方はやめてくれ」

「それで、どうなんだ？」

　ディルワムが身を乗り出し、俺を見つめてくる。心なしか瞳が輝いているように見えるのは気のせいだろうか？

　なんの裏もない純粋な質問ならばと、俺は考えてみる。

「もちろん戦う。俺が負けて失った猛火の獅子の誇りを奪い返す」

「また負けるとしてもか？」

「次は負けない。力ではお前に劣るが、素早さならば俺のほうが上。あの時負けたのは、力で負けたくないという意地があったからだ。勝ち方にこだわれるほど余裕がないというのに欲が出た……心が未熟だった」

　ディルワムに捕らわれたあの日から、何度も頭の中で負けた時のことを考え続けていた。味方になった今も、ふとした瞬間にどうすれば勝てただろうかと考えを巡らせてしまう。

　何度考えても結果は変わらないというのに。無様なものだと己の弱さを再確認して、思わず眉間に皺が寄る。

　こんなことだから俺は陛下と離れてしまうことに――。

「甘いな、イメルド。お前は絶対に俺には勝てん」

　駒を盤上にパチンと置き、ディルワムが俺の全身を舐るように見てくる。

「俺はお前が欲しい。今だってその身を喰らいたくてたまらない。次も勝って、今度こそお前をすべて奪う。横からかっさらわれないよう、負かせた直後にな」

「ふざけたことを言うな。お前なんかに――」

「……俺にしてしまえ。楽になれるぞ」

　獣のようなギラつきが和らぎ、妙な優しさがディルワムから滲む。

　視線が熱い。触られていないのに、背筋がざわついて体の奥が疼きを覚えてしまう。

　落ち着かなくなる自分を抑えながら、どうにか俺は駒を動かし、ディルワムの視線から目を逸らす。

「何を訳の分からないことを言っているんだ。お前なんかを選べば、楽になるどころか毎日が苦しみ続きになるしか――」

「男を知ったその体が、何も与えれぬ日々を耐えられると思うのか？」

　ドクン、と俺の鼓動が跳ねる。

　体の奥の疼きに、わずかな甘さが混じった。

「ディルワム、俺を愚弄ぐろうするな」

「愚弄じゃない。心配なだけだ」

　ディルワムは駒を持たず、俺を真っすぐに見据える。

「どれだけ想い合っていても、交わることはできない。それはお前も分かっていることだろ。しばらくは疼きを自分で散らすことはできるだろうが、奥まで慰めるのは難しいんじゃないのか？」

　……まさか俺の部屋にでも隠れて見ていたのか？

　俺の手の平に嫌な汗が滲み、喉の渇きを覚えてしまう。思わず飲み込んだ唾が喉に張り付き、その感触に体の疼きがわずかに濃くなる。

「やめろ、それ以上言うな」

「いいや。ようやくお前を取り戻したんだ。俺と拮抗きっこうする力を持ったお前を……」

　ディルワムの声がやけに響いて聞こえてしまう。

　体が俺の意思を無視して、期待に疼くのが分かった。

「戦いと同じだ。俺とお前は、どこまでも沈んでいける。誰もついてこれぬ領域まで――命をかけながら、イメルドとの戦いは快楽の絶頂を越えた心地よさがあった。お前もそうだったんじゃないのか？」

「違う……俺は、お前と一緒じゃ、ない」

　否定しながら俺の声が震えている。

　頼むからこれ以上は俺を抉らないでくれ。心は拒絶したいのに、体はディルワムとの戦いで覚えた興奮を思い出し、体の疼きと繋げて誘いに負けそうになる。

　どこまでも落ちて、落ちて、ディルワムのことしか見えない世界に沈んでしまえば、マクウス陛下との秘め事を忘れて生きられる。それは体を慰めきれない俺にとって、あまりに酷で甘美な誘いだった。

　ディルワムがそっと駒を持ち、俺の陣地に踏み込んでくる。

　同じ駒で対抗すれば一騎打ちとなり、盤上であの日の戦いを再び味わうことができる。

　戦いたい。

　この男とどこまでもぶつかり、高みを目指したい。

　そんな思いが俺の頭を駆け回り、体が勝手にディルワムに応えようと駒を持とうとしている。

　だが――俺は指を握り込み、その場を立った。

「……もうやめた。ディルワム、お前の勝ちでいい」

「不戦勝など許さんぞ、イメルド」

「怒るなら怒ってくれ。俺はもう部屋に戻る」

　踵を返して扉の前まで近づくと、ディルワムから大きなため息が聞こえてきだ。

「意地でも俺を選ばない気か。それがお前の答えなら、今は見逃してやる。時が経てば考えも変わるだろうからな」

「俺は変わらない。陛下を忘れてしまうくらいなら、苦しみ悶えたほうがいい」

　どれだけマクウス陛下との交わりの名残りが薄れ、消えてしまっても。嘆き悲しむ日々が続いたとしても。陛下が王道を突き進んでいく姿をこの目で見続けられるならそれでいい。

　二度と交われぬなら、せめて心だけはマクウス陛下に生涯捧げたい。

　俺が扉を開けようとしたその時、背後からディルワムの手が伸び、俺よりも先に扉を開いた。

「お前の気持ちは分かった。気分を害するつもりはなかったんだ、許してくれ」

「そんなことを言って、俺を引き留めようとは――」

「いいや、引き留めない。俺も出る」

　なぜか二人で部屋を出て廊下を歩く羽目になり、俺はこめかみを引きつらせた。

「……いったい何がしたいんだ、ディルワム？」

「行きたい方向が同じなだけだ。俺は外でシュウノに会ってくる」

「こんな時間に？」

「こんな時間だからだ」

　すぐに意味を汲み取れずに首を傾げた後、俺はハッと息を引いてディルワムを睨む。

「シュウノと関係を持ちながら俺を口説きにかかったのか！」

　そういえばザワトが、シュウノがここしばらく大切な任務のせいで体を酷使していると言っていた。大切な任務というのはディルワムの夜の相手だったのかと、心の中で頭を抱える。

「いくら望んでいたとはいえ、シュウノを慰み者にするとは……」

「本人の希望だ。そして俺たちが平和にやり続けていくための、大切な役目……シュウノに感謝しろ。アイツがいるから、オレはイメルドを目の前にしても耐えられる」

　ふとディルワムが俺とは別の廊下を歩き出す。

　そして手を振りながら話した。

「俺からの詫びだ。明日、陛下と遊戯の盤を打つ約束をしている。譲ってやるからお相手してこい」

「急にそんな！　……いいのか？」

「怪しまれない程度なら構わん。じゃあな」

　言いたいことを言って、ディルワムは踵を返して俺に背を向ける。

　俺よりもひと回り大きな強者の背を見送りながら、俺も踵を返して背けて歩いていく。




　ディルワムとの関係はこれでいい。

　一度でも間違いが起きれば、どちらが壊れるまで堕ちるしかないだろうから。




　俺たちは交われない。




【ＥＮＤ】
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